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製品を安全に使用していただくために 


#本書の取り扱いについて 

本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正しく使用するための重要なことが 
らが記載されています。製品を使用する前に本書をよくお読みください。 

特に、本書に記載されている「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、内容をよ 
く理解したうえで製品を使用してください。 

本書は、お読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に保管 
してください。富士通は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼすことなく安全 
に使っていただくために細心の注意を払っています。当製品を使用する際は、本書 
の説明に従ってください。 

Microsoft , Windows ' MS - DOS、Windows NT、Windows Server は、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
IntranetWare 、 NetWare は、米国ノベル社の登録商標です。 

Adobe および Acrobat は、アドビシステムズ社の商標です。 

その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。 

#V C C I 適合基準について 


本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス 
B 情報技術装置です。本製品は、家庭環境で使用することを目的としていますが、 
本製品がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起 
こすことがあります。 

マニュアルに従って正しい取り扱いをしてください。 


•電源の瞬時低下について 


本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。 
電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお薦 
めします。 

ただし、ページプリンタは突入電流が大きいため、その仕様を満足する交流無停電 
電源装置等をご使用ください。 


(社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガ 
イドラインに基づく表示） 

春電源是調波について 


本製品は、高調波抑制対策ガイドラインに適合しております。 


All Rights Reserved , Copyright © FUJITSU LIMITED 2003 
画面の使用に際しては米国 Microsoft Corporation の許諾を得ています。 






国際エネ ルギースター プログラムについて 


当社は、国際エネルギースタープログラムの参力□事業者として本 
製品が国際エネルギースタープ□グラムの対象製品に関する基準 
を満たしていると判断します。 


本製品およびオプション品のハイセイフティ用途での使用について 


本製品およびオプション品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用 
などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して 
設計 • 製造されたものではありません。 

お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、 
本製品を使用しないでください。 

ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮 
に当該安全性が確保されない場合、直接生命 • 身体に対する重大な危険性を伴ろ用 
途をいいます。 

•原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送シス 
テムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおけるミサイ 
ル発射制御など 


リサイクル部品の使用について 


地球環境への配慮から本製品には一部リサイクル部品を使用しています。 


レーザ規格について 


本製品は、危険なレーザ光を出さない「クラス I 」のレーザシステムです。本書に 
従って操作してください。本書に書かれた以外の操作は行わないでください。思わ 
ぬ故障や事故を起こす原因になります。 








はじめに 


このたびは、弊社のぺージプリンタ XL - 5770/5370をお買い求めいただきまして、 
誠にありがとうございます。 

XL - 5770は最大30ページ/分、 XL -5370 は最大25ページ/分の高速印刷が可能なぺ一 
ジプリンタです。 

本書では、プリンタの設置や日常の取り扱いに関する基本的なことがらと、困った 
ときの対処方法について説明しています。 

本書、および添付の各マニュアルにしたがって正しく取り扱い、本プリンタを有効 
にご利用ください。 

2003年10月 




アルの種類 


本プリンタでは、次のマニュアルを用意しています。目的に応じて参照してくださ 
い。 


ts 

取扱説明書 

プリンタの設置と運用について、基本的なことを 
説明した印刷物です。 


1 1 


オンラインマニュアル ( PDF ) 

添付の CD-ROM 内に PDF ファイルとして収められ 
ています。 

本製品の設置 • 運用に必要な手順および本プリン 
夕の持つすべての機能について説明しています。 
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オンフインヘルフ 

「オンラインヘルプ」では、プリンタドライパの 
プロパティ、および添付ソフトウエアの各機能に 
ついて調べることができます。ヘルプを参照する 
には、次の2つの方法があります。 

- [ T ]] をクリックする 

■各画面にある[ヘルプ]ボタンをクリックする 
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アルの構成 


本プリンタのマニュアルの構成を以下に説明します。 

取扱説明書 


目次 

内容 

第1章 

お使いになる前に 

この章では、プリンタを使用する前に知っておい 
ていただきたいこと、およびプリンタを設置し、 
プリンタが正しく動作することを確認するまでの 
手順について説明します。 

第2章 

日常の操作 

この章では、本プリンタで印刷するうえで必要と 
なる操作、プロセスカートリッジの交換およぴプ 
リンタの清掃など、プリンタを使用するうえで日 
常的に必要な操作について説明します。 

第3章 

困ったときは 

この章では、故障が発生したと思われるとき、紙 
づまりのとき、各種メッセージが表示されたとき 
の処置のしかたについて説明します。 

付録 

ここでは、プリンタを使用する際に補助的に必要 
となることがらについて説明します。 
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オンラインマニュアル 


目次 

内容 

第1章 

お使いになる前に 

この章では、プリンタを使用する前に知ってお 
いていただきたいことについて説明します。 

第2章 

プリンタの設置の準備 

この章では、プリンタを設置し、プリンタが正 
しく動作するまでの概要を説明します。 

第3章 

プリンタ本体の設置 

この章では、プリンタ本体の設置方法と、プリ 
ンタが単体で正しく動作することを確認するま 
での手順を説明します。 

第4章 

オプションの装着 

本プリンタのオプションには、給紙トレイ、プ 
リンタ RAM モジュール、両面ユニット、および 
拡張給紙ユニットがあります。 

この章では、これらの取り付けかたについて説 
明します。 

第5章 

ネットワークを利用せ 
ずにプリンタを接続す 
る 

この章では、ネットワークを利用せずにプリン 
夕を接続し、プリンタドライパをインストール 
するまでの手順を説明します。 

第6章 

ネットワークを利用し 
てプリンタを接続する 

この章では、ネットワークを使用して、プリン 
タドライパをインス1ルするまでの手順を説 
明します。 

第 1 ?章 

プリンタ共有の設定 

この章では、プリンタをサーバ上で共有し、他 
のパソコンから印刷するために必要な設定につ 
いて説明します。 

第8章 

日常の操作 

この章では、本製品で印刷するラえで必要とな 
る操作について説明します。 

第9章 

オペレータパネルの操 
作 

この章では、液晶ディスプレイに表示される内 
容と、オペレータパネルの操作のしかたについ 
て説明します。 

第10章 

プリンタドライパの機 
能と利用方法 

この章では、プリンタドライパの詳細と機能の 
利用方法について説明しています。 

第11章 

□グ機能 

この章では、印刷実行の履歴を管理したり、プ 
リンタのトナーカートリッジや定着器の交換時 
期などの情報を管理する□ヴ機能について説日月 
します。 






目次 

内容 

第12章 

プリンタ管理機能 

( Printianavi ；^、 ソトフー 
クマネージャ） 

この章では、 Printianavi ネットワークマネージャ 
の使いかたについて説明します。 Printianavi ネッ 
トワークマネージャを使用すると、ネットワー 
クに接続された XL プリンタの状態監視、および 
環境設定を、パソコンから行うことができます。 

第13章 

Web サーバ機能 
(Printia LASER 
Internet Service ) 

この章では、 Printia LASER Internet Service 
の使いかたについて説明します。 

Printia LASER Internet Service では、 Web プ 
ラウザから、インターネットや LAN ( TCP / IP ) 

に接続された XL プリンタに関して次のことがで 
きます。 

• プリンタの状態を参照する 
• ネットワークに関する設定を変更する 

第14章 

ネットワークソフトウェ 
アのインストールとネッ 
トワークポートの追加 

この章では、ネットワークソフトウェアのイン 
ストール方法とネットワークポートの追加につ 
いて説明します。 

第15章 

日常のメンテナンス 

この章では、プリンタを使用するうえで日常的 
に必要となる操作について説明します。 

第16章 

用紙について 

この章では、本プリンタで使用できる用紙とそ 
の保管のしかた、および用紙のセットのしかた 
について説明します。 

第17章 

困ったときは 

この章では、故障が発生したと思われるとき、 
紙づまりのとき、各種メッセージが表示された 
ときの処置のしかたについて説明します。 

付録 

ここでは、プリンタを使用する際に補助的に必 
要となることがらについて説明します。 




オンラインマニュアルの見かた 


オンラインマニュアルは、本プリンタに添付されている CD - ROM に、 PDF ファイル 
として収録されています。 

PDF ファイルの内容を参照するには 、 rAcrobat ReaderJ というソフトウェアが必 
要です。お使いのパソコンに rAcrobat Reader 」 がインストールされていない場合 
は、本製品添付の CD - ROM からインストールしてください。 

•Acrobat Reader のインストール 

オンラインマニュアルの表示や印刷をするためには、お使いのパソコンに Acrobat 
Reader (5.1 またはそれ以降）があらかじめインストールされていることが必要です。 
添付の CD - ROM から次の手順で Acrobat Reader 5.1 をインストールすることができ 
ます。 

添付の CD - ROM「Printia LASER プリンタユーティリティ」をゾ ゞ ソコ 
ンの CD - ROM ドライブにセットし、次のダイアログが表示されたら 
[Adobe Acrobat Reader ] をクリックする 



クリック 


Acrobat Reader 5.1 インス!'•—ラが起動します。 
画面の指示に従ってインストールを行ってください。 
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-ダイアログが自動的に表示されない場合は、エクスプローラで CD - R 〇 M の 
rAcrobatJ フォルダにある 「 Ar 51 jpn . exe 」 をタブルクリックし、インス 
トールを行ってください。 

- Acrobat Reader は PDF (Portable Document Format ) 形式のファイルを 
閲覧 • 印刷す るソフ トウェアです 。 Acrobat Reader 5.1 は、アドビ シス テ 
厶ズ社よりライセンスされ、無償配布す る ものです。 

•最新版の Acrobat Reader の入手方法およびその他情報につきましては、ア 
ドビシステムズ社にお問い合わせください。 

アドビシステムズ社 URL : http :// www . adobe . co.jp 


•オンラインマニュアルの使いかた 

オンラインマニュアルは 、 Acrobat Reader がインス!-ールされたパソコンから次の 
手順で表示します。 

〇 添付の CD - ROM をパソコンの CD - ROM ドライブにセットする 

Printianavi インス I ラが自動的に起動します。 

厂乃1ィ1*ド|- 

Printianavi インス I ラが自動的に起動しない場合は、 エ クス プローラで CD - 
R 0 M の直下の Setup.exe ( CD - ROM ドライプが D : のときは 「 D :¥ Setup . exe 」） 

を実行するか、 CD - ROM の 「 Manual 」 フオルタ*にある 「 lndex . pdf 」 をェクス 
プローラから開いてください。 
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() [オンラインマニュアル]をクリックする 

Acrobat Reader が起動し、オンラインマニュアルが表示されます。 



ツ _ ルノく _ 

、をクリックすると次のページ 
を表示します。 

また、拡大や検索などの操作を 
行うことができます。 


メ—— ユ ——/ く—— 

プルダウンメニューから印刷や 
Acrobat Reader のヘルプの表示 
などを行うことができます。 


しおり 

見出しをクリックすると、そのページを表 
7 K し汞す。 

田が表示されている場合、これをクリック 
すると次のレベルの見出しが表示されます 
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オンラインヘルプの見かた 


オンラインヘルプを参照する方法を、以降に示します。 

• [ T ]] をクリックする 

ダイアログの右上にある I ]をクリックするとカーソルの形がに変わります。そ 
の状態のまま、説明が必要な項目をクリックするとダイア□グ上にポップアップウィ 
ンドウが表示されます。 

(例）給紙方法についてのヘルプをみる場合 



②力ーソルを持ってきて 
クリック 


用紙の吸入を行う給紙□を逞択します。二クリックすると、逞折できる給紙方 
法の一覧が表示されます0逞択肢には、「自動)給紙」、「マルチユニット」、「給紙 
力 iz ットきがあります。 

注耷 • 出力用紙が「はがき」、「ユーザ定義サイズ」、「長尺紙」を逞択じ C いると 
きは、「マルチユニット」固定となります。 

• 拡張給紙ユニットの追加/取り外しを行った埸合は、膜匿オゴシ3ン]ダ 
イアロヴの「給紙ユニット数」の設定を変更してください。 

U 給紙方法に閎する詳細をご覧になりたし込きは、 ここを クリックい:ください。 
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•各ダイアログにある[ヘルプ]ボタンをクリックする 

[ヘルプ]ポタンは以下のダイアログにあります。 

• [基本設定]ダイアログ 
• [便利な機能]ダイアログ 
-[グラフィツクス]ダイア□ヴ 
. [印刷オプション]ダイア□ヴ 
• [装置オプション]ダイア□ヴ 
- [ Printianavi ] ダイア□グ 

(例）[基本設定]ダイアログのヘルプを見る場合 



グラフィックス| 印刷打シヨン| 

全股 | ma | 共有 

用 ss サイズ@ 



NHHHU 

拡大縮小ゆ 

肾倍 

1 


lAp 卿 [AJ < 

一桷 (L) 


300 dpi 晋腿 


用！®種頊 


獅© 


クリック 


利用方法については、ヘルプの[目次]の「ヘルプの使いかた」を参照してくださ 
い。 
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製品に関する注意事項 


ここでは、お客様に特に見ていただきたいことや、注意していただきたい項目につ 
いて概要を説明します。詳細は、本文をよくお読みになったうえで本プリンタを正 
しくお使いください。 


製品寿命（耐用期間） について 

本プリンタの耐用期間（寿命）は、以下のいずれか早いほうです。 
• 60万ぺージ印刷 （ A 4 サイズ横送り） 

•5 年 （8 時間/日） 

*24 時間で運用する場合、装置寿命は5年の1/3になります。 
注)耐用期間は、プリンタの設置環境 • 仕様頻度により大幅 
に変動します。 

CM 「プリンタの基本仕様」 （156 ページ）参照 


サフフイ品（消耗品）について 

プロセスカートリツジや用紙などは、本プリンタ専用の純正 
サプライ品をお使いください。 

非純正サプライ品をお使いになったことによる、製品のトラ 
ブル、誤動作については当社は一切責任を負いかねますので 
ご了承ください。 

サプライ品一覧 （164 ページ）参照 


定期交換部品について 

定期交換部品の交換時期の目安は以下になります。 

•定着器 10万ぺージ 

•用紙搬送口ールキット20万枚印刷 
•転写口 _ ル 20万枚印刷 

上記は、 A 4 サイズ横送り/片面印刷での目安であり、これ以外 
の印刷の場合、交換時期がずれることがあります。 





オンラインマニュアルについて 
オンラインマニュアルは、本プリンタに添付されている CD-ROM 
に、 PDF ファイルとして収録されています。 

避「オンラインマニュアルの見かた」 （ vi ぺージ）参照 


プリンタドライバのバージョンを確認する方法 FUJIT 3 U X L ->«<X 

本プリンタに関するお問合せをするときに、お問い合わ 
せの内容によってプリンタドライバのバージョンを聞か 
れる場合があります。 

プリンタドライパのパージョンをご確認のうえ、お問い 
合わせください。 

「プリンタドライバのパージョンを確認する方法」 （170 ぺージ）参照 
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アルの表記 


本マニ 


本マニュアルでは、説明する内容により、以下の用語を使用しています。 


11 圖圖 

本製品を正しく使っていただくための依頼事項を説明しています。 
操作する前に必ずお読みください。 

國 R 1 圖 

本製品を使う際に参考にしていただきたい内容を説明しています。 
必要に応じてお読みください。 

ぐ?參照 

本書内で参照していただきたい参照先を示します。 

冷参照 

オンラインマニュアル内で参照していただきたい参照先を示しま 
す。 
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本文中の略語について 


各製品を以下のように略記しています。 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003, Standard Edition — Windows Server 
2003 

• Microsoft ® Windows ® XP Professional 、 Microsoft ® Windows ® XP Home 
Edition — Windows XP 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 、 Microsoft ® Windows ® 2000 
Server -► Windows 2000 

• Microsoft ® Windows NT ® Workstation Version 4.0、 Microsoft ® Windows 
NT ® Server Version 40 — Windows NT 4.0 

• Microsoft ® Windows ® Millennium Edition -► Windows Me 

• Microsoft ® Windows ® 98 — Windows 98 
. Microsoft ® Windows ® 95 -► Windows 95 

• Microsoft ® Internet Explorer -► Internet Explorer 

• Netscape ® Communicator — Netscape 

• Adobe ® Acrobat ® Reader -► Acrobat Reader 

- Windows 98 および ' Windows Me—Windows 98 /Me 
- Windows 2000および Windows Me—Windows 2000 /Me 
- Windows 95 、 Windows 98 および ' Windows Me—Windows 95/98 /Me 
- Windows 98 、 Windows Me および Windows 2000 -*^Windows 98/ Me / 2000 
- Windows 2000および WindowsNT 4.0 —Windows 2000/ NT 4.0 
- Windows XP および Windows Server 2003 —Windows XP/Windows Server 
2003 

- Windows 2000 、 Windows XP および Windows Server 2003 —Windows 
2000 / XP/Windows Server 2003 

- Windows NT 4.0 、Windows 2000 、 Windows XP および Windows Server 
2003 -Windows NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003 
- Windows Me、Windows 2000 、 Windows XP およひ " Windows Server 2003 
- ►Windows Me / 2000 / XP/Windows Server 2003 
- Windows 95 、 Windows 98 、 Windows Me、Windows 2〇0〇右よび 
Windows NT 4.0 ->Windows 95/98/ Me / 2000 / NT 4.0 
- Windows 95 、 Windows 98 、 Windows Me、Windows NT 4.0 、Windows 
2000^ Windows XP および Windows Server 2003 —Windows 95/98/ Me / 
NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003 
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•警告表不マークについて 


本書では、製品を安全にかつ正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられ 
る恐れのある危害や損害を未然に防止するために、次のような表示をしています。 


A \ 警告 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 
ると、人が死亡または重傷を負う可能性 
が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 
ると、人が損害を負ろ可能性が想定され 
る内容、および物的損害のみが想定され 
る内容を示しています。 


絵記号の1 

列とその意味 

A 

△で示した記号は、警告、注意を促す事項であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な警告内容を表す絵（左図の場合は感電 
注意）が描かれています。 

⑧ 

〇で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げ 
るものです。記号の中やその脇には、具体的な指示内容（左図の場合は 
分解禁止）が描かれています。 


•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるもので 
す。記号の中やその脇には、具体的な指示内容（左図の場合は電源ブラ 
グをコンセントから抜いてください）が描かれています。 
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安全上のご注意 


•プリンタ設置および移動時のご注意 


△警告 


プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金 
属物を置かないでください。 

感電•火災の原因となります。 

湿気 • ほこり • 油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に 
置かないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 

電源プラグは、交流 100 V 、15 A 専用コンセント以外には差し込まないで 
ください。たこ足配線をしないでください。 

感電 • 火災の原因となります。本機定格電源は 100 V 、10 A となっていま 
す0 


添付の電源コード以外は使用しないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 

プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。 

電源コードが傷つき、感電•火災 • 故障の原因となります。 

ストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、 
ガソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くには 
プリンタを設置しないでください。 

火災の原因となります。 

延長コードは、定格 （125 V 、15 A ) 未満のものは使用しないでください。 
特に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。 

異常な発熱や火災の原因となります。 

次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。 
•ガス管（引火や爆発の危険があります。） 

• 電話專用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり 
危険です。） 

• 水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役 
目を果たしません。） 


梱包に使用しているビニール袋はお子様が□に入れたり、かぶって遊ん 
だりしないよろ、ご注意ください。 

窒息の原因となります。 
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風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 

電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ずいずれかに取り付けて 
ください。アース接続できない場合は、ハードウ I ア修理相談センター 
(171 ページ）にご連絡ください。 

• 電源コンセントの アース 線 
• 銅片などを 650 mm 以上地中に埋めたもの 
•接地工事（第3種）を行っている接地端子 

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、感電•火災の原 
因となります。 



パラレルケーブルおよびオプション製品の取り付け取り外しを行うとき 
は、必ずプリンタ本体および接続されている機器の電源スイツチを切り、 
電源ブラグをコンセントから抜いた後に行ってください。 

感電の原因となります。 

オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しな 
いでください。 

感電•火災 • 故障の原因となります。 

近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がお 
さまるのを待ってください。 

入れたままにしておきますと、雷によっては機器を破壊し、火災の原因 
となります。 
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A 注意 


® 直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放 
置しないでください。 

高温によりカパーなどが過熱、変形、溶解する原因となったり、プリン 
夕内部が高温となり、火災の原因となることがあります。 

プリンタの背面と側面には通風□があります。プリンタは壁から 200 mm 
以上離して設置してください。 

通風□をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 
プリンタの操作および消耗品類の交換、日常の点検など、プリンタを正 
しく使用し、プリンタの性能を維持するために、下図の設置スペースを 
確保してください。 

プリンタの上部には、日常の操作に必要な 350 mm 以上のスペースを確保 
してください。 
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プリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えない 
でください。 

パランスが崩れて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。 

振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでくださ 
〇。 

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。 

オプション類の装着、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジ 
は外さないでください。 

指定された場所以外のネジを外すと、けがや故障の原因となることがあ 
ります。 
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A 注意 


® プリンタは重さ約 37 kg (フルオプション、消耗品を含む）に耐えられる 
丈夫で水平な場所に設置してください。 

プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。 

プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。 

プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。 

〇 プリンタは、オプションや消耗品、用紙が入っていない状態で約 20 kg あ 
ります。プリンタを動かす場合は必ず2人以上で持ち運んでください。 
プリンタを持ち上げるときは、プリンタの左右にあるくぼみをしっかり 
と持ってください。くぼみ以外を持って持ち上げることは絶対にしない 
でください。 

落下によりけがの原因となることがあります。 



プリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。また、接続ケーブルなどもはずしてください。 

作業は足元に十分注意して行ってください。 

電源コードが傷つき、感電•火災の原因となったり、本プリンタが倒れ 
たりしてけがの原因となることがあります。 
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•プリンタ使用時のご注意 


△警告 


0 プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 

開□部（通風□など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を 
差し込んだり、落とし込んだりしないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 

電源コードを傷つけたり、加工しないでください。 

重いものを載せたり、引っぱったり、無理に曲げたり、ねじったり、過 
熱したりすると、電源コードを傷め、感電•火災の原因となります。 

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み□がゆるい 
ときは使用しないでください。 

そのまま使用すると、感電•火災の原因となります。修理はハードウエ 
ア修理相談センター （171 ページ）にご連絡ください。 

異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。 

そのまま使用すると、感電•火災の原因となります。 

故障の修理は、八ードウエア修理相談センター （171 ページ）にご連絡く 
ださい。 

カバーを外した状態で電源プラグを差したり、電源を入れたりしないで 
ください。 

感電 • 火災の原因となります。 

プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。 

火災の原因となります。 


* 濡れた手で電源ブラク'を抜き差ししないでください。 

感電の原因となります。 



ネジで固定されているパネルやカパーなどは、本書で指示してある箇所 
以外絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウ I ァ修理 
相談センタ ー（ 171ページ）にご連絡ください。 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となったり、レーザ光漏れ 
により失明する恐れがあります。 


プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。 

感電 • 火災の原因となります。 
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△警告 


電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、 
乾いた布でよく拭いてください。 

そのまま使用すると、火災の原因となります。 

取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲む 
ことがないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてくだ 
さい。 

万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 

万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただ 
ちにプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

煙が消えるのを確認して、ハードウ I ア修理相談センター （171 ページ)に 
修理をご依頼ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対に 
おやめください。 

異常状態のまま使用すると、感電•火災の原因となります。 

万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちに 
プリンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラクをコンセントから抜い 
てください。その後、ハードウ I ア修理相談センター（171ページ)にご連 
絡ください。 

そのまま使用すると、感電•火災の原因となります。 

プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の 
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。そ 
の後、ハードウ I ア修理相談センター (171 ページ)にご連絡ください。 

そのまま使用すると、感電•火災の原因となります。 




A 注意 

® 電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜い 
てください。 

電源コードを引っぱると電源コードの芯線が露出したり、断線したりし 
て、感電•火災の原因となることがあります。 

使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。 

熱がこもり、火災の原因となることがあります。 

プリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししない 
でください。 

ブラグが変形し、火災の原因となることがあります。 

プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。 

プリンタが動作状態になる場合があり、けがの原因となることがありま 
す。 

〇 電源ブラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。 

火災 • 故障の原因となることがあります。 

つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようす 
ベて取り除いてください。 

紙片が残ったままになっていると火災の原因となることがあります。な 
お、定着器やローラ部に用紙が巻き付いているときは無理に取らないで、 
直ちに電源を切り、ハードウエア修理相談センター(171ページ)にご連絡 
ください。 

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、銳利部に触れない 
よ〇注意してください。 

けがの原因となることがあります。 

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネック 
レスなどがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。 

けがの原因となることがあります。 

A r 高温注意」を促すラペルが貼ってある箇所（定着器やその周辺）には、 
絶対触れないでください。 

1 やけどの原因となることがあります。 
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A 注意 


O i 力月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。 

• 電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。 

• 電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。 

•電源プラク'やコンセントに細かいホコリがついていませんか。 

• 電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。 

• アース線は取り付けられていますか。 

なお、異常がある場合はハードウエア修理相談センター(171ページ)にご 
連絡ください。 

長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。 

感電•火災の原因となることがあります。 

プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを 
切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

電源スイッチを切らずにプリンタの清掃や保守を行うと、やけどや感電 
の原因となることがあります。 



用紙排出部の口ーラが作動しているとき作動部には触れないでください。 

指を狭み、けがをする原因となることがあります。 
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•プロセスカートリツジの取り扱い上のご注意 


△警告 



プロセスカートリツジを火中に投入しないでください。 

火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因となります。使用 
済みのプロセスカートリツジを処分するときは、当社の回収サービスを 
ご利用ください。 

r ： 参照 「使用済みプ□セスカートリツジの回収サービス」 （73 ページ) 

参照 


トナーは目や□に入らないように注意してください。 

プロセスカートリツジの交換時などにトナーが手に付いた場合は、速や 
かに洗い落としてください。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相 
談してください。 


〇 プロセスカートリツジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤つ 
て飲むことがないように、小さなお子さまの手の届かないところに置い 
てください。 

万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 
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第 1 章 

お使いになる前に 


この章では、プリンタを使用する前に知ってお 
いていただきたいことについて説明します。 


本機の特長 . 2 

各部の名称と機能 . 3 

オペレータパネル . 6 

添付ソフトウェア （ CD - ROM ) のご紹介 . 8 

設置上のお願い . 10 

プリンタの寸法 . 12 

プリンタの設置からインス!'ールまで . 14 

梱包品の確認 . 16 

本体の取り出し . 17 

固定テープ、保護シートの取り外し . 18 

オプション品の取り付け . 19 

プ□セスカートリッジの取り付け . 20 

電源を入れる . 23 

給紙カセット、 MP カセットに用紙をセットする ••• 26 

設定の一覧を印刷する . 36 

電源を切る . 38 

オプション品のご紹介 . 39 

オプション取り付け上のご注意 . 43 
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本機の特長 


本機の特長を示します。 

• 高速で高品位な印刷 

XL - 5770は最大30ページ/分、 XL - 5370は最大25ページ/分の高速での印刷が可能 
です。また、1200 dpi の高解像度で印刷できます。 

• 3つのポートに対応 

USB ” 、パラレル、 LAN の3つのポートを標準装備しています。さらに、 HTTP プ 
□トコルを使用した IPP (Internet Printing Protocol ) 印刷も可能です。 

*1 :キーボードやマウス、モデムなどの周辺機器とパソコンを結ぶデータ送路 
の規格の〗つです。 


• 高性能なプリンタドライパとネットワークソフトウェア 
プリンタドライパの設定により、 N - up 印刷や拡大縮小印刷など、さまざまな印刷 
が可能です。また、ネットワーウソフトウェアにより、 LAN やインターネット環 
境への対応や複数のプリンタの管理を実現します。 

• さまざまな用紙サイズに対応 

定形では、最大 A 3 サイズの用紙への印刷が可能です。また、はがき、ユーザ定義 
サイズ(長尺紙を含む)といつたさまざまな種類の用紙への印刷も可能です。 

. 便利な機能 

給紙カセットごとに、自動給紙の指定（有効/無効）が可能です。 

. 優れた拡張性 

次のオプションを用意しており、使用環境に合わせて機能を拡張することができ 
ます。 

-両面ユニットを取り付けることにより、用紙の両面に印刷することができます。 

-拡張給紙ユニットを2段まで取り付けることができ、最大1500枚の用紙をセッ 
卜することができます。 

• 各種ユーティリティを添付 

プリンタの状態を監視する 「 Printianavi ネットワークマネージャ」、小冊子の印刷 
ができる 「 HyperPrint お試し版」、ワープ□感覚で帳票を作成できる 
「 RepoAgent お試し版」、パソコンでパーコード印刷ができる「かんたんパーコー 
ド Lite 」 を添付しています。 
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各部の名称と機能 


本製品の主要各部の名称と機能について説明します。 

•前面 


③ 


⑤④ 


① 

排紙部 

印刷された用紙がおもて面を下にして排出されます。 

② 

オペレータパネル 

操作に必要なスイッチと、メッセージが表示される液 
晶ディスプレイがあります。 

③ 

通風口 

プリンタ内部の加熱を防ぐため、熱が放出されます。 
通風□をふさがないでください。 

④ 

MP カセット 

はがき〜 A3 サイズの用紙（普通紙）を150枚までセッ 
卜します。 

* 給紙トレイ（オプション）を購入した場合は、この 
位置に取り付けます。 

⑥ 

給紙カセット 

A5 〜 A3 サイズの用紙を、250枚までセットします。 

⑥ 

サイズ表示 

カセットの用紙サイズを示す用紙サイズラペルをセッ 
卜します。 

⑦ 

電源スイッチ 

電源を入/切します。 

⑧ 

排紙トレイ 

A4 サイズより大きな用紙を印刷するときに引き出しま 
す。 



お使いになる前に 
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•背面 



① ② 


① 

通風口 

プリンタ内部の加熱を防ぐため、熱が放出されます。 
通風□をふさがないでください。 

② 

電源コードコネクタ 

電源コードを差し込むコネウタです。 

③ 

USB ケーブルコネクタ 

プリンタとパソコンを USB インタフェースで接続す 
るためのコネクタです。 

④ 

LAN ケーブルコネクタ 

プリンタを LAN 経由で接続するためのコネクタです。 

⑤ 

パラレルケーブルコネ 
クタ 

プリンタとパソコンをパラレルインタフェースで接続 
するためのコネクタです。 
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籲内部 



① 

排紙トレイ 

A 4 サイズより大きな用紙に印刷する場合に引き出しま 
す。排紙どめを立てて使用してください。 

② 

プロセスカートリツジ 

感光ドラム、現像器ユニット、およびトナーから構成 
される機構です。 

③ 

上部カバー 

プロセスカートリッジを交換するときや、つまった用 
紙を取り除くときに開きます。 

④ 

定着器 

用紙にトナーを定着させる機構です。プリンタ使用時 
は、高温になっているので手を触れないように注意し 
てください。 

⑤ 

背面カパー 

つまった用紙を取り除くときに開きます。 
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r -^ 

オペレータノ ゞ ネノレ 

L _ 4 


オペレータパネルには、操作に必要なスイッチ、表示ランプ、および液晶ディスプ 
レイがあります。ここでは、オペレータパネルの機能を説明します。 



① 

メニュースイツチ 

プリンタをメニューモードにします。メニューモードで 
は、プリンタに関する各種の設定を行います。メニュー 
モードを終了するときも使用します。 

② 

設定スイッチ 

メニューモードのときに、選択した値を有効にします。 
また、印刷中止の確認など、プリンタが一時停止してい 
る印刷を続行します。 

③ 

リンクランプ 

ネットワークと接続されている状態かどうかを知らせま 
す。 



点灯 

ネットワークと接続されていることを示します。 



消灯 

ネットワークと接続されていないことを示しま 
す。 

④ 

液晶ディスプレイ 

プリンタの状態を知らせるメッセージや設定項目などを 
表示します。 （1 行16文字の2段に表示されます。） 

⑤ 

エラー ランプ 

プリンタの異常を知らせます。 



点灯 

プリンタで エラー が発生していることを示しま 
す。 



消灯 

プリンタが正常に印刷できる状態であることを 
爪します0 

⑧ 

データランプ/排出 
スイツチ 

データランプは、印刷データの受信状態を次のように知 
らせます。また、排出スイッチは未処理のデータがある 
場合、スイッチを押すと強制的に印刷を行います。 



点灯 

プリンタ内にデータが残っている場合です。 



点滅 

データをパソコンから受信中です。 



消灯 

データがない状態です。 
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⑦ 

▲▼◄►スイツチ 

メニューモードのときに、設定項目および設定値の選択 
に使用します。 

⑧ 

オンラインランプ/ 
オンラインスイツチ 

オンラインランプは、プリンタが印刷できる状態かどう 
かを次のよろに知らせます。なお、オンラインスイッチ 
を押すと、「オンライン」「オフライン」が切り替わります。 



点灯 

印刷できる状態、または印刷中です。 



点滅 

印刷データを受信中です。 



消灯 

印刷できない状態です。 

⑨ 

リセツトスイツチ 

印刷を中止します。また、テスト印刷（連続印刷）を中 
断します。 


/?:参照 「メニュー」「▲」「▼」「◄」「►」の各スイッチについては、「オペ 

レータパネルからの設定（メニューモード）」 （57 ページ)参照 


お使いになる前に 
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添付ソフトウェア ( CD - ROM ) のご紹介 


添付 CD-ROM rPrintia LASER プリンタユーティリティ」には、プリンタをより快適 
に使用するために便利な各種のソフトウエアが収録されています。 

これらのソフトウエアは、次のダイア□ヴ (Printianavi インストーラ)からインスI ' — 
ルできます。 Printianavi インス!■'ーラは、添付 CD-ROM rPrintia LASER プリンタユー 
ティリテイ」を、パソコンの CD-ROM ドライプにセットすると自動的に表示されま 
す。 



Printianavi インストーラが自動的に表示されない場合は、エクスプローラで CD 
-ROM の内容を表示し、一番上の階層にある rSetup.exeJ をダブルクリックし 
てください。 


8 
















第 1 章お使いになる前に 


Printianavi インストーラの各メニューからは、次の操作か行えます。 


項目 

操作内容 

はじめにお読みくださ 
い 

CD-ROM のソフトウェアについて留意事項を表示します。 

プリンタの IP アドレス 
設定 

Printianavi IP アドレス設定ユーティリティ2を起動します。 
多参照 『オンラインマニュアル』「第6章ネットワーク 

を利用してプリンタを接続する」の 「IP アドレス 
設定ユーティリティ2による設定」参照 

ネットワークでプリン 
夕を使う 

Printianavi ネットワークポートモニタ、 Printianavi ネット 
ワークマネージャ、 Printianavi IP アドレス設定ユーティ 
リティ2をインストールします。 

多参照 『オンラインマニュアル』「付録 Printianavi の 

機能概要」参照 

多 1 参照 『オンラインマニュアル』「第14章ネットワー 

クソフトウェアのインス1ルとネットワークポー 
卜の追加」参照 

HyperPrint お試し版 

HyperPrint お試し版をインストールします0 
多参照 『オンラインマニュアル』「付録 HyperPrint の 

概要」参照 

RepoAgent お試し版 

RepoAgent お試し版をインストールします。 

多參照 『オンラインマニュアル』「付録 RepoAgent の 

概要」参照 

かんたんバーコード 

Lite 

かんたんパーコード Lite をインストールします。 

多 1 参照 『オンラインマニュアル』「付録かんたんパー 

コード Lite の概要」参照 

Adobe Acrobat 

Reader 

オンラインマニュアルなどの PDF 形式のファイルを表示す 
るための Acrobat Reader をインストールします。 

/?：参照 「オンラインマニュアルの見かた」 （vi ページ)参 

照 

オンラインマニュアル 

オンラインマニュアル （PDF 形式）を表示します。 

广参照 「オンラインマニュアルの見かた」 （vi ページ)参 
照 

プリンタドライパ 

Printia XL プリンタドライパをインストールします。 

多参照 『オンラインマニュアル』「第5章ネットワー 
クを利用せずにプリンタを接続する」、「第6章 
ネットワークを利用してプリンタを接続する」 
参照 


お使いになる前に 
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設置上のお願い 


安全に快適にプリンタをご利用いただくために、安全上のご注意とともに、以下の 
点に注意して設置してください。 

• いつも良い状態でご使用いただける環境範囲は次のとおりです。 

温度:10〜 32 T ： 湿度:15〜 8596 RH 

温度 32 X ： 以上のときは湿度 7096 RH 以下、湿度が 8596 RH 前後のときは温度 28 C 以 
下でご使用ください。（ただし、結露しないこと。） 

冷えきった部屋を暖房器具などで急激に暖めると、機械の内部に水滴が付着し部 
分的に印刷できない場合があります。室温になじませてから使用してください。 

• サ_パ接続などによりプリンタの24時間運用や無人運用をする場合は、不慮の事 
故に対する安全性を高める必要から、適切な防災対策(耐震対策、煙感知機、温度 
センサーなど）が施された場所に設置してください。 

また、防災管理者（警備員、管理人など）が建物内に待機していることも必要で 
す。 


• プリンタを前後左右に5°以上傾けないでください。 

トナーがこ(まれるなど故障の原因となります。 

• プリンタは凹凸のない、平らな場所に設置してください。 

斜行等により印字ズレが太きくなったり、故障の原因となったりします。 

•ラジオの雑音、テレビやディスプレイ （ CRT ) のチラツキやゆがみなど電波や磁 
気による障害が発生し、原因が本プリンタであると考えられる場合は、本製品の 
電源を切って障害がなくなるかどうか確認してください。電源を切ると電波や磁 
気による障害がなくなるようであれば、次の方法を組み合わせて障害を防止して 
ください。 

-プリンタとラジオ、テレビ、ディスプレイ ( CRT ) の距離を離してみる。 

-プリンタとラジオ、テレビ、ディスプレイ ( CRT ) の位置や向きを変えてみる。 

-プリンタとラジオ、テレビ、ディスプレイ ( CRT ) の電源を別系統のものに変えて 
みる。 


-受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。（アンテナが屋外にある場合は 
電気店にご相談ください。） 

-ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。 

•化学薬品や油分を、使用または保管している環境では使用しないでください。故 
障の原因となります。 
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プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。 

電源コードが傷つき、感電•火災 • 故障の原因になります。 

圓圖 _ 

—超音波加湿器をご使用のお客様へ一 

超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用になりますと、水中の 
不純物が大気中に放出され、プリンタの内部に付着して画像不良の原因となり 
ます。ご使用の際には、純水など不純物を含まない水のご使用をお勧めします。 


お使いになる前に 
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プリンタの寸法 


装置の寸法を示します。設置のときに参考にしてください。 



<正面図> 
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*1 

*2 

*3 

*4 

*5 

*6 

*7 

*8 

*9 

*10 

*11 


標準構成時 

給紙カセツト延長時 

拡張給紙ユニツト - A (250 枚)を 1 段搭載時 

拡張給紙ユニツト - B (550 枚)を 1 段搭載時 

拡張給紙ユニツト - A (250 枚)を 2 段搭載時 

拡張給紙 ユニツ ト - A (250 枚)と拡張給紙 ユニツ ト - B (500 枚)を搭載時 

拡張給紙ユニツト - B (550 枚)を 2 段搭載時 

両面ユニツト搭載時 

給紙トレイ搭載時 

給紙トレイと両面ユニツトを搭載時 
給紙トレイ使用時 


△注意 


火災プリンタの背面と側面には通風□があります。プリンタ 
は壁から十分離して設置してください。 

广参照 「安全上のご注意」（XVページ)参照 
けが 設置する台は、プリンタの足全体が十分に載る大きさの 
ものを準備してください。 


お使いになる前に 
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プリンタの設置からインストールまで 


プリンタの設置から印刷するために必要な設定までの流れを説明します。 

プリンタの接続•運用形態によって手順が異なります。次の図を参照し、必要な設 
定を行ってください。 



-接続、運用形態は、お使いの環境に合わせて以下を目安に選択してください。 

-パラレルケーブル/ USB ケープルで接続 

1台のパソコンからのみ印刷する場合や、プリンタ用に IP アドレスを使い 
たくない場合に選択します。 

より速く印刷したい場合は、 USB ケープルによる接続をおすすめします。 

- LAN ケーブルで接続 

プリンタの設置場所を自由に動かしたい場合や、インターネットを利用し 
て印刷する場合に選択します。 

LAN ケープルを利用するとデータの転送速度が高速になります。 

• サーバ経由で印刷すると、クライアント側の設定/管理が比較的容易になり 
ます。また、大規模なネットワークに適しています。 
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プリンタ本体は本書に記載された順に作業を行ラことで設置が完了します。プリン 
夕設置後は、オンラインマニュアルを参照して操作してください。 

Cm 「オンラインマニュアルの見かた」 （vi ページ）参照 


「プリンタ本体の設置」 

プリンタ本体を印刷できる 
状態まで設置します。 
最初にこの設置を行ってく 
ださい0 


Cm ， 第1章 
冷参照 第3章 



本図の見かた 


参照す るマニュアルについて 

_ ■ _取扱説明書、オンライン 
_マニュアルのどちらかを 
■ ■* 参照してください。 


参照してくだ§い。 


口 


マークについて 





添付 CD - ROM に入ってい 
るプリンタドラ 〆 パが必 
要な操作です。 


パラレル 

/USB v 


ネットワークを 
利用せずに 
プリンタと接続 


ネットワークを 
利用して 
プリンタと接続 


「ネットワークを利用せずにプリンタを接続する」 

プリンタおよびパソコン 
に必要な接続や設定を 、。_, ，++ ( ^ llo 

します ノヽフ レルまたは USB 




プリンタを複数台の クライアント 
ノ \°ソコンで使用 


LAN 



ネットワークを経由してプリ 
ンタを利用する場合に参照 
します。 


續参照 第6章 


お使いになる前に 
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梱包品の確認 


製品がすべて揃っていることを確認してください。 

梱包されている製品は、『オンラインマニュアル』「第1章お使いになる前に」の 
「製品の確認（梱包されている製品）」、または本プリンタの設置ガイドを参照し 
てください。 
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本体の取り出し 


(3 梱包箱を開け、プロセスカートリツジを取り出す 
Q ビニール袋を取り外す 

プリンタの左右下部のくぼみを持ち、水平に保ちながら取り出す 



圇園 _ 


本体は約 20 kg の重さがあります。必ず2人以上の人数で図の取っ手を持ち、背 
中や腰を痛めないように注意して運んでください。 

また本プリンタは前面側よりも背面側のほうが重くなっています。運搬する場 
合は、重さの違いに注意してください。 


水平でし 




かりした机などの上に静かに置く 



お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


固定テープ、保護シートの取り外し 


プリンタ各部に貼られている固定テープおよび保護シートを取り外し、プリンタ内 
部の緩衝材を取り除きます。 
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第 1 章お使いになる前に 


オプション品の取り付け 


園__ 

以下のオプション品は、プロセスカートリッジや用紙を取り付ける前に、プリ 
ンタ本体に取り付けてください。 

-給紙トレィ 

-両面_ ュニット 
-拡張給紙 ュニット 

各オプション品の取り付けは、『オンラインマニュアル』「第4章オプションの装 
着」の目的の項目を参照してください。 

洛参照 『オンラインマニュアル』「第4章オプションの装着」の「給紙トレイの取 
り付けかた」参照 

洛参照 『オンラインマニュアル』「第4章オプションの装着」の「両面ユニットの 
取り付けかた」参照 

席参照 『オンラインマニュアル』「第4章オプションの装着」の「拡張給紙ユニッ 
卜の取り付けかた」参照 


お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


プロセスカートリッジの取り付け 


次の手順で、プロセスカートリッジを取り付けます。 

國圓圖 

• 直射日光や強い光に当てないでください。 

•プロセスカートリッジの取り付け作業は、強い光の当たる場所を避け、で 
きるだけ5分以内で終了してください。 

• トナーは人体に無害ですが、手や衣服についたときにはすぐに洗い流して 
ください。 

-感光体 （ ドラム)の表面には絶対に手を触れないでください。 


△注意 


故障プ□セスカートリツジは、本製品専用品を取り付けてく 
ださい。専用品以外のプロセスカートリツジを取り付け 
ると、プロセスカートリツジおよびプリンタ本体の故障 
の原因となる恐れがあります。 


r ： 参照 「プロセスカートリッジの取リ扱い上のご注意」 （ xxiii ページ)参照 

Q 上部カバ-を開く 
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第 1 章お使いになる前に 


Q プロセスカートリツジを梱包袋から取り出し、図のように7〜8回振る 



0 トナーシールを引き抜く 



• トナーシールを引き抜くときは、プロセスカートリッジを平らな場所に置 
き、トナーシールを水平にまっすぐ引き抜いてください。斜めに引くと、 
途中でテープが切れてしまうことがあります。トナーシールの全長は、67 
cm です。 

• トナーシールを引き抜いたあとは、プロセスカートリッジを振ったり、プ 
ロセスカートリッジに衝撃を与えたりしないでください。 


お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


¢3プロセスカートリッジの取っ手を持ち、プリンタ内部の溝に静かに挿 
入する 



9上部カバーを閉じる 
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第 1 章お使いになる前に 


電源を入れる 


電源コードを接続し、プリンタの電源が入るかどうか確認します。 


電源コードの接続 


次の手順で、電源コードを接続します。 

本プリンタの電圧定格値は、 AC 100 V です。 

上記の定格は、プリンタの後部にある製造銘板に表示してあります。使用するコン 
セントの電圧が、プリンタの定格電圧と一致するか確認してください。 


△警告 


感電電源コードを接続するときは、必ず電源スイッチをオフ 
( 「〇」側）にしてください。電源を切らずに接続する 
と、感電の原因となります。 

火災電源 コー ドの アース 線は必ず専用の アース 端子に接続し 
てください。 

感電危険ですので次の箇所に アース 線を接続しないでくださ 
い。 

•ガス管（火災や爆発の危険があります） 

• 電話専用 アース 線 • 避雷針（落雷時に大量の電流が流 
れる場合があり危険です） 

-水道管や蛇口 （配管の途中がプラスチックになってい 
る場合はアースの役目を果たしません） 

感電プリンタや他の機器の上にプリンタを載せないでくださ 
し、電源コードが傷つき、感電•火災 • 故障の原因とな 
ります。 


Q スイッチがオフ （ 「〇」側）であることを確認する 



お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


電源コードをプリンタ背面にある電源コードコネクタに差し込む 



Q 電源コードのもう一方を電源コンセントに差し込む 
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第 1 章お使いになる前に 


プリンタの動作とオペレータパネルの表示 
の確認 

電源を入れると、オペレータパネルの「オンライン」「リンク」「データ」「エラー」 
の各ランプが点灯し、液晶ディスプレイの表示が次のよラに切り替わります。 


ショキシンタ0ンチュウ 


初期診断中を示します。 


X L — X X X X 
V e r X . X 


Y YMB 


ファームウェアのバージョン、 
メモリの総容量を示します。 


ノアー 厶 ロー トチュウ 

XXXXXXXXXXXX 


オンライン 


ファーム□—ド中を示します。 
下段に MAC アドレスを表示します。 

初期化動作およびファーム□ー ド 
動作に約30秒程度かかりますので、 
そのままお待ちください。 


、照 オペレータパネルが上記の表示にならないときは、「オペレータパネルの 
エラー メッセージ」 （122 ページ)参照 


お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


給紙カセット、 MP カセットに用紙をセットする 


ここでは、給紙カセット、 MP カセットに用紙をセットする手順について説明します。 

國圖圖 

•長尺紙は、 MP カセット、給紙カセット、拡張給紙ユニット（オプション） 

からは印刷できません。オプションの給紙トレイを装着して印刷してくだ 
さい。 

C 参照 「オプションの給紙トレイに用紙をセットする」 （96 ぺージ）参 
照 

-用紙の種類やサイズを頻繁に変更する場合は、オプションの給紙トレイを 
ご使用ください。 

•給紙カセット、 MP カセットは、必ずフタを閉めてご使用ください。フタ 
を閉めずに使用した場合、給紙カセット、 MP カセットの出し入れに支障 
をきたすことがあります。 

異なるサイズの用紙を、同時に1つの給紙カセットにセットすることはできま 
せん。 


口 A4 サイズまでの用紙をセツトする 


ここでは、 B 5 サイズの用紙を給紙カセツトにセツトする手順を例に説明します。 


MP カセットおよび拡張給紙ユニット（オプション）に用紙をセットする場合も 
給紙カセツトと同じ手順でセツトできます。 


給紙カセットを平らな場所に置く 
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第 1 章お使いになる前に 


Q カセツトのフタを取る 



0 縦ガイドクリップを指でつまみ、用紙サイズに合わせる 




お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


紙の四隅をそろえ、印刷したい面を上にしてセットする 

横ガイドに用紙が粟り上げないようにします。また、カセットの底にある板が上 
がっているときには、押し下げてから用紙をセツトします。 



■圖 _ 

• 折り目やシワの入った用紙は使用しないでください。 

•最大積載可能枚数または用紙上限線を超える枚数の用紙は、セツトしない 
でください。 

•横ガイドは、用紙の幅に正しく合わせてください。横ガイドの位置がずれ 
ていると、用紙が正常に搬送されず、紙づまりの原因となることがありま 
す。 



給紙カセットに収容できる枚数は、約250枚 （64 g / nf の場合）です。 


セットした用紙に合わせて、用紙サイズラベルを差し替える 

用紙の向きは、用紙の短辺が横になるようにセットしたときが「縦」、用紙の長 
辺が横になるようにセットしたときが「横」になります。 
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第 1 章お使いになる前に 


([ J 給紙カセットのフタを閉める 



Q プリンタの奥に突き当たるまで、給紙カセットをしっかりと押し込む 

國園 _ 

給紙カセットは奥に突き当たるまで押し込んでください。突き当たるまで押し 
込んでいないと、カセットなしや、紙づまりの原因となります。 


MP カセツトにはがきをセツトする 

ここでは、 MP カセツトにはがきをセツトする手順について説明します。 


MP カセツトからはがきに印刷する場合、用紙をセツトレた後に、オペレータパ 
ネルの設定が必要になります。 


f ]) MP カセットにはがきをセットする 

广参照 「 A 4 サイズまでの用紙をセットする」 （26 ページ)参照 

MP カセットにはがきをセットする手順は、給紙カセットに用紙をセットする手 
順と同じです0 

〇オペレータパネルの「メニュー」スイッチを押し、メニューモードに 
する 

1「メニュー」 


メニュー 



►システム 

インサツ 

▼ 


お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


0 「►」スイッチを2回押して「インサツセッテイ」を表示する 



1「►」 

を 2 回押す 

メニュー 

►インサツ 

セツテイ 

▼ 


「▼」スイッチを押して「キユウシグチ」と表示する 
1「▼」 


インサツ 

セツテイ 

►キュウシク'' 

チ ▼ 


(_) 「►」スイッチを2回押して 「 MP ハガキモード」と表示する 

I 「►」を2回押す 


インサツ セツテイ 


► M P ハカ'* キモー ト、' 

▲ 


Q 「▼」スイッチを押して r * OFFj と表示した後「►」を押して 「 ON 」 
を表示する 

I 「▼」 



「 ON 」 と表されているのを確認し、「設定」スイッチを押す 

1「設定」 


M P ハカ'* キモー ト、' 


► * ON 

▲ 


0 設定が終わったら、「オンライン」スイッチを押し、 MP ハガキモード 
を有効にする 
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第 1 章お使いになる前に 


シグチ」と表示する 



ハカキモード」と表不する 


インサツ 

セツテイ 

►キュウシク’ 

チ ▼ 


¢3 「►」スイッチを2回押して 「MP 

I 「►」を2回押す 


インサツ セッテイ 
► M P ハカ'' キモー ト、' 


▲ 


メニュー 



►インサツ 

セツテイ 

▼ 


() 「▼」スイッチを押して「キユウ 

1「▼」 


MP カセットに A 5 サイズの用紙をセットす 
る 

ここでは、 MP カセットに A5 サイズの用紙をセットする手順について説明します。 

はじめて MP カセツトから A5 サイズの用紙をセツトする場合は、手順 〇 のみを 
行ってください。 


Imp カセットに A 5 サイズの用紙をセットする 

r： 参照 「A4 サイズまでの用紙をセットする」 （26 ページ)参照 

^171 F1 - - 


MP カセツトに A5 サイズの用紙をセツトする手順は、給紙カセツトに用紙をセツ 
卜する手順と同じです。 


( )オペレータパネルの「メニュー」スイッチを押し、メニューモー ドに 
する 

I 「メニュー」 


メニュー 



►システム 

インサツ 

▼ 


0 「►」スイッチを2回押して「インサツセッテイ」を表示する 

I 「►」を2回押す 


お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


Q 「▼」スイッチを押して 「* OFF 」 と表示されていることを確認し、 
「設定」スイッチを押す 


1「▼」 


M P ハカ* キモー ト、' 


► * OFF 

▲ 


1「設定」 


¢3 「オンライン」スイッチを押す 


% A 4 サイズより大きい用紙をセツトする 


ここでは、 A 3 サイズの用紙を給紙カセツトにセツトする手順について説明します。 


MP カセットおよび拡張給紙ユニット（オプション）に用紙をセットする場合も 
給紙カセツトと同じ手順でセツトできます。 


給紙カセットを平な場所に置く 



ィ I ド ■ 

給紙カセツトがプリンタにセツトされている場合は、カセツトをプリンタから 
引き抜いてください。 
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第 1 章お使いになる前に 


Q カセツトのフタを取る 



カセットの左右の突起部を外側に動かしてロックを解除する 



¢3カセットの持ち手部分を持って、延長部を用紙サイズまで手前に引き 
出す 



お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


U カセットの左右の突起部を内側に動かしてロックする 
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第 1 章お使いになる前に 


¢3) 用紙の四隅をそろえ、印刷したい面を上にしてセットする 

横ガイドに用紙が粟り上げないようにします。また、カセットの底にある板が上 
がっているときには、押し下げてから用紙をセットします。 

•折り目やシワの入った用紙は使用しないでください。 

• 最大積載可能枚数または用紙上限線を超える枚数の用紙は、セットしないで 
ください I 

•横ガイドは、用紙の幅に正しく合わせてください。横ガイドの位置がずれて 
いると、用紙が正常に搬送されず、紙づまりの原因となることがあります。 

ド"1ィ】ド| 

!給紙カセットに収容できる枚数は、約250枚 （64g/nf の場合）です。 

@ セットした用紙に合わせて、用紙サイズラベルを差し替える 



給紙カセットのフタを閉める 



プリンタの奥に突き当たるまで、給紙カセットをしっかりと押し込む 

圓圖圖 

給紙カセットは奥に突き当たるまで押し込んでください。突き当たるまで押し 
込んでいないと、カセットなしや、紙づまりの原因となります。 


お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


安定の一覧を印屈！!する 


次の操作で設定の一覧を印刷し、プリンタが正しく動作することを確認します。 

I 印刷可能状態であることを確認する 

次のいずれかの状態であることを確認します。 

. オペレータパネルの「オンライン」ランプが点灯し、液晶ディスプレイに「才 
ンライン」と表示されている 

• オペレータパネルに「オフライン」と表示されている 

-オペレータパネルに「セツデン」を表示されている 

() オペ レー タパネルの 「メニュー」 スイッチを押し、 メニューモー ドに 
する 

1「メニュー」 


メニュー 



►システム 

インサツ 

▼ 


¢3 「▼」スイッチを押す 

1「▼」 


システム インサツ 


►セッテイノインサツ 

▲ 


「設定」スイッチを押す 

設定の一覧の印刷が開始されます。 

1「設定」 

印刷開始 


© 


印刷状態を確認する 

C 参照 正常に印刷されないときは、「第3章困ったときは」 （99 ページ)参照 

1 

印刷終了 


システム 

インサツ 


►セツテイノ 

インサツ 

▲ 
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第 1 章お使いになる前に 


Q 「メニュー」スイッチを押して、印刷可能状態に戻す 

I 「メニュー」を押す 

「オンライン 


お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


電源を切る 


電源を切るときは、電源スイッチをオフ （ 「〇」側）に倒します。 



電源が切断されると、オペレータパネルのすべてのランプおよび液晶ディスプレイ 
が消灯します。 

國圖 _ 

印刷中は電源を切らないでください。もし電源を切ってしまったときは、プリ 
ンタ内に残っている用紙を取り除いてください。 
r ： 参照 「紙づまりになったとき」（1〇〇ページ)参照 

以上でプリンタ本体の設置は完了です。目的に合わせて次の設定に進んでください。 
浴参照 『オンラインマニュアル』「第5章ネットワークを利用せずにプリンタ 
を接続する」参照 

多参照 『オンラインマニュアル』「第6章ネットワークを利用してプリンタを 
接続する」参照 
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第 1 章お使いになる前に 


オフシヨン品のご紹介 


本プリンタは、次のオプションを用意しています。必要に応じてお買い求めくださ 
い。 

各オプションの取り付けかたは、『オンラインマニュアル』「第4章オプションの 
装着」を参照してください。 


給紙トレイ 


品名 

型名 

内容 

給紙トレイ 

XL-FT10W1 

1段目のマルチユニットにセットして使用し 
ます。 

用紙の種類やサイズを頻繁に変更する場合、 
および長尺紙に印刷する場合は、給紙トレイ 
をご使用ください。 

なお、給紙トレイと MP カセットを同時に取 
り付けることはできません。 


拡張給紙ユニッ 


品名 

型名 

内容 

拡張給紙ユニット 
-A 

XL-EF25W1 

3段目、4段目の給紙ユニットとして使用でき 
ます。 

(LB 315 給紙カセット （ A3 ユニパーサル 
250枚）添付） 

拡張給紙ユニット 
-B 

XL-EF55W1 

3段目、4段目の給紙ユニットとして使用でき 
ます。 

(LB 315 給紙カセット （ A3 ユニパーサル 
550枚)添付) 



お使いになる前に 


39 














第 1 章お使いになる前に 


•形態 


標準 


150枚* 1 /100枚* 2 


150 ft * Vl 00^ 2 


15〇枚#/1〇〇构0 

250枚 

250枚 

250枚 

3段目 

4段目 


250枚/550枚 


250枚/550枚 

拡張給紙ユニット 

250枚/550枚 



拡張給紙ユニット 
+ 

拡張給紙ユニット 


*1 : MP カセツトを使用した場合 

松：給紙トレイ（オプション）を使用した場合 

• 異なるサイズの用紙を、同時に1つの給紙カセツトにセツトすることはでき 
ません。 

• 印刷中でも、用紙が走行していない給紙カセツトであれば、印刷を停止する 
ことなく用紙をセツトすることができます。 



両面ユニット 


品名 

型名 

内容 

両面ユニット 

XL-DUPW1 

両面印刷用のユニットです。 


オプションの両面ユニットをプリンタに取り付けると、A3、 A4 横、 A5 横、 B4、B5 
横、リーガル、レター横サイズの用紙を両面印刷できるようになります。 


ロ プリンタ RAM モジュール 


本プリンタには、次のプリンタ RAM モジュールのいずれかを搭載することができま 
す。 


品名 

型名 

内容 

プリンタ RAM モジュール -64MB 

XL-EM64M5 

RAM を 64MB 搭載したメモ 
リモジュールです。 

プリンタ RAM モジュール- 128MB 

XL-EM128M5 

RAM を1 28MB 搭載したメモ 
リモジュールです。 
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第 1 章お使いになる前に 


争用途 

プリンタ RAM モジュールの容量を増やすことにより印刷速度が速くなり、さらに、 
印刷保証範囲も増えます。 

r： 参照 印刷保証範囲については、「參プリンタ RAM モジュールの有無と印刷可能 
範囲」 （41 ページ)参照 


籲プリンタ RAM モジュールの有無と印刷可能範囲 

搭載されている RAM の容量によって、印刷できる用紙サイズが異なります。これら 
の関係を次の表に示します。 



32MB 

(プリンタ RAM モジュールなし） 

96MB/160MB 
(プリンタ RAM モジュールあり 
[64MB/128MB]) 

用紙 

サイズ/ 

解像度 

片面 

両面 

片面 

両面 

300 

dpi 

600 

dpi 

1200 

dpi 

300 

dpi 

600 

dpi 

1200 

dpi 

300 

dpi 

600 

dpi 

1200 

dpi 

300 

dpi 

600 

dpi 

1200 

dpi 

A3 

◎ 

◎ 

O 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

巳4 

◎ 

◎ 

O 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

Legal 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

Letter 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

A4 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

巳5 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

A5 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

はがき 

◎ 

◎ 

◎ 

— 



◎ 

◎ 

◎ 

— 

— 

— 

ユーザ 

定義 

サイズ 

◎ 

◎ 

〇 




◎ 

◎ 

◎ 




長尺紙 

◎ 






◎ 







◎:どんなデータも確実に印刷できます。 

〇：データの内容によって印刷できない場合があります。（プ□テクトモード使用 
時は印刷できません。） 

一：本設定では印刷できません。 

浴参照 プ□テクトモードについては『オンラインマニュアル』「第10章プリン 
タドライパの機能と利用方法」の r [印刷オプション]ダイアログ」参照 
解像度：プリンタドライパの[グラフィックス]ダイアログの「解像度」で設定し 
ます。 

き照 『オンラインマニュアル』「第10章プリンタドライパの機能と利用方法」 
の r [グラフィックス]ダイアログ」参照 


お使いになる前に 
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第 1 章お使いになる前に 


% プリンタ LAN アダプタ 


本製品内蔵のプリンタ LAN ポートは、次の規格(プロトコル)に対応しています。 


. 1 0 OBASE - TX / 1 0 BASE - T ( TCP / IP ) 


IPX / SPX プロトコルを利用する場合は、次のプリンタ LAN アダプタをご使用くださ 
い。 


品名 

型名 

内容 

プリンタ LAN アダプタ 

FM - LNA 110 

1 0 OBASE - TX /1 OBASE-T に対応した 
LAN アダプタです 。 NetWare 3.1 x 丄 
IntranetWare 、 NetWa 「 e 5 に対応してい 

ます。 


ロ プリンタケーブル 


ご使用のパソコンに対応したケーブルをご使用ください。 


• 本製品にはプリンタケーブルは添付されていません。パソコン本体に添付 
のケーブルか、別売ケーブルをお使いください。 

-以下の長さのシールドケーブルをお使いください。 

パラレルインタフエースケーブル： 1.5 m 以下 
USB ケーブル： 5 m 以下 


別売ケープルは以下のものが用意されています。 


•パラレルインタフ I — スケーブル 


品名 

型名 

備考 

プリンタケープル 

FMV - CBL 712 

FMV シリーズ、各社 AT 互換機に接続できま 
す。 

プリンタケープル 

FMS - CBL 711 

PRIMERGY GRANPOWER 5000シリーズ 

に接続できます。 


• USB ケーブル 


品名 

型名 

備考 

プリンタ USB ケープル 

XL - CBLU 2 

USB に対応し 、 Windows 98/ Me / 2000/ 
XP/Windows Server 2003が動作するパ 
ソコンに接続できます。本プリンタとの接 
続時は USB 1.1 で動作します。 
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第 1 章お使いになる前に 


オプション取り付け上のご注意 


オプシヨンを取り付けるときは、次のことがらを守ってください C 


△警告 


感電オプションを接続する場合には、当社推奨品以外の機 
器は接続しないでください。 

当社推奨品以外を接続すると、感電•火災 • 故障の原 
因となります。 


△注意 


けがオプション類の取り付け、取り外しを行ラ際は、指定 
された場所以外のネジは外さないでください。 
指定された場所以外のネジを外すと、ケガや故障の原 
因となることがあります。 


圃圖 _ 

オプション品の取り付け、取り外しを行う際は、必ず電源を切った状態で作業 
してく ださし、0 


お使いになる前に 
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第 2 章 

日常の操作 


この章では、本プリンタで印刷するうえで必要 
となる操作について説明します。 


印刷手順 . 46 

プリンタの状態を見る（ポップアップ） . 48 

印刷を中止する . 49 

オペレータパネル . 52 

液晶ディスプレイの表示内容 . 54 

オペレータパネルからの設定（メニューモード）•••57 
プ□セスカートリッジの交換と使用上のご注意••••70 

プリンタの清掃 . 75 

プリンタを長時間使用しないとき . 80 

使用できる用紙 . 88 

使用できない用紙 . 93 

用紙の保管上のご注意 . 95 

用紙のセット . 96 














第 2 章日常の操作 


印刷手順 


アプリケーションで作成したデータを実際に印刷するときの操作について説明しま 
す。印刷手順はアプリケーションによつて異なります。 

ここでは、ワードパッドを例に説明します。 


〇ワードパッドでデータを作成する 
[ファイル]メニユーから[印刷] 


ファイル©編集©表示( V )挿入①眷式©ヘルブ肚 



を選択する 


Q プリンタが正しく選択されていることを確認し、[プロパティ]をク 
リツクする 



クりック 
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第 2 章日常の操作 


Q 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする 



ぶ参照 各設定項目の詳細については、プリンタドライパの「ヘルプ」または 
『オンラインマニュアル』「第10章プリンタドライパの機能と利用方法」 
参照 

r ： 参照 用紙をセットする方法については、「用紙のセット」 （96 ページ)参照 

； [ OK ] をクリックする 



クリック 


印刷が開始されます。 

Cm うまく印刷できないときは、「第3章困ったときは」 （99 ページ)参照 


日常の操作 
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第 2 章日常の操作 


プリンタの状態を見る（ポップアップ) 


Printianavi を使うと、プリンタの状態をパソコン上で見ることできます。 

Printianavi は、印刷が実行されるとプリンタのモニタを開始します。プリンタでエラー 
が発生すると、 エラーの内容と対処方法を、パソコンの画面にポップアップ表示し 
ます。 



浴参照 Printianavi による エラー 情報をポップアップ表示にするための設定、および 
詳細については、プリンタドライパの「ヘルプ」、または『オンラインマ 
ニュアル』「第10章プリンタドライパの機能と利用方法」の 
f [ Printianavi ] ダイア□グ」参照 
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第 2 章日常の操作 


印刷を中止する 


印刷開始後（データランプ点滅または点灯）、印刷を中止する2つの方法を説明しま 
す。 


バソコンの画面から中止する 
(双方向通信機能が有効のとき） 


パソコンから印刷を中止するときの操作は、 [ Printianavi ] ダイアログの表示方法の 
設定によって異なります。 


•ポップアップ表示のとき 


[印刷中止]をクリックする 




Printianavi : FUJITSU XL-XXXX 


:卸刷中… ] 


ユーザ名 ： Administrator 

文番名 ： Printer Test Page 


印刷完了べ'-ジ： 0/1ページ 

印刷完了枚数： 〇枚 

排紙先 ：フ x イスダウントレイ 



使用中の ユーザ： Administrator 


日常の操作 
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第 2 章日常の操作 


•ェラー時ポップアップ表示または最小化のとき 


タスクトレイのアイコンをダブルクリックし、[印刷中止]をクリツウする 


[ダブル クリ 




厂4ィ I ド ■ 

タスクトレイのアイコンを右ウリツクし、「印刷中止」を選択して、印刷を中 
止することもできます。 


元のサイズに戻す ( R ) 


印刷中止 ( G ) 


ステータス表示の終了 〇〇 

印刷中..1 

lr 

1 



オペレータパネルから中止する 


オペレータパネルでプリンタをオフライン状態に切り替えて、リセットの操作をし 
ます。 

プリンタをリセットすると、プリンタ内の未印刷データを消去し、パソコンから残 
りデータを受信しながら、印刷ジョブを削除します。 

Printia XL ドライパから印刷しているときは、印刷ジョブの終了を検出するとリセッ 
卜（初期化）を終了します。 
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第 2 章日常の操作 


¢5印刷中に「オンライン」スイッチを押す 

XXXXX には、使用ポートが表示されます。 


インサツチュウ X X X X X 

1- A 4 


I 「オンライン」 

印刷中の用紙を排出し、オフライン状態になります。 



「リセット」スイッチを押す 

このとき「オンライン」スイッチを押すと、リセットせずに印刷を再開します。 


シヨキカシマスカ （ Y ， N ) ? 
リセット — ►丫 オンライン _»n 


再度「リセット」スイッチを押す 

1「リセット」 


シヨキカチュウ 


プリンタを初期化します。 

受信データがあると、データ/排出ランプが点滅します。 

初期化が終了すると、オンライン状態に戻ります。 

プリンタの接続方法や使用しているパソコンによっては、印刷ジョプが完全に 
は削除できず、オンライン状態に戻った後、文字化けなどのトラプルが発生す 
ることがあります。 Printianavi を使用しているときは、パソコン上の 
Printianavi メッセージ上から「印刷中止」または「印刷# T ち切り」を行うこと 
をお勧めします。 


日常の操作 
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第 2 章日常の操作 


r -^ 

オペレータノ ゞ ネノレ 

L _ 4 


オペレータパネルには、操作に必要なスイッチ、表示ランプ、および液晶ディスプ 
レイがあります。ここでは、オペレータパネルの機能を説明します。 



① 

メニュースイツチ 

プリンタをメニューモードにします。メニューモードで 
は、プリンタに関する各種の設定を行います。メニュー 
モードを終了するときも使用します。 

② 

設定スイッチ 

メニューモードのときに、選択した値を有効にします。 
また、印刷中止の確認など、プリンタが一時停止してい 
る印刷を続行します。 

③ 

リンクランプ 

ネットワークと接続されている状態かどうかを知らせま 
す。 



点灯 

ネットワークと接続されていることを示します。 



消灯 

ネットワークと接続されていないことを示しま 
す。 

④ 

液晶ディスプレイ 

プリンタの状態を知らせるメッセージや設定項目などを 
表示します。 （1 行16文字の2段に表示されます。） 

⑤ 

エラー ランプ 

プリンタの異常を知らせます。 



点灯 

プリンタで エラー が発生していることを示しま 
す。 



消灯 

プリンタが正常に印刷できる状態であることを 
爪します0 

⑧ 

データランプ/排出 
スイツチ 

データランプは、印刷データの受信状態を次のように知 
らせます。また、排出スイッチは未処理のデータがある 
場合、スイッチを押すと強制的に印刷を行います。 



点灯 

プリンタ内にデータが残っている場合です。 



点滅 

データをパソコンから受信中です。 



消灯 

データがない状態です。 
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⑦ 

▲▼◄►スイツチ 

メニューモードのときに、設定項目および設定値の選択 
に使用します。 

⑧ 

オンラインランプ/ 
オンラインスイツチ 

オンラインランプは、プリンタが印刷できる状態かどう 
かを次のよろに知らせます。なお、オンラインスイッチ 
を押すと、「オンライン」「オフライン」が切り替わります。 



点灯 

印刷できる状態、または印刷中です。 



点滅 

印刷データを受信中です。 



消灯 

印刷できない状態です。 

⑨ 

リセツトスイツチ 

印刷を中止します。また、テスト印刷（連続印刷）を中 
断します。 


/ C ： 参照 「メニュー」「▲」「▼」「◄」「►」の各スイッチについては、「オペ 

レータパネルからの設定（メニューモード）」 （57 ページ)参照 


日常の操作 
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液晶ディスプレイの表示内容 


液晶ディスプレイは、プリンタの設定状態や、エラーが発生したときの内容などを 
表示するものです。1行16文字で2段に表示されます。 

エラーが発生すると「エラー」ランプが点灯し、液晶ディスプレイにエラーメッセー 
ジを表示します。 


% 電源投入時の表示内容 


プリンタの電源を入れると、プリンタが動作するために必要な診断が行われます。 
診断が終わり、プリンタを使用できるようになると、液晶ディスプレイに「オンラ 
イン」と表示されます。 


オンライン 

(印刷できる状態）時の表示内容 

印刷可能状態のときに液晶ディスプレイに表示される内容について説明します。 


f プリンタ状態 

•インタフヱース状態 

參動作モードの設定 


オンライン 

ハ。 ラレル E P 

トナーロー 

1 -A 4 


►警告情報 


>給紙口/用紙サイズ 
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項目 

表示内容 

説明 

プリンタ状態 

プリンタの状態を表示します。 

オンライン 

オンライン状態または印刷データ 
を受信中です。 

オフライン 

オフライン状態です。 

インサツチュウ 

印刷を行っています。 

ジュンビ 

ウォームアップ中（*1)またはクー 
ルダウン中（*2)です。 

セツデン 

パワーセープ中です。 

インタフェース 

状態 

データを受1 

言したポート状態を表示します。 

パラレル 

パラレルポート経由でパソコンと通信しています。 

LAN 

LAN ポート経由でパソコンと通信しています。 

USB 

USB ポート経由でパソコンと通信しています。 

動作モードの設 
定 

プリンタの動作モードを表示します。エミュレーション設定が 
「 ESC / P 」 の場合は 、 Printia XL ドライパからの印刷時、動作モー 
ドを自動で切り替えます。 (初期値はエミュレー ション設定 「解除」） 

E P 

ESC / P モード 

HX 

HEX ダンプ印刷モード 

表71^なし 

Printia XL ドライバの印刷動作中 

MW 

Printia XL ドライパを使用した部単位印刷 
時のメモリ書き込み中 

MR 

Printia XL ドライバを使用した部単位印刷 
時のメモリ読み出し中 

警告情報 

警告情報を表示します。 

表71^なし 

警告なし 

カセツトカクニン n 

カセツトなし状態 

MP カクニン 

マルチユニツトなし状態 

トレイカクニン 

給紙トレイの搬送部がない状態 

トナー□- 

トナーの残りが少なくなった状態 

トナーロー* 

トナーが残り少なくなった時で、かつ純正 
品以外のプロセスカートリツジを使用して 
いる状態 

テイチヤクキ 

定着器の交換時期 

ソウチジュミヨウ 

装置寿命 

* 保守メニューでソフトスイツチ 2-2 を 
ON に設定した場合のみ表示されます。 

トナーコウカン 

純正品以外のトナー検出 


日常の操作 
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項目 

表示内容 説明 

給紙 □/ 用紙サ 
ィズ 

印刷中の給紙□と用紙サイズを表示します。 

【給紙口】 

1 

給紙カセツト1から、給紙、印刷中です。 

2 

給紙カセツト2から、給紙、印刷中です。 

3 

給紙カセツト3から、給紙、印刷中です。 

M - 

MP カセツト/給紙トレイから、給紙、印刷 
中です。 

M * 

給紙トレイ（ダイアル設定）から給紙、印 
刷中です。 

【用紙サイズ】 

A 3 

A 3 用紙を給紙、印刷中です。 

A 4 

A 4 用紙を給紙、印刷中です。 

A 5 

A 5 用紙を給紙、印刷中です。 

B 4 

B 4 用紙を給紙、印刷中です。 

B 5 

B 5 用紙を給紙、印刷中です。 

LGL 

リーガル用紙を給紙、印刷中です。 

LTR 

レター用紙を給紙、印刷中です。 

八ガキ 

官製はがきを給紙、印刷中です。 

フテイ 

ユーザ定義サイズの用紙を給紙、印刷中で 
す。 

フテイ L 

長尺紙を給紙、印刷中です。 


*1 :電源投入時またはパワーセープ状態がらの復帰時に、定着器を暖めています。 
*2 :大量の連続印刷中に、定着器の過熱を防ぐために自動的に泠やしています。 
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オペレータパネルからの設定(メニューモード) 


プリンタの設定を変えたり、設定内容を確認したりするときの操作方法について説 
明します。設定の変更や確認は、メニューモードで行います。 
r ： 参照 メニューモードで設定できる項目（レベルおよび設定値）は、「メニュー 
モードの項目一覧」 （60 ページ)参照 


基本的な操作 


メニューモードに入るときは、「メニュー」スイッチを押します。 

メニューモードを終了させるには、「オンライン」または「メニュー」スイッチを 
押します。 


fr 


e 又 /E 


◎ ◎ 



リンク エラーデータ/排出 

◎ ◎ (<^ 5 ) 

オンラインリセット 




メニューモードでは、目的の設定値を上位のレベルから順に選んで表示し、設定し 
ます。設定値までのレベルの深さは項目によって異なります。 


日常の操作 
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第 2 章日常の操作 


ィ I ド r 

プリンタがオフライン状態、オンライン状態のいずれの場合も、「メニュー」 
スイッチを押せばメニューモードに移行します。ただし、印刷の途中（データ 
ランプ点灯中）は、メニューモードに入ることはできません。電源を入れてか 
らしばらく経っている場合、オペレータパネルに「セツデン」と表示されるこ 
とがありますが、メニューモードに入れます。 


メニューモードでは、次のスイッチを使用します。 


「◄」または「►」スイッチ 

同じレペルで項目を切り替えます。設定する値を 
変えたいときにも使用します。 

「▼」または「▲」スイッチ 

下のレベルまたは上のレペルに移動します。 

「設定」スイッチ 

表示された値に設定するときや、メニュー印刷、 
テスト印刷を行うときに押します。 


メニュー 

►システムインサツ ▼ 

「►」 

メニュー 

►シヨキセツテイ 

▼ 

「►」 

メニュー 

►•インサツセッテイ ▼ 

「▼」 H 「▲」 

「◄」 



「◄」 



メニューインサツ 
セツテイ ノ インサツ ▲ 


_ i 「設定」 

セッテイノインサツ 
インサツチュウー 
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第 2 章日常の操作 


1 P 7 7 卜'' レス 

▲ 

* 19 2.1 6 8. 0. 

10 


>プリンタのリセット 

プリンタは、 「 ip アドレス設定」および 「 lan 設定」内の設定値を変更し、 r メニュ ー 」 
スイッチまたは「オンライン」スイッチでメニューモードを終了した場合にリセ': 
卜されます。 


争テスト印刷(連続印刷)の終了 

「テスト印刷」の連続印刷は、「リセット」スイッチを押すと終了します。 


籲スイッチの使い分けと設定例 

「◄」「►」スイッチを力ーソルの移動に使用している場合は、設定値は「▼」 
「▲」スイッチを使用します。 
ip アドレスの設定を以下に示します。 

「◄」「►」スイッチで、設定するブロックに力ーソルを移動します。 

!「►」「◄」 


I p アドレス 

0 . 0 . 0 . 


「▲」（加算）、「▼」（減算）スイッチで値を設定します c 

!「▲」「▼」 


I P 7 7 卜'' レス 
192. 0. 0. 


Q 各ブロックの設定が終わったらカーソルを左端に移動し、「設定」ス 
イツチを才甲します。 


「設定」 


日常の操作 
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第 2 章日常の操作 


ロ メニューモードの項目一覧 


メニューモードで設定できる項目の一覧を次の表に示します。設定値および範囲の 
値の前の「*」は、工場出荷時に登録される初期設定を示します。 
r ： 参照 各項目の設定方法については、「オペレータパネルからの設定（メニュー 
モード）」 （57 ページ)参照 


レべ'ル1 

レペル2 

レペル3 

レペル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

システム印 

刷 

設定の印刷 





現在のプリンタの設定内容を 
印刷します。 

HEX ダンプ 
印刷（*4) 





へキサダンプ形式で印刷しま 
す。 

テスト印刷 




格子連続1 

格子を 600 dpi で連続で印刷 
します。 

格子連続2 

格子を 300 dpi で連続で印刷 
します。 

格子連続3 

格子を1 200 dpi で連続で印刷 
します。 

ESC / P 印刷 
(*4) 

ESC / P モードで使用する文字 
をエミュレーシヨン解像度で 
テスト印刷します。 

初期設定 

IP アドレス 
設定(*1) 


DKP 自動取 

得 

氺 

設定 

IP アドレス、サブネットマス 
ク、ゲートウェイを DHCP に 
より自動取得します。 


解除 

IP アドレス、サブネットマス 
ク、ゲートウェイを DHCP に 

より自動取得しません。 


IP アドレス 

(*2) 

XXX . XXX . 

XXX.XXX 



IP アドレスを設定します。 


サブネット 
マスク(*2) 

XXX . XXX . 

XXX.XXX 



サブネットマスクを設定しま 
す。 


ゲートゥェ 

ィ(*2) 

XXX . XXX . 

XXX.XXX 



ゲートウェイを設定します。 
ゲートウェイを使用しない場 
合は、0.0 .0.0 に設定してくだ 
さい。 
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レべ'ル1 

レペル2 

レペル3 

レペル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

初期設定 

LAN 設定 

(*1) 

MAC アドレ 

ス 



表示 

MAC アドレスを表示します。 

Ethernet 夕 
イプ（*9) 


氺 

自動 

自動検出して動作します。 


100 Mbps 

フル 

100 Mbps ( Full ) で動作します。 


100 Mbps 

八ーフ 

1 0 OMbps ( Half ) で動作します。 


10 Mbps 

10 Mbps で動作します。 

TCP/IP プロ 

トコル 


氺 

有効 

TCP / IP を有効にします。 


無効 

TCP / IP を無効にします。 

ポート番号 

印刷ポート 
番号 


XXXX 

EM を行うときに使用するポー 
卜番号を設定します。 

[1 〜65535 (初期設定： 
9313)] 

検索ポート 
番号 


XXXX 

ネットワーク内のプリンタを 
検索するときに使用するポー 
卜番号を設定します。 [1 〜 
65535 (初期設定: 9313)] 

ポート設定 

パラレノぱ一 

卜設定 

双方向モー 

K 

氺 

設定 

双方向インタフェースを有効 
にします。 


解除 

双方向インタフェースを無効 
にします。 

INIT 受信 

氺 

有効 

INIT 信号を受信したときの初 
期化動作を有効にします。 


無効 

INIT 信号を受信したときの初 
期化動作を無効にします。 

タイ厶アウ 

卜時間 


XX 秒 

一定時間印刷しなかった場合 
に、他のポートからの印刷を 
可能にするときのタイムアウ 
卜時間を設定します。 

[10 〜3600秒（初期設定： 
30秒）]10秒単位 

USB ポート 
設定 

双方向モー 

K 

氺 

設定 

双方向インタフェースを有効 
にします。 


解除 

双方向インタフェースを無効 
にします。 

タイムアウ 

卜時間 


XX 秒 

一定時間印刷しなかった場合 
に、他のポートからの印刷を 
可能にするときのタイムアウ 
卜時間を設定します。 

[10 〜3600秒（初期設定： 
30秒）]10秒単位 


日常の操作 
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第 2 章日常の操作 


レべ'ル1 

レペル2 

レペル3 

レペル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

初期設定 

管理’初期 
化 

LAN 初期化 




LAN に関する設定値を工場出 
荷時の値に戻します。 

設定初期化 




すべての設定値を工場出荷時 
の値に戻します。 

( LAN に関する設定を除きま 

す。） 

節電時間 


氺 

1分 

設定した値が経過すると、節 
電モードで設定したモードに 
遷移します。 


15分 


30分 


60分 

ブザー 


氺 

設定 

エラー時にブザーを鳴動させ 
ます。 


解除 

エラー時にブザーを鳴動させ 
ません。 

タッチ音 


氺 

設定 

スイッチを押したときに、タッ 
チ音を鳴らします。 


解除 

スイッチを押したときに、タッ 
チ音を鳴らしません。 

印字濃度調 



XX 

印字濃度を設定します。 

〇〜15 (初期値： 8) 

主走査方向 
位置 



XX.Xmm 

[-3.5~3.5 mm ] 0.5 mm 単位 
スキヤンする方向（彳黄ライン） 

の位置を調整します。 

(初期値： 0 .0) 

副走査方向 
位置 



XX.Xmm 

[-3.5~3.5 mm ] 0.5 mm 単位 
紙送り方向（縦ライン）の位 
置を調整します。 

(初期値： 0.0) 

エ5 ュレー 

シヨン設定 


氺 

解除 

プリンタを XL ドライパモー 
ドで動作させます。 


ESC/P 

プリンタを ESC / P エミュレー 
シヨンモードで動作させます。 
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レペル1 

レペル2 

レペル3 

レペル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

印刷設定 

給紙 口 



氺 

カセツト1 

2段目の給紙 ユニツ トか6給 
紙します。 


カセツト2 

(*3) 

3段目の給紙 ユニツ トから給 

紙します。 


カセツト3 

(*3) 

4段目の給紙 ユニツ トから給 
紙します。 


MP / 給紙卜 
レイ 

1段目の給紙 ユニツ トか6給 
紙します。 

自動給紙設 
定 

MP / キュウ 

シトレイ 


氺 

有効 

自動給紙を行います。 

カセツト1 


無効 

自動給紙を行いません。 

カセツト2 

(*3) 

カセツト3 

(*3) 

MP 八ガキ 
モード 

(*10) 



氺 

OFF 

MP カセツトをセツトしてい 

て、はがきに印刷しない場合 
に設定します。 


ON 

MP カセツトをセツトしてい 
て、はがきに印刷する場合に 
設定します。 

MP カセツト 

モード⑼ 



氺 

定形 

設定の印刷およびエミュレー 
シヨン印刷時に定形の用紙に 
印刷する場合に設定します。 


不定形 

設定の印刷およびエミュレー 
シヨン印刷時に不定形の用紙 
に印刷する場合に設定します0 
設定の印刷を行ラ場合には不 
定形サイズは以下の範囲で設 
定してください。 

幅：148〜 297 mm 
長さ:210〜420 mm 


日常の操作 
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レペル1 

レペル2 

レペル3 

レペル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

印刷設定 

給紙トレイ 



氺 

A4 

A4 サイズに設定します。 


用紙サイズ 




B5 

B5 サイズに設定します。 


(*8) 




A5 

A5 サイズに設定します。 






リーガル 

リーガルサイズに設定します。 






レター 

レターサイズに設定します。 






八ガキ 

はがきサイズに設定します。 






不定形 

ユーザ定義サイズに設定しま 
す。このときの用紙サイズは、 
「不定形サイズ」の「不定形 
幅」および「不定形長さ」で 
設定します。 






A3 

A3 サイズに設定します。 






B4 

B4 サイズに設定します。 


不定形サイ 
ズ 

不定形幅 



XXXmm 

給紙トレイにセツトする不定 
形用紙の横の長さを指定しま 
す 。 

[100〜 * 297mm]1mm 単 
位 



不定形長さ 



XXXmm 

給紙トレイにセツトする不定 
形用紙の縦の長さを指定しま 
す。 

[148〜 420mm (初期設定 
: 420mm)] 


酬印刷(*5) 



氺 

解除 

システム印刷時および ESC/ 

P 印刷時に両面印刷を行いま 
せん。（片面印刷） 






設定 

システム印刷時および ESC/ 

P 印刷時に両面印刷を行いま 
す。 


印刷方向(*4) 



氺 

縦 

用紙の短い辺に対して平行に 
印刷します。上端/左端の余 
白は固定になります。 






縦余白 

用紙の短い辺に対して平行に 
印刷します。縦余白設定で設 
定した余白を付けて印刷しま 
す。 






横 

用紙の長い辺に対して平行に 
印刷します。上端/左端の余 
白は固定になります。 






横余白 

用紙の長い辺に対して平行に 
印刷する。横余白設定で設定 
した余白を付けて印刷します。 
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レペル 1 

レペル 2 

レペル 3 

レペル 4 

設定値 

機能〔範囲〕 

印刷設定 

縮小印刷 (*4) 



氺 

10096 

縮小せずに印刷します。 


7596 

7596 に縮小して印刷します。 


7096 

7096 に縮小して印刷します。 


リスト印刷 
A4 

ストックフオーム用の印刷デー 
夕を 7596 に縮小して A4 用紙 
に横方向で印刷します。 


リスト印刷 
B4 

ストックフオーム用の印刷デー 
夕を B4 用紙に横方向で印刷 
します。 

コピー 枚数 

(*4) 




XX 枚 

印刷する部数を設定します。 
[ 氺 1 〜 999 枚] 

綴じしろ方 
向 (*4) 



氺 

長辺綴じ 

長辺側を綴じしろとします。 


短辺綴じ 

短辺側を綴じしろとします。 

綴じしろモー 

ド (*4) 



氺 

左/上綴じ 

左側、または上側を綴じます。 


右/下綴じ 

右側、または下側を綴じます。 

綴じしろ量 

(*4) 

表 



XXmm 

x x mm 表面の綴じしろ量を 
設定します。 [*0 〜 30mm] 

1 mm 単位 

裏 (*5) 



XXmm 

x xmm 裏面の綴じしろ量を 
設定します。 [*0 〜 30mm] 

1 mm 単位 

スムージン 
グ (*4) 



氺 

設定 

印刷結果を滑らかにします。 


解除 

印刷結果を滑らかにしません。 

トナー セー 

プ (*4) 



氺 

解除 

トナーを節約しません。 


設定 

トナーを節約します。 

データなし 
印刷 (*4) 



氺 

解除 

データのないページを印刷し 
ません。 


設定 

デー タのないページを印刷し 
ます。 

タイマー監 
視印刷 (*4) 



氺 

解除 

タイマー監視印刷を行いませ 
ん〇 


30 秒 

監視時間を 30 秒にします。 


1 〇秒 

監視時間を 10 秒にします。 


日常の操作 
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レべ'ル1 

レペル2 

レペル3 

レペル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

EP モード設 

定(*4) 

文字コード 



氺 

カタカナ 

カタカナコード表を使用しま 
す。 

參照 『オンライン マニュ 

アル』「付録」の 「 ESC / P モー 
ド キャラクタコ—ドー覧」参 
照 






グラフイッ 

ク 

拡張グラフィックコード表を 
使用します。 

參照 『オンライン マニュ 

アル』「付録」の 「 ESC / P モー 
ドキャラクタコードー覧」参 
照 


給紙位置(*6) 



氺 

8.5 mm 

印刷開始位置を用紙の上辺が 
ら 8.5 mm に設定します。 






22 mm 

印刷開始位置を用紙の上辺が 
ら 22 mm に設定します。 


右マージン 
位置 



氺 

用紙幅 

用紙幅に合わせて右マージン 
を設定します。右マージンは， 
使用する用紙サイズの印刷領 
域の右端までです。 






136桁 

用紙サイズに関係なく136桁 
(13.6 インチ)に設定します。 
用紙幅が136桁に満たない場 
合，印刷領域を越えた部分は 
印刷されません。 


ANK 文字 



氺 

□ーマン 

ANK 文字の書体を□ー マンに 
します。 






サンセリフ 

ANK 文字の書体をサンセリフ 
にします。 


漢字書体 



木 

明朝 

漢字の書体を明朝体にします。 






ゴシック 

漢字の書体をゴシック体にし 
ます。 


CR コード 



氺 

CR のみ 

CR 動作（復帰のみ）を行い 
ます。 






CR&LF 

CR 動作（復帰）と LF 動作 
(改行）を行います。 
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レべ'ル1 

レペル2 

レペル3 

レペル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

EP モード設 

定(*4) 

縦余白設定 

縦上端余白 



x x.xmm 

縦印刷のときの上端余白を設 
定します。[氺給紙位置(*6)〜 
50.0 mm ]0.1 mm 単位 

縦左端余白 



x x.xmm 

縦印刷のときの左側余白を設 
定します。[*5.0〜50.0 mm ] 〇 
• 1 mm 単位 

横余白設定 

横上端余白 



x x.xmm 

横印刷のときの上端余白を設 
定します。[氺給紙位置(*6)〜 
50.0 mm ]0.1 mm 単位 

横左端余白 



x x.xmm 

横印刷のときの左側余白を設 
定します。[*5.0〜50.0 mm ] 〇 

1 mm 単位 

印字位置調 

縦印字位置 



x x.xmm 

印刷時の縦印字位置を設定し 
ます。 [-30.0 mm 〜30.0 mm 
(初期値: 0 mm ) 0.1 mm 単位 

横印字位置 



x x.xmm 

印刷時の横印字位置を設定し 
ます。 [-30.0 mm 〜30.0 mm 
(初期値: 0 mm ) ] 0.1 mm 単位 

保守メニュー 

印刷枚数 




XXXXX ベー 

ジ 

総印刷枚数を表示します。 
(10 進法表示） 

メモリ容量 




XXMB 

標準メモリおよび増設メモリ 
の合計のメモリ容量を表示し 
ます。 （10 進法表示） 

ROM 版数 




Ver XX . 

XX 

プリンタのファームウエアの 
版数を表示します。 （10 進法 
表示） 

エンジン 
ROM 版数 




Ver X.XX 

プリンタのハードウエア制御 
プ□グラムの版数を表示しま 
す。 （10 進法表示） 

エンジンス 

テータス 




STATUS 

XX=XX 

サービス員がメンテナンスの 
ために使用する装置情報です。 
(16 進法表示） 

NV コード 




XX=XX 

サービス員がメンテナンスの 
ために使用する装置情報です。 
(16 進法表示） 

力一トリッ 
ジステータ 

ス 




XX=XX 

サービス員がメンテナンスの 
ために使用する装置情報です。 
(16 進法表示） 


日常の操作 
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レペル1 

レペル2 

レペル3 

レペル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

保守メニュー 

装置ステー 
タス 




X X = 

XXXXXXXX 

サービス員がメンテナンスの 
ために使用する装置情報です。 
(16 進法表示） 

LAN ステー 

タス 




a . bbbb . 

cccc.dd 

じ \ N の通信状態を表示します。 
/>照 r ソフトウェアに関 

するトラブルシュー 
テイング」（133ペー 
ジ)参照 

IP アドレス 

表示 




IP アドレス 

現在の IP アドレスを表示しま 

す。 


サブネット 
マスク 

現在のサブネットマスクを表 
爪します0 


ゲー トゥェ 

イ 

現在のゲートウェイを表示し 
ます。 

ソフトスイツ 

チ 

ソフトスイツ 

チ X-X 


氺 

OFF 

サービス員がメンテナンスの 
ために使用する装置情報です。 


ON 


*1 : 「 TCP / IP プ□トコル」が「無効」のときは、表示されません。 

*2 : 「 DHCP 自動取得」が「設定」のときは、表示されません。 

*3: 拡張給紙ユニット（オプション）を取り付けているとき表示します。 

*4 : r エミュレーション設定」で「解除」を選択している場合は、表示されませ 
ん〇 

厂がィ IF 1 

アプリケーションで PrintiaXL ドライパを使用して印刷する場合には、オペレー 
タパネルの設定は無効になります。アプリケーション側で設定してください。 

被参照 『オンラインマニュアル』「第10章プリンタドライパの機能と利用方 

法」の「プリンタドライパで設定できる内容」参照 


*5: 両面ユニット（オプション）を取り付けているとき表示されます。 

呓：給紙位置が余白の最小値となります。 

V : MP カセットを使用しているときのみ表示されます。 

*8: 給紙トレイ（オプション）を使用しているときのみ表示されます。 

*9 : Ethernet タイプを設定した場合、電源を切断して、数秒経過後に再び投入し 
てください。 
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*10 : MP カセツトを使用しているときのみ表示されます。プリンタ本体は、 A 5 以 
下の用紙サイズを認識できません。このため、はがきを印刷する場合には必 
ず設定を [ ON ] にし、 A 5 サイズの用紙に印刷しない場合は、必ず設定を 
[ OFF ] にしてください。 

MP カセツトに、はがきおよび A 5 サイズの用紙をセツトする方法は 
广参照 「 MP カセツトにはがきをセツトする」 （29 ページ)参照 
广参照 「 MP カセツトに A 5 サイズの用紙をセツトする」 （31 ページ)参照 


日常の操作 




69 




第 2 章日常の操作 


プロセスカートリッジの交換と使用上のご注意 


プロセスカートリッジの交換のしかたと使用するときの注意事項について説明しま 
す0 


ロ プロセスカートリッジの交換 


プロセスカートリッジ1本あたりの目安として、 LB 315 A の場合 A 4 サイズの用紙で 
約6000枚、 LB 315 B の場合 A 4 サイズの用紙で約100⑻枚の印刷ができます。トナー 
の残りが少なくなると、 プロセスカートリッジの交換を促すメッセージが液晶ディ 
スプレイに表示されます。この表示がでたら、プロセスカートリッジを取り外し、 
新しいプ□セスカートリッジと交換します 

Cm . プロセスカートリッジの詳細は「サプライ品一覧」 （164 ページ)参照 
多参照 『オンラインマニュアル』「第15章日常のメンテナンス」「プロセスカート 
リッジの取り扱いと保管」の「プ□セスカートリッジの取り外し」参照 
C 参照 「プロセスカートリツジの取り付け」 （20 ページ)参照 


△警告 


破裂 プロセスカートリツジを火中に投入しないでください。 

火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因 
となります。 

使用済みのプロセスカートリツジは、無償回収サービ 
スをご利用ください。 

C 参照 「使用済みプロセスカートリツジの回収サー 
ビス」 （73 ページ)参照 

誤飲 • トナーは目や□に入らないように注意してください。 

プロセスカートリツジの交換時などにトナーが手に 
付いた場合は、速やかに洗い落としてください。 
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してく 
ださい。 

• プロセスカートリツジを保管する場合はソ jv さなお 
子さまがトナーを誤って飲むことがないように、小 
さなお子さまの手の届かないところに置いてくださ 
し、万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談し 
てください。 

けが 上部カバーが開いているときに上部カパーに触れ、下 

方向に無理な力を加えると、カパーが落下する恐れが 
あります。上部カパーには、下方向の無理な力を加え 
ないようにしてください 
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^注意 


故障 


やけど 


プロセスカートリツジは、本製品専用品を取り付けて 
<ださい。専用品以外のプロセスカートリツジを取り 
付けると、プロセスカートリツジおよびプリンタ本体 
の故障の原因となる恐れがあります。 

プリンタを使用した直後は定着器が非常に熱くなって 
います。「高温注意」ラベルが貼ってある箇所（定着 
器やその周辺）には、絶対に触れないでください。や 
けどの原因となることがあります。 

警告ラペル 



プロセスカートリッジ交換時のお願い 

プロセスカートリッジは、光に対して非常に敏感です。トナーを均一にするときや 
交換に際しては、次の点に注意してください。 

•直射日光や強い光（約1500ルクス以上）に当てないでください。通常の室内の明 
かりの下でも5分以上は放置しないでください。 

•感光体（ドラム）表面には絶対に手を触れないでください。 

• 立てたり、裏返しにして置かないでください。 

• トナーは人体に無害ですが、手や衣服についたときにはすぐに洗ってください。 

• 常に、予備のプロセスカートリッジを用意しておいてください。 

• 装置の故障を防ぐため、本プリンタ専用品以外のプロセスカートリッジをセット 
すると、次のようなエラーメッセージが表示される場合があります。純正品のプ 
□セスカートリッジに交換してください。 


カー トリッシ '' 

イシ'、 

ョゥ 

E P 力ートリ 

ツシ、' 

カクニン 


日常の操作 
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第 2 章日常の操作 


プロセスカートリッジの交換に関する留意事項 

•プロセスカートリツジの保管期限は約2年間です。お買い上げ後は2年以内にご 
使用ください。 

• プ□セスカートリツジ内のトナーが片寄っているために、プ□セスカートリツジ 
の交換を促すメツセージが液晶ディスプレイに表示されることがあります。 

• プロセスカートリツジの交換を促すメ 、ソ セージが表示されない場合でも、次のよ 
うなときはプロセスカートリツジの交換が必要です。 

-縮のカスレや部分的なカスレがある場合 

プロセスカートリツジを図のように取り出して振り、内部トナーの状態を均一 
にして印刷してみても、改善されないとき 



-不鮮明な印刷状態が発生した場合 
適切な用紙に替えて印刷しても改善されないとき 

■ プロセスカートリッジの取り外し 

次の手順にしたがって、プロセスカートリッジを取り外します。 

Q プリンタの上部カバーを開く 
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Q プロセスカートリッジの取っ手を持ち、ゆっくり引き上げる 



^-汛ィ I ド ■ 

-トナーで床を汚さないよう、取り出したプロセスカートリッジを置く場所に 
は、あらかじめ紙などを敷いておいてください。 

• 使用済みのプロセスカートリッジを処分するときは、弊社の回収サービスを 
ご利用ください。 

「プロセスカートリッジの取り付け」にしたがって、新しいプロセスカートリッジ 
を取り付けます。 

C 参照 「プロセスカートリッジの取り付け」 （20 ページ)参照 

♦使用済みプロセスカートリッジの回収サービス 

富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みプロセスカートリッジを無償 
で回収しております。 

下記の『エコ受付センター』にご連絡をいただければ、回収便にて引き取りにうか 
がいます。お客様のご理解とご協力をお願いいたします。 

『エコ受付センター』 

フリーダイヤル： 0120 -30-0693 
平日8:40〜12:00および13:00〜17:30 
(土曜•日曜•祝日 • 年末年始を除く） 


日常の操作 
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プロセスカートリツジの取り扱いと保管 

プロセスカートリッジを取り扱うときや保管するときの注意事項について説明しま 
す。 


■ 取り扱ぃ上のご注意 

プロセスカートリッジを取り扱うときは、次の点にご注意ください。 

• 直射日光や強い光(約1500ルクス以上)に当てないでください。 

• 室内の明かりの下でも、プロセスカートリッジを5分以上放置しないでください。 

• プロセスカートリッジをプリンタから外した場合は、強い光に当てないよう梱包 
されていたアルミ袋に入れるか、厚い布などに包んでください。 

• 寒いところから暖かいところに移動した場合は、1時間以上室温に慣らしてから 
使用してください。 

• 立てたり、裏返しにして置かないでください。 

• トナーは人体に無害ですが、手や衣服についたときはすぐに洗ってください。 

-トナーシールを引き抜いた後は、プロセスカートリッジを強く振ったり、衝撃を 
与えないでください。トナーがこぼれることがあります。 

•感光体（ドラム）表面には絶対に手を触れないでください。 


■保管 上のご注意 

プロセスカートリツジを保管するときは、次の点にご注意ください。 


使用するまでは開封しないでください。万一、開封してしまった場合は、梱包さ 
れていたアルミ袋に入れ、保管してください。 


•直射日光をさけ、以下の環境で保管してください。 

温度範囲 〇〜 35 C 、 湿度範囲15〜8096 RH (ただし、結露のないこと） 

-高温多湿になる場所には置かないでください。 

• 立てたり、裏返しにして置かないでください。 

• CRT 画面、ディスクドライブ、フロッピーディスクなど、磁気を帯びたものの近 
くに置かないでください。 

• 幼児の手の届かないところに保管してください。 
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プリンタの清掃 


プリンタを良好な状態に保ち、いつもきれいな印刷ができるように、約1か月に1 
回、プリンタ本体周辺を清掃してください。また、プロセスカートリッジの交換時 
や紙づまりの処置時には、プリンタ内部を点検してください。 


^注意 


やけど プリンタの清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、 

必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 
感電 電源スイッチを切らずにプリンタの清掃を行うと、 

やけどや感電の原因となることがあります。 


國圓圖 

清掃に際しては、以下の点に注意してください。 

•プリンタを使用した直後は、プリンタ内部が非常に熱くなっています。10 
分位たって内部の温度が下がってから作業してください。 

•水または中性洗剤以外は、絶対に使用しないでください。ベンジン、シン 
ナーなど揮発性のものを使用すると、カバーの変色や変形の恐れがありま 
す。 

•油をさす必要はありません。注油はしないでください。 


プリンタ外部の清掃 


カパー表面の汚れは、水またはうすめた中性洗剤を含ませてかたくしぼった布で拭 
き取ります。そのあと、柔らかい乾いた布で拭きます。 



日常の操作 
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第 2 章日常の操作 



プリンタ内部の清掃 

プリンタ内部の清掃方法を、清掃場所ごとに説明します。 


•内部の点検 

紙づまりの処置や、プロセスカートリッジ交換のあと、上部カパーを閉じる前に、 
内部を点検してください。 

广参照 「プロセスカートリッジの取り外し」 （70 ページ)参照 

¢1 プリンタの上部カバーを開く 

〇プロセスカートリッジの取っ手を持ち、ゆっくり引き上げる 

• 紙片が残っていれば取り除きます。 

• ほこり、汚れ、こぼれたトナーは、乾いた清潔な柔らかい布で拭き取ります。 
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籲紙送り ローラの 清掃 

年賀はがきやかもめ_るなど、絵入り官製はがきに印刷するとき、はがきの粉によ 
り送り不良が発生することがあります。プ□セスカートリッジを取り外し、紙送り 
口ー ラ （ゴム ローラ （2 個））を清掃してください。 

@ カセットをプリンタから引き抜く 



(3 紙送り口—ラのツメを広げて（①）、紙送り口ーラを給紙カセットの 
軸からゆっくり取り外す（②） 



水でぬらして硬く絞った柔らかい布で、紙送りローラのゴムの部分を 
ていねいに拭く 

圓圖 _ 

水以外は使用しないでください。ゴムが破損することがあります。 


日常の操作 
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¢5紙送り口ーラのツメを左側にして、カセットの軸にゆっくりと差し込 
む 

紙送り口ーラの溝を軸の溝に合わせるようにして、紙送りローラをしっかり奥ま 
で差し込み、ツメを軸の溝に合あわせます。 




Q 、カセットをプリンタの奥に突き当たるまでしっかり押し込む 
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籲シールドガラスの清掃 

シールドガラスが汚れていると、レーザ光が遮断されて印刷がかすれることがあり 
ます。プロセスカートリツジを取り出し、シールドガラスを清掃してください。 

〇 シールドガラスを乾いた布でていねいに拭く 



日常の操作 
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プリンタを長時間使用しないとき 


1週間以上プリンタを使用しないときは、電源スイッチを切り、電源プラグを電源 
コンセントから抜いておきます。また、用紙を給紙トレイや給紙カセットから取り 
出し、湿気やほこりの少ない場所に保管します。 


△警告 


感電 電源プラグは絶対に濡れた手で触らないでください。 

感電の原因となる恐れがあります。 

感電 電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プ 

火災 ラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張る 

と電源コードが傷つき、火災 • 感電の原因となる恐れ 
があります。 


電源の切断を確認し、電源コードを取り外す 

プリンタの電源スイッチを「〇」側に倒します。電源コードを電源コンセントお 
よびプリンタの電源コードコネクタから抜きます。 

國圖 _ 

エラー メ ッセー ジが表示されているときは、オペ レータパ ネルのメ ッセー ジに 
従った処置をしてから電源を切ってください。 

ぐ:参照 「オペレータパネルのエラーメッセージ」 （1 22ぺージ)参照 
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〇用紙を取り出す 

給紙カセツトから用紙を取り出し、湿気やほこりのない場所に保管します。 
r ： 参照 用紙の保管については、「用紙の保管上のご注意」 （95 ページ)参照 


プリンタを移動するとき 


プリンタを運搬したり、移動したりするときには、次の点に注意してください。 


△注意 


けが 本製品は、オプションや消耗品、用紙が入っていない 

状態で約 20 kg あります。プリンタを動かす場合は、 
必ず2人以上で持ち運んでください。プリンタを持ち 
上げるときは、腰を痛めないように十分に膝を折り、 
プリンタ正面（操作パネル側）および背面に向かい、 
左右両側のくぼみを両手でしっかりと持ってくださし、 
くぼみ以外を持って持ち上げることは絶対にしないで 
ください。落下によりケガの原因になることがありま 
す。 




拡張給紙 ユニット （オプション）を取り付けているプリンタを移動する場合に 
は、プリンタ本体から拡張給紙 ユニットを 取り外します。プリンタ本体や拡張 
給紙 ユニット は傷がつかないように梱包してから運搬してください。移転など、 
プリンタを長距離移動する可能性がある場合は、梱包材を保管しておくと便利 
です。 


日常の操作 
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口 近くに移動する 


プリンタを設置していた机を変えたり、隣の部屋に移動させたりする場合は、以下 
の手順に従ってください。 


@ 電源の切断を確認し、電源コードを取り外す 

プリンタの電源スイッチを r 〇」側に倒します。電源コードを電源コンセントお 
よびプリンタの電源コードコネクタから抜きます。 


國國曜_ 

エラー メ ツセー ジが表示されているときは、オペ レー タパネルのメ ツセー ジに 
従って処置をしてから、電源を切ってください。 

ぐ:参照 「オペレータパネルのエラーメッセージ」（122ページ)参照 
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@ ケーブルを抜く 

パラレルケーブルまたは USB ケーブルを外します。また、 LAN ケーブルが接続さ 
れている場合、 LAN ケーブルを外します。 



排紙トレイの用紙を取り除く 

排紙トレイに用紙がある場合は、用紙を取り除き（①）、排紙延長トレイが引き 
出されている場合は、元に戻します（②）。 

〔：参照 用紙の保管については、「用紙の保管上のご注意」 （95 ページ)参照 



日常の操作 
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Qmp カセツトまたは給紙トレイ、給紙カセツトの用紙を取り除く 

MP カセツトまたは給紙トレイ、給紙カセツトをプリンタから引き抜き、用紙を取 
り除きます。 

用紙の入っている MP カセツトまたは給紙トレイ、給紙カセツトは重いので、注 
意してプリンタから抜いてください。 

广参照 「給紙カセット、 MP カセツトに用紙をセツトする」 （26 ページ)参照 



イを取り外す」参照 

上部カバーを開く 



國圖 _ 

プリンタ内部の部品には、手を触れないでください。 
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Q プロセスカートリッジを取り外す 

プリンタ内部からプロセスカートリッジを取り外し、上部カパーを閉めます。 
r： 参照 「プロセスカートリッジの交換」（7〇ページ)参照 

• プロセスカートリッジを取り付けたまま運搬すると、トナーでプリンタ内 
部が汚れることがあります。必ず取り外してください。 

• 取り外したプロセスカートリツジを振らないでください。トナーがこぼれ 
ることがあります。 


取り外したプロセスカートリッジは、強い光に当てないように、ビニール 
袋に入れるか、厚い布などに包んでください。 



日常の操作 
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Q 適切な場所に、プリンタを設置し直す 

C 参照 設置し直すときの手順については、「梱包品の確認」 （16 ページ)〜「電源 
を切る」 (38 ページ)参照 



m 梱包して運搬する 


プリンタを運搬するときは、取り付けてある付属品などを外し、もう一度梱包する 
必要があります。以下の手順に従ってください。 


0 付属品を取り外す 

Cm . 「近くに移動する」の手順1〜 4(82 ページ)参照 
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梱包し直す 

図のように梱包して、運搬してください。 

精密機械ですから、運搬するときは以下の点に注意して、ていねいに取り扱って 
ください。 

广参照 「プロセスカートリッジの取り扱いと保管」 （74 ページ)参照 

• 梱包時は、製品購入時に使用していた梱包材で梱包してください。 

• プ□セスカートリッジは必ずプリンタから取り出してください。取り出したプ 
□セスカートリッジはビニール袋等に入れて運搬してください。 

電源コード 



日常の操作 
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使用できる用紙 


本製品で使用できる用紙について、給紙方法、用紙サイズ、および用紙の種類ごと 
に説明します。 


口 給紙方法と用紙のサイズ 


給紙方法と用紙サイズの関係を次の表に示します。 


給紙方法 

タイプ 

サイズ 

重量 

積載可能枚数 

MP カセット 

普通紙（再姻 

100X 148 〜 

297 X 420mm 

60 〜 90g/m 2 

約 150 枚 

(重量 64g/m 2 の用紙の 
場合） 

厚紙 

90 〜 135g/nf 

横ガイドの上限線まで 

官製はがき 

八ガ キヨコ 

190 g/rrf 

約 60 枚 

〇 HP フイルム 

A43 コ 

— 

約 100 枚 

ラベル紙 

A43 コ 

60 〜 135g/nf 

約 75 枚 

給紙トレイ 
(オプション） 

翻紙（再姻 

100X148 〜 

297 X 420mm 

60 〜 90g/m 2 

約 100 枚 

(重量 64g/nf の用紙の 
場合） 

厚紙 

90 〜 135g/nf 

横ガイドの上限線まで 

官製はがき 

八ガ キヨコ 

190 g/rrf 

約 50 枚 

〇 HP フイルム 

A43 コ 

— 

約 75 枚 

ラベル紙 

A43 コ 

60 〜 135g/nf 

約 75 枚 

長尺紙 

幅 297 (固定） X 
長さ 420.1 〜 900 

60 〜 135g/nf 

一枚ずつ手でセット 

給紙カセット 
(標準) 

普通紙 

A3 タテ 

60 〜 90g/m 2 

約 250 枚 

(重量 64g/nf の用紙の 
場合） 

B4 タテ 

A43D 

B53 コ 

A53D 

リーガルタテ 

レター ヨコ 

厚紙 

100X148 〜 

297 x 420mm 

90 〜 135g/nf 

横ガイドの上限線まで 

〇 HP フイルム 

A43 コ 

— 

約 100 枚 

ラベル紙 

A43D 

60 〜 135g/nf 

横ガイドの上限線まで 
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給紙方法 


タイプ 


サイズ 


重量 


積載可能枚数 


拡張給紙 ユニッ 

h 

(オプション） 
( A 3/250 枚) 


普通紙 


A 3 タテ 


60 〜 90g/nf 


B 4 タテ 


A4 ヨコ 


約250枚 

(重量 64 g / nf の用紙の 
場合） 


B5 ヨコ 


A5 ヨコ 


リーガルタテ 


厚紙 


レター ヨコ 

100X 148 〜 
297 x 420mm 


90 〜 135g/nf 


横ガイドの上限線まで 


拡張給紙 ユニッ 

h 

(オプション） 
( A 3/550 枚) 


普通紙 


A 3 タテ 


60 〜 90g/nf 


B 4 タテ 


A4 ヨコ 


約550枚 

(重量 64 g / m 2 の用紙の 
場合) 


B5 ヨコ 


A5 ヨコ 


リーガルタテ 
レター ヨコ 


厚紙 


100X 148 〜 
297 x 420mm 


90〜 135 g/rrf 


横ガイドの上限線まで 


圖園 _ 

•用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印刷して、支 
障がないことを確認することをお勧めします。 

•はがきは、官製はがきを使用してください。あらかじめ印刷されたはがき 
や反りのあるはがきを使用すると、走行不良が発生することがあります。 

•官製はがき、不定形用紙は、給紙カセツトからは印刷できません。 MP 力 
セツトまたは給紙トレイから印刷してください。 

• プリンタドライバおよびオペレータパネルで設定した用紙のサイズと、実 
際に使用する用紙のサイズは、必ず一致させてください。 

異なるサイズの用紙に印刷した場合、プリンタが故障するおそれがありま 
す。 

•長尺紙は、給紙トレイ（オプション）からのみ印刷できます。 

•不定形用紙および長尺紙に印刷する場合は、プリンタドライバの用紙サイ 
ズ設定を、それぞれ「ユーザ定義サイズ」「長尺紙」にしてください。印 
刷する用紙とプリンタドライバで設定した用紙サイズが異なっていると、 
装置が故障するおそれがあります。 

• 幅が 297 mm 未満の長尺紙は絶対に使用しないでくださし、。プリンタが故障 
するおそれがあります。 

• OHP フィルム、ラベル紙は拡張給紙ユニツトから印刷できません。 

• 用紙の種類やサイズを頻繁に変更する場合は、オプションの給紙トレイを 
ご使用ください。 


日常の操作 
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口普通紙 


本製品では、 PPC 用紙および普通紙を使用することができます。しかし、一般の市 
販品には本製品に適さないものもあります。できるだけサプライ用紙をご使用くだ 
さい。 

Cm サプライ用紙の詳細は、「サプライ品一覧」（164ページ)参照 


m プレブリント紙、カラー紙 


カラー紙の着色顔料やプレブリント用のインクは、耐熱性で、 190 C でも変質せず、 
紙質は普通紙と同等のものをご使用ください。プレブリント用紙に耐熱性の低いイ 
ンクを使用した場合やインクが乾いていない状態で用紙を使用した場合、インクが 
本製品の定着器、感光ドラムおよびローラなどに付着し、印字品質の低下、ジャム、 
装置破損の原因となります。 


國__ 

.金属混入インク、導電性インク、 コー ルド セッ トインク、 ラバーベー スイ 
ンクで印刷された用紙は絶対に使用しないでください。 

• 印刷枠を設ける場合、次の印刷位置のバラツキを十分考慮に入れて設計し 
てください。 

-位置精度 A 4 サイズで ±2 mm 程度 

-用紙の傾き100 mm 当たり±1 mm 程度 
-画像の伸縮1001 nm 当たり±1 mm 程度 


長尺紙 


•縦や横に長いデータ （900 mm の長さまで）を印刷することができます。印刷は 
Printia XL ドライパのみ使用可能です。 


長尺紙は、給紙トレイ（オプション）からのみ印刷できます。 

ぐ参照 給紙トレイに用紙をセットする方法は「オプションの給紙トレイに用紙 
をセツトする」 （96 ページ)参照 


長尺紙は、サプライ用紙をご使用ください。サプライ用紙以外を使用した場合は、 
シワ、印刷ずれ、定着不良、および汚れが発生することがあります。 

C 参照 サプライ用紙の詳細は、「サプライ品一覧」 （164 ページ)参照 

長尺紙の全領域（全長）に印刷すると、印刷内容の下端（用紙方向：縦の場合）、 
または左端（用紙方向：横の場合）が欠けることがあります。その場合は、下端 
(用紙方向：縦の場合）、または左端（用紙方向：横の場合）余白を増やして印 
刷してください。 
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圓圖 _ 

• 幅が 297 mm 未満の長尺紙は絶対に使用しないでくださし、プリンタが故障 
する恐れがあります。 

-アプリケーションソフトによっては長尺紙に印刷できない場合があります。 
•長尺紙に印刷する場合は、下端（用紙方向：縦の場合）、または左端（用 
紙方向：横の場合）余白を十分に （10 mm 以上）とって印刷してください。 
全領域（全長）に印刷すると、下端が欠けることがあります。 

•用紙サイズスイッチは「パネルで設定」に合わせてください。 

•長尺紙は、1枚ずつセットしてください。 

• 長尺紙をセットするときは、次の図のように手で支えてください。 



印刷が始まったら、長尺紙に無理な力を加えないでください。紙づまりの 
原因になります。また、排紙口から出てくる長尺紙は次の図のように手で 
支えてください。 



日常の操作 
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〔文章面〕 


2 


〔宛名面〕 


官製はがきをセツトするときは、次の点に留意してください。 

• 印刷面を上にしてセツトしてください。 

• MP カセツトに横長方向にセツトしてください。 

• ご使用になるアプリケーションソフトの設定内容と印刷方向に合わせて官製はが 
きをセツトしてください。試し印刷で方向を確認されることをお勧めします。 


□ OHP フイソレム 


定着時の熱（約1901：)で溶けたり、変質したりしないものをご使用ください。 


OHP フィルムは、 MP カセット、給紙カセット（標準）、および給紙トレイ（才 
プシヨン）で印刷できます。 


ラベル紙 


ツルツルした台紙面が表面になく、台紙全体がラペルで覆われているレーザプリン 
夕用のものをご使用ください。また、粘着剤が定着時の熱（約 190 C ) で溶けたり変 
質したりしないものをご使用ください。 

_關_ 

OHP フィルムやラベル紙をご使用になるときは、レーザプリンタ用のものをお 
買い求めくださし、。市販のものの中には本製品に適さないものがありますので、 
ためし印刷などで確認したうえでご使用ください。 


官製はがき 


はがきに印刷するときは、文章面—宛名面の順に片面ずつ印刷してください。（両 
面印刷機能には、対応していません。） 

宛名面-*文章面の順で印刷すると、はがきの反りの影響できれいに印刷できないこ 
とがあります。反りがあるときは上向きに約 2 mm 以内の反りになるように修正して 
から印刷してください。 
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使用できない用紙 


以下の用紙は本製品では使用できません。 


本プリンタで使用できない用紙 


以下に挙げる用紙は、紙づまりを起こしたり、プリンタ本体の故障の原因となった 
り、またはきれいに印刷できなかったりしますので、使用しないでください。 

•厚すぎる用紙や、薄すぎる用紙 

•湿っている用紙や、濡れている用紙 

-一度印刷された用紙 

• 貼り合わせた用紙や、糊などがついている用紙 
•反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 
• カールし ている用紙 
• 静電気で密着している用紙 

• 長方形以外の用紙や、パインダー用の穴またはミシン目のある用紙 

•表面を加工、または特殊なコーティングをおこなった用紙（感熱紙、力ーボン紙、 
メールシ _ ル紙など） 

• オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください） 

• 用紙の全面または大部分にあらかじめ印刷されている、プレブリント用紙 

• インクに導電材料（金属、力ーボンなど）を使用したり、1901：の熱でガスが発生 
するインクを使用したプレブリント用紙 

•190 C の熱で溶けたり、変質する用紙 

•ホチキス、クリップ、リポン、テープなどが付いている用紙 

• ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

• 裁断部のパリが大きい用紙 

• 紙粉の多い用紙 

•カラーページプリンタ用の OHP フィルム、長尺紙 


日常の操作 
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• 台紙全体がラベルで覆われてなく、かつレーザプリンタ用以外のラベル用紙 


x 使用できません 



〇使用できます 



全面ラペル紙 


口 両面印刷で使用できない用紙 


以下の用紙は両面印刷では使用できません。 

厚紙（重量 90 g / m 2 〜 135 g / nf ) 、 OHP フィルム、ラペル紙、不定形用紙、長尺紙 


口 給紙カセットで使用できない用紙 


不定形用紙および長尺紙は、プリンタ給紙カセツトでは使用できません。 


•不定形用紙および長尺紙に印刷する場合は、プリンタドライバの用紙サイ 
ズ設定を、それぞれ「ユーザ定義サイズ」「長尺紙」にしてください。設 
定した用紙のサイズと、実際に使用する用紙のサイズは、必ず一致させて 
ください。異なるサイズの用紙に印刷した場合、プリンタが故障する恐れ 
があります。 

• プリンタドライバおよびオペレータパネルで設定した用紙のサイズは、必 
ず一致させてください。異なるサイズの用紙に印刷した場合、プリンタが 
故障する恐れがあります。 

• 用紙の種類やサイズを頻繁に変更する場合は、オプションの給紙トレイを 
ご使用ください。 


94 





















































































第 2 章日常の操作 


用紙の保管上のご注意 


用紙は水分を吸収しやすい特性を持っているため、非常に変化しやすいものです。 
製造条件を厳重に管理して製造した用紙でも、保管状態が悪いと品質が損なわれ、 
印刷品質や紙送りなどに悪い影響を与えます。以下に示す保管上の注意事項を守っ 
て、最良の状態に保ってください。 

用紙は次のような場所に保管してください。 

•暗く、湿気の少ない平らな書棚の中のような場所 

-平らなパレットの上 

-温度 20 X ： 、湿度 5096 RH の環境 

次のような場所は避けてください。 

• 床の上に直接置く 
• 直射日光の当たる場所 
• 外壁の内側の近く 
•段差や、曲がりのある場所 
• 静電気が発生するところ 

•過度の温度上昇と、急激な温度変化のあるところ 
•複写機、空調機、ヒータ、ダクトのそば 


次のような状態で保管してください。 

•開封後の残りの用紙は、ほこりが付かないよう、包装してあった紙に包む 

• 長期間プリンタを使用しないときは、給紙カセットや手差しユニットから用紙を 
抜き取り、包装してあった紙に包む 


万 171F1 


長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないことがあります。 


日常の操作 
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用紙のセツ 


給紙カセットや給紙トレイに、用紙がなくなったときや、印刷したい用紙がセット 
されていないときは、次の手順に従って用紙をセットします。 
r ? 参照 給紙カセットに用紙をセットする手順については「給紙カセット、 mp カセッ 
卜に用紙をセットする」 （26 ページ)参照 

Cm - 長尺紙に印刷するときの留意事項については「長尺紙」（9〇ページ)参照 
r ： 参照 「使用できる用紙」 （88 ページ)参照 
r ： 参照 「使用できない用紙」 （93 ページ)参照 

圇圓圖 

-インクジェット用官製はがきは、特殊なコーティングが施されているため、 

本プリンタでは使用しないでください。 

-用紙の種類やサイズを頻繁に変更する場合は、オプションの給紙トレイを 
ご使用ください。 



オプションの給紙トレイに用紙をセットす 
る 


ここでは、オプションの給紙トレイに用紙をセツトする手順について説明します。 
被参照 給紙トレイを取り付ける方法は『オンラインマニュアル』「第4章オプショ 
ンの装着」の「給紙トレイを取り付ける」参照 


國 _ 画：: ',::' マ :::マ 

給紙トレイに用紙をセツトする場合、電源を入れてからセットしてください。 
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用紙セット部を開く （①） 

長い用紙をセットするときは、延長トレイを引き出します（②）。トレイの長さ 
が足りないときには、さらに拡張延長トレイを開けます。 



Q サイドガイドを、セツトする用紙サイズの目盛りに合わせる 

サイドガイドはセツトする用紙の幅に正しく合わせてください。サイドガイドの 
位置がずれていると、用紙が正常に搬送されず、紙づまりの原因となることがあ 
ります。 



日常の操作 
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用紙の四隅をそろえ、印刷する面を上にし、差し込み口に軽く突き当 
たるまで入れる 

• 折り目やシワの入った用紙は、使用しないでください。 

•最大収容枚数を超える用紙をセットしないでください。 _ 辜 



Q 給紙トレイのサイズ設定スイッチを、セットする用紙のサイズと向き 
に合わせる 

該当するサイズや向きがない場合は、サイズ設定スイッチを「パネルで設定」に 
合わせ、オペレータパネルで設定してください。 
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第 3 章 

困ったときは 


この章では、故障が発生したと思われるとき、 
紙づまりのとき、各種メッセージが表示された 
ときの処置のしかたについて説明します。 


紙づまりになったとき . 100 

故障かなと思ったとき . 112 

印刷品質が低下したとき . 116 

メッセージー覧 . 122 


ソフトウェアに関するトラブルシューティング ••• 133 







第 3 章困ったときは 


紙づまりになったとき 


紙づまりが発生するとメッセージランプが点灯し、液晶ディスプレイに『カミツ’ 
マリ』と表示されます。 

エラー メ ッセー ジには、紙づまりが発生した場所も表示されます。 

次の要領でつまった用紙を取り除いてください。 

つまった用紙をすべて取り除きカパーを閉じると、印刷可能状態になり、紙づまり 
が発生したページから印刷を再開します。 


定着器での プロセスカートリツジ 



•つまった用紙を取り除いてカバーを閉じてもメッセージが消えないときは、 
用紙がまだ残っています。再度点検して、つまった用紙を完全に取り除い 
てください。 

•つまった用紙を取り除いた後に、必ず上部カバーを一度開き、内部に紙が 
残っていないことを確認します。その後、上部カバーを閉じてください。 

• 用紙は破れないようゆっくりと取り除いてください。 



• プロセスカートリッジ付近に紙づまりが発生した場合、オペレータパネルに 
「プリンタナイプ」と表示されます。 

•定着器に紙づまりが発生した場合、オペレータパネルに「ハイシトレイ」ま 
たは「プリンタナイプ」と表示されます。 
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第 3 章困ったときは 


A 注意 


けがつまった用紙を取り除いたり故障処置を行ったりすると 
きは、次の点に注意してください。 

• ネックレスやネクタイなどがプリンタ内部に巻き込ま 
れないように注意してください。ケガの原因となるこ 
とがあります。 

•プリンタの突起部分などに触れないよろに注意してく 
ださい。ケガの原因となることがあります。 

火災つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が 
残らないようすべて取り除いてください。紙片が残った 
ままになっていると火災などの原因となることがありま 
す。 

なお、定着器やローラ部に用紙が巻き付いているときに 
は無理に取らないで、 ハードウェア修理相談センター 
(171ページ)にご連絡ください。 


困つたとキ J は 


i 
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第 3 章困ったときは 


^ 紙づまりのおもな原因 


紙づまりには次のような原因が考えられます。紙づまりを防ぐために、以下のこと 
にご注意ください。 

• プリンタを水平に設置する 

• 適切な用紙を使用する 

-給紙カセットや給紙ユニットに用紙を正しくセットする 
• 力ールしていない用紙を使用する 

• 給紙カセツトを奧に突き当たるまで、しっかりと押し込む 



カセツト付近でつまった用紙を取り除く 

MP カセツトおよび給紙カセツト付近でつまった用紙は、次の手順で取り除きます。 


@ カセットをプリンタから引き抜く 



セツトしてある用紙が乱れている場合は、整えてください。 
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第 3 章困ったときは 


プリンタの奥につまった用紙がないか確認する 

つまった用紙はゆっくりと引き抜きます。 

國園 _ 

オプションの拡張給紙ユニットを取り付けている場合は、すべてのカセットを 
引き抜いて確認してください。 



Q カセットをプリンタの奥に突き当たるまで、しっかりと押し込む 




困つたとキ J は 
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第 3 章困ったときは 



給紙トレイでつまった用紙を取り除く 

給紙トレイでつまった用紙は、次の手順で取り除きます。 


fj ) セットされている用紙を取り出し、用紙セット部を閉じる 



© 搬送部を引き抜く 



搬送部の上部を開け（①）、つまっている用紙があれば取り除く（②) 

圓關 _ 

用紙が破れた場合は、紙片が残っていないかどうかを確認してください。 




















第 3 章困ったときは 


〇搬送部の上部を閉じる 




困つたとキ」は 


i 
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第 3 章困ったときは 



定着器付近でつまった用紙を取り除く 

定着器付近でつまった用紙は、次の手順で取り除きます。 


排出トレイに用紙がある場合は取り除く 



Q 背面カバーを開く 



★印のついたレバーを手前に下げる 

つまっている用紙があれば、取り除きます。途中で用紙が破れている場合は、紙 
片が残っていないかどうかを確認してください。 
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第 3 章困ったときは 


「乃1ィ I ドト 

★の付いたレパーは、手を離すと元の位置に戻ります。 

左右にある緑色のレパーは、下がった状態にしておいてください。 


_圖_ 

定着器は高温になっています。直接触れるとやけどすることがありますので、 
+分に注意してください。 

Q 背面カバーを閉じる 



❺ 上部カバーを開き、内部に用紙が残っていないことを確認して閉じる 



困つたとキ J は 
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第 3 章困ったときは 


% プロセスカートリッジ付近でつまった用紙 
を取り除く 


プ□セスカートリツジ付近でつまった用紙は、次の手順で取り除きます。 

@ 排出トレイに用紙がある場合は取り除く 



Q 上部カバーを開く 



108 











第 3 章困ったときは 


プロセスカートリッジの取っ手を持ち、ゆっくりと引き上げる 

ィ】ド I 

ト ナーで床などを汚さないように、取り出したプロセスカートリッジを置< 場 
_所には紙などを敷いておいてください。_ 善 



Q プロセスカートリッジを取り出した部分を確認する 

つまっている用紙や破れた紙片が残っていないかどぅか確認し、あれば取り除き 
ます。 

0プロセスカートリッジの取っ手を持ち、プリンタに取り付ける 



困つたとキ J は 


■ 
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第 3 章困ったときは 



両面ュニットにつまった用紙を取り除く 

両面ユニットにつまった用紙は、次の手順で取り除きます。 


排出口付近につまった用紙を取り除く 

用紙の排出□を確認し、つまっている用紙を取り除きます。 

用紙が破れた場合は、紙片が残っていないかどうかを確認してください。 

また、用紙が取り出しにくい場合は、「上カパー内につまった用紙を取り除く」を 
参照してください。 



上カバー内につまった用紙を取り除く 

両面 ュニッ トの左側面上部にあるレバーを上げてロックを外し、両面 
ユニッ トの上カバーを開く 
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第 3 章困ったときは 


Q 上カバー内部を確認し、つまっている用紙があれば'取り除く 

用紙が破れた場合は、紙片が内部に残っていないかどうかを確認してください。 



両面ユニットの上カバーを閉じる 



困つたとキ J は 


i 
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第 3 章困ったときは 


故障かなと思ったとき 


故障かなと思っても、故障ではないことがよくあります。 
そのようなときは、次の各項目を読んで確認してください。 


こんなとさ 

よくある例 

ここをお調べください 

電源が投入できない 
電源を投入してもすぐに 
切れる 

• 電源コードの抜け 
• 停電 

•コンセントに問題あり 
• 電圧が違ろ 

• 電源コードを確実に差し込み、電源が投入 （ 1 
側）されていることを確認してください。 

• ほかの電気製品が動作することを確認してくだ 
さい。 

. コンセントの電圧を調べてください。 

Cm 「安全上のご注意」 （xv ページ)参照 
r 参照「電源を入れる」 （23 ページ)参照 
r： 參照「電源を切る」 （38 ぺージ)参照 

印刷しない 

• プリンタの電源未投入 
-パラレルケーブル、 
USB ケープルが抜けて 

いる 

• オンライン状態でない 

-パラレルケーブル、 USB ケーブルが外れていな 
いか確認してください。 

• 「オンライン」ランプが点灯し、『オンライン』 

と表示されていることを確認してください。 

淡参照 『オンラインマニュアル』「第5章ネッ 
トワークを利用せずにプリンタを接続す 
る」の「パラレルインタフェースによる接 

続とインス1-ル」参照 

承参照 『オンラインマニュアル』「第5章ネッ 
トワークを利用せずにプリンタを接続す 
る」の RJS 巳による接続とインス1ル」 
参照 

r： 参照 「電源を入れる」 （23 ページ)参照 
r： 参照「電源を切る」 （38 ぺージ)参照 
r： 参照「オペレータパネル」 （52 ページ)参照 
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こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

正しい用紙をセットして 
いるのに、エラーが表示 

される 

• A5 サイズの用紙をセッ 
卜しているのに、プリ 
ンタがレターサイズと 
認識し、用紙サイズ不 
一致のエラーが出る 
- MP カセットにはがき 
をセットしているのに、 
プリンタが A5 サイズ 
と認識し、用紙サイズ 
不一致のエラーが出る 
- MP カセットに A5 サイ 

ズの用紙をセットして 
いるのにプリンタがは 
がきと認識し、用紙サ 
イズ不一致のエラーが 
出る 

• Printianavi を利用してプリンタの状態を表示し、 
カセットの用紙サイズを確認してください。 

• カセットの縦/横ガイドクリップが正しくセッ 
卜されているか確認してください。 

• MP カセットからはがきおよび A5 サイズの用紙 
に印刷する場合、用紙をセットした後にオペレー 
タパネルの設定が必要になります。オペレータ 
パネルで 「MP ハガキモード」の設定を確認して 
ください。 

淡参照 『オンラインマニュアル』「第 10 章プリ 
ンタドライパの機能と利用方法」の「プリ 
ンタの状態表示」参照 

C 参照 「給紙カセット、 MP カセットに用紙をセッ 
卜する」 （26 ページ)参照 

C 参照 「MP カセットにはがきをセットする」 

(29 ページ)参照 

/〇照 「MP カセットに A5 サイズの用紙をセッ 
卜する」 （31 ページ)参照 

オペレータノヽ°ネルのスイッ 
チがときどき機能しない 

• スイッチを確実に押し 
ていない 

• プリンタの状態で効か 
ないスイッチがある 

• スイッチのまん中をしっかり押してください。 
/>照 「オペレータパネル」 （52 ページ)参照 

異常音がする 

• プリンタ内部に用紙く 
ずやクリップなどの異 
物がある 

• 給紙カセットの装着が 
不完全 

• プリンタ内部を点検してください。 

• 給紙カセットを完全に装着してください。 

C 参照 r 給紙カセット、 mp カセットに用紙をセッ 
卜する」 （26 ページ)参照 

c 参照「オプションの給紙トレイに用紙をセッ 
卜する」 （96 ページ)参照 

/>照 「紙づまりになったとき」 （100 ページ)参 
照 

用紙が傾く、外れる、破 
れる、つまる 

• 用紙が正しくセットさ 
れていない 
• 用紙が適切でない 
-プリンタが水平でない 

• それぞれの状態をよ < 確認し、適切な処置を取っ 
てください。 

照 「安全上のご注意」 （XV ページ)参照 

Cm . 「使用できる用紙」 （88 ページ)〜「用紙の 
セット」 (96 ページ)参照 

用紙が二重送りされる 

• 用紙どうしがくっつい 
てしまラ 

• 用紙をよくさばいてください。 

-ラベル紙の場合は 1 枚ずつセットして印刷して 
ください。 

G 参照 「給紙カセツト、 MP カセットに用紙をセッ 
卜する」 （26 ページ)参照 

C 参照 「オプションの給紙トレイに用紙をセッ 
卜する」 （96 ページ)参照 


困つたとキ J は 
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こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

紙づまりが発生した 

• 用紙がくっつきやすい 
• 用紙が正しくセットさ 
れていない 
• 用紙が適切でない 
• プリンタが水平でない 

• それぞれの状態をよく確認し、適切な処置をとっ 
てください。 

• 用紙のセット方向を確認してください。 

-A4、B5、A5、 レターサイズの用紙は、横長 
にセットしてください。 

- A3、B4、 リーガルサイズの用紙は、縦長にセッ 
卜してください。 

C 参照 「安全上のご注意」 （XV ページ)参照 

Cm . 「使用できる用紙」 （88 ページ)〜「用紙の 
セット」 (96 ページ)参照 

/>照 「紙づまりになったとき」（100ページ)参 
照 

給紙カセットの出し入れ 
ができない 

• 印刷中に電源を切断し 
た 

• 紙づまりが発生してい 
る 

• 給紙カセットのフタを 
していない 

•電源を切断（〇側）して、数秒経過後に投入 
(1 側）してください。 

• それぞれの状態をよ < 確認し、適切な処置を取っ 
てください。 

じ参照 「電源を入れる」 （23 ページ)参照 

Cm 「電源を切る」 （38 ぺージ)参照 
广参照 「紙づまりになったとき」（100ページ)参 
照 

• 給紙カセットのフタは、必ず閉めて使用してく 
ださい。 

裏面が汚れる 

プリンタ内の用紙搬送路 
が汚れている 

数枚テスト印刷して、汚れの薄れ具合で、汚れが 
とれたかどうか判断してください。 

オペレータパネルでプリンタをメニューモードに 
して、テスト印刷をしてください。 

C 参照 「プリンタの清掃」 （75 ページ)参照 

C 参照 「オペレータパネルからの設定(メニュー 
モード)」 （57 ページ)参照 

エラーメッセージが表示 
され、印刷されない 


それぞれの状態をよく確認し、適切な処置を取っ 
てください。 

广参照 「オペレータパネルのエラーメッセージ」 
(122 ページ)参照 

用紙がないのにブザーが 
〇鳥らない 

-ブザーが鳴らない設定 
にしている 

• 給紙トレイから用紙を 
補給している 

. オペレータパネルでプリンタをメニューモード 
にして、ブザーの設定値を「設定」にしてくだ 
さい0 

C 参照 「オペレータパネルからの設定(メニュー 
モード)」 （57 ページ)参照 
• 給紙トレイからの印刷時は、ブザーは鳴りませ 
ん。 
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こんなとき 


よくある例 


ここをお調べください 


プロセスカートリツジを 
装着しても、力ートリッ 
ジなしとエラーが表示さ 
れる 


他社製のプロセスカー 
トリツジを装着してい 
る 

プロセスカートリツジ 
が故障している 


他社製のプロセスカートリツジを使用していな 
いか確認してください。 

上部カバーを開いている場合には、上部カパー 
を閉じてください。 

純正のプロセスカートリツジを使用していて、 
下記のエラー表示される場合にはプ□セスカー 
トリツジが故障しています。新しいプロセスカー 
トリツジに交換してください。 


力一トリッシ '' 

E p 力—トリッジ'' 


イシ'' ヨウ 


コウカン 


、照 「プ□セスカートリツジの交換」 （70 ベー 
ジ) 参照 


困つたとキ J は 


i 
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印刷品質が低下したとき 


印刷品質が低下したときの処置について説明します。 

ここで説明する処置をしても印刷品質が改善されない場合や、ここに示した以外の 
現象が起きた場合は、ハードウエア修理相談センター (171 ページ)にご連絡ください。 


△注意 


やけどプリンタを使用した直後は定着器が非常に熱くなって 
います。「高温注意」ラペルが貼ってある箇所（定着 
器やその周辺）には、絶対に触れないでください。や 
けどの原因となることがあります。 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

印刷がろすい 
(かすれる、不穿 

PRI マ rER 

\ 

棚 

印字濃度の設定が適正でな 
い。 

印字濃度を調整してください。 

オペレータパネルでプリンタをメニューモー 
ドにして、環境設定の印字濃度調整で設定し 
てください。 

ぐ:参照 「オペレータパネルからの設定(メニュー 
モード)」 （57 ページ)参照 

シールドガラスが汚れてい 

る 

シールドガラスを清掃してください。 

广参照 「シールドガラスの清掃」 （79 ページ） 
参照 


用紙が湿気を含んでいる。 

新しい用紙に交換して<ださい。 

C 参照 「給紙カセット、 MP カセットに用紙 
をセットする」 （26 ページ)参照 
c 参照「オプションの給紙トレイに用紙を 
セットする」 （96 ページ)参照 

プロセスカートリッジ内に 
トナーがなし、。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

プロセスカートリッジが劣 
化、または損傷している。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

ぐ;参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 
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第 3 章困ったときは 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

黒点「 . 」ゃノ J 
が印刷される 

參 

V 円し」 

使用している用紙が適切で 
ない。 

適切な用紙をセットしてください。 
r ： 参照「使用できる用紙」 （88 ページ)〜 
「用紙のセット」 （96 ページ)参照 

PF 

• 

JNTER 

• 

• 

トナー残量が少なくなった。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

\ 

プロセスカートリッジが劣 
化、または損傷している。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

黒線が印刷される 

プロセスカートリッジが劣 
化、または損傷している。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

\ 

PF 

\ 

ユ NTER 


等間隔に汚れる 

プリンタ内の用紙搬送路が 
汚れている。 

数枚テスト印刷して、汚れの薄れ具合で汚れ 
がとれたかどラが判断してください。 

C 参照 「オペレータパネルからの設定(メニュー 
モード)」 （57 ページ)参照 

PRINTER 


\ 


プロセスカートリッジが劣 
化、または損傷している。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

黒く塗りつぶされた部分 
に白点がある 

使用している用紙が適切で 
ない。 

適切な用紙をセットしてください。 

广参照 「使用できる用紙」 （88 ページ)〜 

「用紙のセット」 （96 ページ)参照 



」 

\ 

ド 

プ□セスカートリッジが劣 
化、または損傷している。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 


困つたとキ J は 
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第 3 章困ったときは 


こんなとき_ 

指でこするとトナーがか 
すれる 


PRINTER 



よくある例_ 

用紙が湿気を含んでいる。 


定着器の左右にある緑色の 
レノ'(-が上がつた状態になつ 


ここをお調べください_ 

新しい用紙に交換してください。 

ぐ T 参照 「給紙カセット、 MP カセットに用紙 
をセットする」 （26 ページ)参照 
ぐ参照 「オプションの給紙トレイに用紙を 
_セツトする」 （96 ページ)参照_ 

定着器の左右にある緑色のレパーを下げてく 
ださい。 


ている。 


用紙全体に黒色がついて 
印刷される 


使用している用紙が適切で 
ない。 


プロセスカートリツジが劣 
化、または損傷している。 


適切な用紙をセットしてください。 

Cm. 「使用できる用紙」 （88 ページ)〜 
「用紙のセット」 （96 ページ)参照 
新しいプ□セスカートリツジに交換してくだ 
さい。 



何も印刷されない 




C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

プリンタ内の高圧電源など 

ハー•ドウエア修理相談センター ( 171ぺージ)に 

の故障が考えられる。 

ご連絡ください。 

プロセスカートリツジの卜 
ナ_シ_ルが完全に引き抜 
かれていない。 

トナーシールを引き抜きます。 

C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

一度に複数枚の用紙が搬送 
されている。 

用紙をいったん取り出し、よくさばいてから 
再度セットしてください。 

C 参照 「給紙カセット、 MP カセットに用紙 
をセットする」 （26 ページ)参照 
£>照 「オプションの給紙トレイに用紙を 
セットする」 （96 ページ)参照 

プロセスカート 1 J ツジに卜 
ナーが残っていない。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 


C 参照 「プロセスカートリツジの交換」 （70 
ページ)参照 

プロセスカートリツジが劣新しいプロセスカートリツジに交換してくだ 
化、または損傷している。さい。 


广参照 「プロセスカートリツジの交換」 （70 
ページ)参照 

プリンタ内の高圧電源など ハードウェア修理相談センター (171 ページ)に 
の故障が考えられる。 ご連絡ください。 
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第 3 章困ったときは 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

白抜けが起こる 

PRINTER 
PRP r ER 

\ 


シールドガラスが汚れてい 

る 

シールドガラスを清掃してください。 

广参照 「シールドガラスの清掃」 （79 ページ） 
参照 

用紙が湿気を含んでいる。 

新しい用紙に交換してください。 

G 参照 「給紙カセット、 MP カセットに用紙 
をセットする」 （26 ページ)参照 
r ： 参照「オプションの給紙トレイに用紙を 
セットする」 （96 ページ)参照 


使用している用紙が適切で 
ない。 

適切な用紙をセットしてください。 

Cm - 「使用できる用紙」 (88 ページ)〜「用紙 
のセット」 (96 ページ)参照 

トナーシールの切れはしが、 
プロセスカートリツジ内に 
残っている。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

C 参照「プ□セスカートリツジの交換」 (70 ペー 
ジ)参照 

用紙にシワがつく 

用紙のセツトが適切でない。 

用紙を正しくセットしてください。 

C 参照 「給紙カセット、 MP カセットに用紙 
をセットする」 （26 ページ)参照 

C 参照 「オプションの給紙トレイに用紙を 
セットする」 （96 ページ)参照 

用紙が湿気を含んでいる。 

新しい用紙に交換してください。 

C 参照 「給紙カセット、 MP カセットに用紙 
をセットする」 （26 ページ)参照 
参照 「オプションの給紙トレイに用紙を 
セットする」 （96 ページ)参照 


定着器の左右にある緑色の 
レノ'(-が上がった状態になっ 
ている。 

定着器の左右にある緑色のレパーを下げてく 
ださい。 

使用している用紙が適切で 
ない。 

適切な用紙をセットしてください。 

CM . 「使用できる用紙」 (88 ページ)〜「用 
紙について」 （96 ページ)参照 


困つたとキ J は 
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第 3 章困ったときは 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

文字がにじむ 

PRINTER 

PRINTER 

PRINTER 

PRINTER 

PRINTER 

PRINTER 

\ 


用紙が湿気を含んでいる。 

新しい用紙に交換してください。 

ぐ T 参照 「給紙カセット、 MP カセットに用紙 
をセットする」 （26 ページ)参照 
c 参照「オプションの給紙トレイに用紙を 
セットする」 （96 ページ)参照 

使用している用紙が適切で 
ない。 

適切な用紙をセットしてください。 

广参照「使用できる用紙」 (88 ページ)〜「用 
紙のセット」 （96 ページ)参照 


プロセスカートリッジが劣 
化、または損傷している。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

ぐ:参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

縦長に白抜け i 

PRINTHR 

PRINTER 

PRINTER 

PRINTER 

D1?T1 JT1TD 

•る 

プロセスカートリッジが正 
しくセットされていない、 
またはプロセスカートリッ 
ジ内のトナーがかたよって 
いる。 

いったんプロセスカートリッジを取り出し、 
軽く振ってからもう一度セットし直して<だ 
さい。 

£>照 「プ□セスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

\ 


シールドガラスが汚れてい 

る 

シールドガラスを清掃してください。 

Cm . 「シールドガラスの清掃」 （79 ページ） 
参照 


プロセスカートリッジが劣 
化、または損傷している。 

新しいプロセスカートリッジに交換してくだ 
さい。 

C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 

不辜 

、 

A 

P 

\ 

\ 

:なトナーカ 

RINTER 

りく 

印字濃度の設定が適正でな 
い。 

印字濃度を調整してください。 

オペレータパネルでプリンタをメニューモー 
ドにして、環境設定の印字濃度調整で設定し 
てください。 

C 参照 「オペレータパネルからの設定(メニュー 
モード)」 （57 ページ)参照 

使用している用紙が適切で 
ない。 

適切な用紙をセットしてください。 
r ： 参照「使用できる用紙」 (88 ページ)〜「用 
紙のセット」 （96 ページ)参照 


プロセスカートリッジが劣 
化、または損傷している。 

新しいプロセスカートリッジに交換して < だ 
さい。 

C 参照 「プロセスカートリッジの交換」 （70 
ページ)参照 
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第 3 章困ったときは 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

太い文字や図开 
る 

PP 

\ 

J に影が出 

解像度、ディザ、明るさの 
設定が適正でない。 

プリンタドライパの[ヴラフィツクス]ダイ 
ア□グで、解像度、ディザ、玥るさを調整し 
てください。 

多 1 参照 『オンラインマニュアル』「第10章 

プリンタドライパの機能と利用方法」 
の r [グラフイツクス]ダイアログ」 
参照 

プロセスカートリッジが劣 
化、または損傷している。 

新しいプロセスカートリツジに交換してくだ 
さい。 

ぐ参照 「プロセスカートリツジの交換」 （70 
ページ)参照 


困つたとキ J は 
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第 3 章困ったときは 




オペレータパネルのエフーメツセージ 


プリンタでエラーが発生すると、オペレータパネルの液晶ディスプレイにエラーメッ 
セージが表示されます。 

次の表に従って処置してください。 


表示メッセージ 

表示内容と処置 

参照先 

ヨウシナシ 

••••ライレテクタ'サイ 

自動給紙で印刷を開始したときに、 

給紙カセットまたは給紙トレイに用 
紙がないと表示されます。 

給紙カセット X (1、 2または 3) または 
給紙トレイに、表示されたサイズの 
用紙をセットすると、印刷可能状態 
になり、印刷を開始します。 

c 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 
4> 照 「オプションの 
給紙トレイに用 
紙をセツトする」 
(96 ページ)参照 

ヨウシナシ カセット 

••••ライレテクダサイ 

プリンタドライパの「基本設定」で 
「自動給紙」を設定しているときに 
指定されたサイズの用紙がないと表 
示されます。（給紙トレイ装着時は、 
プリンタドライパの設定の他にメニュー 
モードの MP / 給紙トレイの自動給紙 
設定を「無効」にしているとき） 
いずれかのカセットに指定サイズの 
用紙をセットすると、印刷を開始し 
ます。 

C 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 

ヨウシナシ カセット X 

••••ライレテクダサイ 

印刷を開始したときに、給紙カセッ 
卜に用紙がないと表示されます。給 
紙カセット X (1、 2または 3) に、表示 
されたサイズの用紙をセットすると、 
印刷可能状態に切り替わり、印刷を 
開始します。 

c 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 

ヨウシナシ MP カセット 
••••ライレテクダサイ 

印刷を開始したときに、 MP カセット 
に用紙がないと表示されます。表示 
されたサイズの用紙をセットすると、 
印刷を開始します。 

c 參照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 
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第 3 章困ったときは 


表示メッセージ 

表示内容と処置 

参照先 

ヨウシナシキユウシトレイ 
••••ライレテクダサイ 

印刷を開始したときに、給紙トレイ 
に用紙がないと表示されます。表示 
されたサイズの用紙をセットすると、 
印刷を開始します。 

ぐ?参照 「オプションの 
給紙トレイに用 
紙をセツトする」 
(96 ページ)参照 

カセットナシ 

••••ライレテクタ'サイ 

給紙トレイ装着時に、プリンタドラ 
ィパの「基本設定」で「自動給紙」 

を設定し、メニューモードの MP / 給 
紙トレイの自動給紙設定を「無効」 
にしているときに、すべてのカセッ 
卜給紙□にカセットがないと表示さ 
れます。いずれかの給紙□にカセッ 
卜をセットしてください。 

ぐ「参照「オペレータパ 
ネルからの設定 
(メニュー^-ド)」 

(57 ページ)参照 

カセットナシ カセット 

••••ライレテクタ'サイ 

MP カセット装着時に、プリンタドラ 
ィパの「基本設定」で「自動給紙」 

を設定しているときに、すべての給 
紙□にカセットがないと表示されま 
す。いずれかの給紙□にカセットを 
セットして<ださい。 

ぐ参照 「オペレータパ 

ネルからの設定 
(メニュー^-ド)」 

(57 ページ)参照 

カセットナシ カセット X 

••••ライレテクダサイ 

印刷を開始したときに、指定した給 
紙カセットがないと表示されます。 
印刷するサイズの用紙を入れた給紙 
カセットをプリンタにセットすると、 
印刷を開始します。 

c 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 

カセットナシ MP カセット 

MP カセツトまたは給紙トレイを指定 
して印刷を行う場合に、 MP カセット 
または給紙トレイがセットされてい 
ない場合に表示されます。プリンタ 
の電源を切り、 MP カセットまたは給 
紙トレイをセットしてください。 

G 参照 「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 
參照 『オンラインマ 

ニュアル』「第4 
章オプションの 
装着」の「給紙卜 
レイを取り付け 
る」参照 

ハンソウブナシキユウシトレイ 
ハンソウプヲイレテクダサイ 

給紙トレイ指定印刷を行ろ場合に搬 
送部が引き抜かれている場合に表示 
されます。給紙トレイの搬送部をセッ 
卜すると印刷を開始します。 

場合に表示されます。給紙トレイの 
搬送部をセットすると印刷を開始 

多參照 『オンラインマ 

ニュアル』「第4 
章オプションの 
装着」の「給紙卜 
レイを取り付け 
る」参照 


困 

た 

と 

き 

は 
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第 3 章困ったときは 


表示メッセージ 

表示内容と処置 

参照先 

カミヴマリ 

XXXXXXXXXXX 

紙づまりが発生すると表示されます。 
給紙カセット、プリンタ内部、排出 
部、両面ユニットの中を確認してく 
ださい。また、プリンタ内で紙づま 
りが発生した場合、給紙トレイにセッ 
卜されている用紙を取り出し、給紙 
カセットを取り外して、プリンタの 
内部を確認してください。 
x はエラー箇所です。次の g 種類が 
表示されます。 

• カセット1 
カセット1内部 
• カセット2 
カセット2内部 
• カセット3 
カセット3内部 
-キュウシトレイ 
給紙トレイ内部 
- MP カセット 

MP カセット内部 
• 八イシトレイ 

排紙部 

• プリンタナイフ* 

プリンタ内部、給紙カセット、排 
紙部 

-リョウメンユニット 1 

プリンタ内部、給紙カセット、両 
面ュニット 

-リョウメンユニット 2 
プリンタ内部、両面ユニット 

r ： 参照「紙づまりになっ 
たとぎ」（100ペー 
ジ)参照 

カバーオープン 

XXXXXXXXXXX 

カパーを開けていると表示されます。 
オペレータパネルに表示された箇所 
を確認してください。 

X はカバーが開いている箇所です。 

•リョウメンカバー 
両面カパー 

• ウエ/八イメンカパー 
上部カバー、背面カバー 



124 








第 3 章困ったときは 


表示メッセージ 

表示内容と処置 

参照先 

ヨウシサイズフイッチ 

••••ライレテクタ'サイ 

自動給紙で印刷を開始したときに、 

給紙カセットまたは給紙トレイの用 
紙サイズと、印刷データの用紙サイ 
ズが異なっていると表示されます。 

給紙カセ、ソト X (1、 2または3)、また 
は給紙トレイに、表示されたサイズ 
の用紙をセットすると、印刷を開始 
します。 

また、給紙カセットの縦/横のガイド 
クリップが正しく設定されていない 
場合にも、表示される場合がありま 
す。縦/横のガイドクリップが正しく 
設定されていることを確認してくだ 
さい。 

c 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 
4> 照 「オプションの 
給紙トレイに用 
紙をセツトする」 
(96 ページ)参照 

サイズフイッチカセット X 

••••ライレテクタサイ 

印刷を開始したときに、給紙カセッ 
卜 X (1 、2または 3) にセットされて 
いる用紙サイズと、印刷データの用 
紙サイズが異なっていると表示され 
ます。表示されたサイズの用紙をセッ 
卜すると、印刷を開始します。 

また、給紙カセットの縦/横のガイド 
ウリップが正しく設定されていない 
場合にも 、表示される場合がありま 
す。縦/横のガイドクリップが正しく 
設定されていることを確認してくだ 
さい。 

C 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 

サイズフイッチ 

••••ライレテクダサイ 

給紙トレイ装着時に、プリンタドラ 
ィパの「基本設定」で「自動給紙」 

を設定し、メニューモードの MP / 給 
紙トレイの自動給紙設定を「無効」 
にしているときに、給紙カセットの 
用紙サイズと印刷データの用紙サイ 
ズが異なっていると表示されます。 
いずれかのカセットに表示されたサ 
イズの用紙をセットすると、印刷を 
開始します。 

c 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 
C 参照 「オプションの 

給紙トレイに用 
紙をセツトする」 
(96 ページ)参照 


困つたとキ J は 
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表示メッセージ 

表示内容と処置 

参照先 

サイズフイッチ カセット 

••••ライレテクタ'サイ 

MP カセット装着時に、プリンタドラ 
ィパの「基本設定」で「自動給紙」 

を設定しているときに、 MP カセット 
の用紙サイズと印刷データの用紙サ 
イズが異なっていると表示されます。 

(給紙カセット装着時は、プリンタ 
ドライパの設定の他に、メニューモー 
ドの MP / 給紙トレイの自動給紙設定 
を「無効」にしているとき） 

いずれかのカセットに表示されたサ 
イズの用紙をセットすると、印刷を 
開始します。 

c 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 

サイズフイッチ MP カセット 
••••ライレテクダサイ 

印刷を開始したときに MP カセットに 
セットされている用紙サイズと、印 
刷データの用紙サイズが異なってい 
ると表示されます。また、はがきお 
よび A 5 サイズの用紙に印刷するとき 
に、オペレータパネルの 「 MP ハガキ 
モード」で設定している用紙サイズ 
と印刷データの用紙が異なっている 
場合にも!表 71^ されます。表 7K された 
サイズの用紙をセットすると印刷を 
開始します。 

また、縦/横のガイドウリップが正し 
く設定されていない場合にも、表示 
される場合があります。縦/横のガイ 
ドクリップが正しく設定されている 
か確認してください。 

c 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 

サイズフイッチキユウシトレイ 
••••ライレテクダサイ 

印刷を開始したときに給紙トレイに 
セットされている用紙サイズと、印 
刷データの用紙サイズが異なってい 
ると表示されます。表示されたサイ 
ズの用紙をセットすると印刷を開始 
します。 

「参照 「オプションの 
給紙トレイに用 
紙をセツトする」 
(96 ページ)参照 

サイズカクニン XXXXX 

••••ライレテクダサイ 

印刷を開始したときに指定した用紙 
サイズと実際に給紙された用紙サイ 
ズが異なっていると表示されます。 
表示されたサイズの用紙をセットす 
ると印刷を開始します。 

•XXXXX 

給紙を行ったカセット、または給 
紙トレイ 

「参照 「給紙カセツト、 

MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 
r ： 参照 「オプションの 
給紙トレイに用 
紙をセツトする」 
(96 ページ)参照 
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表示メッセージ 

表示内容と処置 

参照先 

サイズフソク MP カセット 

A 4 ヲイレテクタ'サイ 

MP カセットを取り付けた場合、設定 
の印刷時に A 5 より小さい用紙がセッ 
卜されています。 A 4 サイズの用紙を 

セットするか、リセットスイッチで 
印刷を中止し、 A 5 以上の大きさで再 
度印刷してください。 

c 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 

サイズフソクキユウシトレイ 

A 4 ヲイレテクタ'サイ 

給紙トレイを取り付けた場合、設定 
の印刷時に A 5 より小さい用紙がセッ 
卜されています。 A 4 サイズの用紙を 
セットするか、リセットスイッチで 
印刷を中止し、 A 5 以上の大きさで再 
度印刷して < ださい。 

参照 「オプションの 
給紙トレイに用 
紙をセツトする」 
(96 ページ)参照 

カートリッジイジヨウ 

EP カートリッジコウカン 

規定外のプロセスカートリッジをセッ 
卜すると表示されます。 

規定のプロセスカートリッジをセッ 
卜し直してください。 

c 参照「プロセスカート 
リツジの交換」 
(70 ページ)参照 

サイズエラーカセット 
•••ライレテクダサイ 

プリンタドライパの「基本設定」で 
「自動給紙」を設定し、メニューモー 
ドの MP / 給紙トレイの自動給紙設定 
を「無効」にしているときに、サポー 
卜していない用紙がすべての給紙力 
セットにセットされている場合に表 
示されます。いずれかの給紙カセッ 
卜に指定サイズの用紙をセットする 
と、印刷を開始します。 

c 参照「給紙カセツト、 
MP カセツトに用 
紙をセツトする」 
(26 ページ)参照 

カートリッジナシ 

EP カートリッジカクニン 

プロセスカートリッジがセットされ 
ていないと表示されます。プロセス 
カートリッジをセットしてください。 

照「プ□セスカー 
トリツジの取り 
扱いと保管」 
(74 ページ)参照 


困つたとキ J は 



127 











第 3 章困ったときは 


表示メッセージ 

表示内容と処置 

参照先 

ユニットカクニン 

XXX ユニット 

表示されたユニットが正しくセット 
されていない場合に表示されます。 
表示箇所を確認し、セットし直して 
ください。給紙トレイおよび両面ユ 
ニットを装着する場合は、あらかじ 
め電源を切ってから作業を行ってく 
ださい。 

X はエラー箇所です。（上段：エラー 
箇所、下段：確認箇所） 

• 給紙トレイ 
給紙トレイ 

'リヨウメンユニット 

両面ユニット 

参照 『オンラインマ 

ニュアル』「第4 
章オプションの 
装着」の「給紙卜 
レイの取り付け 
かた」参照 

多 1 参照 『オンラインマ 

ニュアル』「第4 
章オプションの 
装着」の「両面ユ 
ニットの取り付 
けかた」参照 

カイゾウドシテイムコウ 
インサツセッテイカクニン 

プリンタが印刷できない解像度が指 
定された印刷データを受信したとき 
や、長尺紙設定時に600/ 1200 dpi を 
指定した場合に印刷を中止して表示 
されます。 

プリンタドライパの解像度を設定し 
直してください。 


メモリフソク 

カタメンインサツ 4 セッテイ 

A 3、 B 4、 Legal 、 レターサイズの用 
紙を1200 dpi で両面印刷する場合に、 
次の状態のときに表示されます。 

• メモリを増設していない 

• メモリを増設しているが、プリン 
タドライパの設定で「プロテクト 
モードで印刷する」をチェックし 

ている 

• メモリを増設してドライパの設定 
で「プ□テクトモードで印刷する」 

をチェックしていない場合にアン 
ダーランエラーが発生した 

Printianavi 使用時は、「設定」スイッ 
チを押す、または3秒経過すると片面 
で印刷します。 

Printianavi 未使用時は、「設定」スイッ 
チを押すと片面で印刷します。 

なお、アンダーランエラーは、印刷 
内容が複雑でプリンタの処理が追い 
つかない場合に発生します。 

參照 『オンラインマ 

ニュ アル』「第4 
章オプションの 
装着」の「プリン 
夕 RAM モジ ュー 
ルの取り付けか 
た」参照 
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表 7 K メ ツセー ジ 


表示内容と処置 


参照先 


トウ□ク メモリ オー パー 
ゾツコウ—セツテイ 


メモリフソク 

インサツセツテイカクニン 


ESC/Page で印刷した場合に高速化 
のための処理に必要なメモリが不足 
すると表示されます。 

[設定]スイッチを押すと通常の処理に 
切り替えて印刷が開始されます。_ 

次の状態のときに表示されます。 

• ドライパの設定で「プロテクトモー 
ドで印刷する」をチェックしてい 
る場合に、用紙サイズ分の印刷デー 
夕に必要なメモリが確保できない 
• ドライパの設定で「プロテクトモー 
ドで印刷する」をチェックしてい 
ない場合に、アンダーランエラー 
が発生した 

プリンタの解像度を低くし、再度印 
刷を行ってください。 

なお、アンダーランエラーは、印刷 
内容が複雑でプリンタの処理が追い 
つかない場合に発生します。 


メモリフソク 

1プ インサツ—セツテイ 


プリンタ RAM モジュールを取り付け 
ずに部単位印刷を設定して印刷を行っ 
た場合し表ホされます。 

Printianavi 使用時は、「設定」スイッ 
チを押す、または3秒経過すると1部 
のみ印刷します。 

Printianavi 未使用時は、「設定」スイッ 
チを押すと1部のみ印刷します。 
ただし、プリントサーパが Windows 
NT 4.0/2000/ XP/Windows 
Server 2003環境で Printianavi を使 
用している場合、上記メッセージを 
表示後、部単位印刷を再開します。 


困つたとキ J は 




129 









第 3 章困ったときは 


表示メッセージ 

表示内容と処置 

参照先 

メモリオーバー 

1ブ インサツ—セッテイ 

メモリを増設しているとき、部単位 
印刷を設定して行った印刷のデータ 
量が、部単位印刷用のメモリ残量よ 
り大きい場合に表示されます。 
Printianavi 使用時は、「設定」スイッ 
チを押す、または3秒経過すると1部 
のみ印刷します。 

Printianavi 未使用時、「設定」スイッ 
チを押すと1部のみ印刷します。 

ただし、プリントサーバが Windows 
NT 4.0/2000/ XP/Windows 
Server 2003環境で Printianavi を使 
用している場合、上記メッセージを 
表示後、部単位印刷を再開します。 


アンタ、、ーランエラー 

インサツセッテイカクニン 

印刷中にアンダーランエラーが発生 
した場合に表示されます。 

再度印刷するには、メモリを増設す 
る、用紙のサイズを小さくする、ま 
たはドライパの解像度を下げてくだ 
さい。メモリを増設するときは、あ 
らかじめ電源を切ってから行ってく 
ださい。 

※アンダーランエラーは、印刷内 
容が複雑でプリンタの処理が追い 
つかない場合に発生します。 


シ’卜、、ウキュウシムコウ 

インサツセッテイカクニン 

すべての給紙□に対し、メニューモー 
ドの自動給紙設定を「無効」にして 
いるときに、給紙カセットの用紙サ 
イズと印刷データの用紙サイズが異 
なっていると表示されます。いずれ 
かのカセットに表示されたサイズの 
用紙をセットすると、印刷を開始し 
ます。 
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表 7 K メ ツセー ジ 


C 2 5 コント□—ラ 

USB エラー 

イジョウ 

C 0 2 

コント ロー ラ 

イシ、、 

ョゥ 

RAM 1エラー 



C 0 3 

コント ロー ラ 

イシ、、 

ョゥ 

RAM 2 エラー 



C 0 4 

コント□ーラ 

イシ， 

ョゥ 

CG - 

- ROM 1エラ- 



C 0 5 

コント□ーラ 

イシ、、 

ョゥ 

CG - 

一 R 0 M 2 エラー 


C 0 6 

コント ロー ラ 

イシ、、 

ョゥ 

CG - 

-ROM 12エラー 


C 13 

コント□ーラ 

イシ， 

ョゥ 

MAC アト'' レスエラー 


C 15 

コント ロー ラ 

イシ、、 

ョゥ 

F 1 a sh-ROM 



C 16 

コント ロー ラ 

イシ、、 

ョゥ 

トウ□クシヨキカ 

シマス 


C 21 

コント□ーラ 

イシ， 

ョゥ 

し S 

エラー 



C 2 2 

コント ロー ラ 

イシ、、 

ョゥ 

EE PROM エラー 



C 2 3 

コント□ーラ 

イシ， 

ョゥ 

ROM 1チェックサムエラー 


C 2 4 

コント □— ラ 

イシ， 

ョゥ 

R 0 M 2 チェックサムエラー 



表示内容と処置 


参照先 


ROM および RAM の異常を検出すると 
表示されます。 

いったん電源を切断し、再び投入し 
て < ださい。 

それでもこのエラーメッセージが表 
示される場合は、その内容を ハード 
ウェア修理相談センター ( 171 ぺージ） 
へご連絡ください。 

『 C 16 コント ローラ イジ ヨウ』 
発生時は、電源を再投入するとプリ 
ンタの設定内容を工場出荷時の初期 
設定に戻します。 

設定値を変更している場合は再度設 
定してください。 

「システムエラー」発生時には、下 
段に表記されている数字を控え、 八一 
ドウエア修理相談センター (171 ベー 


ジ)へご連絡ください。 


システムエラー 

aabbccddeeeeeeee 

E 01 

エンジン 

イジヨウ 

FUSER イジョウ 

E 0 2 

エンジン 

イジョウ 

ROS 

モータ 

コ ショウ 

E 0 3 

エンジン 

イジョウ 

メイン 

モータ 

コ ショウ 

E 0 4 

エンジン 

イジョウ 

フアン 

アラーム 

E 0 5 

エンジン 

イジョウ 

メモリ 

イジョウ X 

D 01 

エンジン 

イジヨウ 


A - ドウエアの異常を検出すると表 
示されます。 

いったん電源を切断し、再び投入し 
て < ださい。 

それでもエラーメッセージが表示さ 
れる場合は、その内容を ハードウェ 
ア修理相談センター (171 ページ)へご 
連絡ください。 


MCU シンピン 


困つたとキ J は 
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ロオペレータパネルの警告メ ツセージ 


メンテナンス情報や印刷中のプリンタの状態を下段に表示します。 
警告メッセージが表示されても、印刷は続けることができます。 

表中の記号は、次の内容を示します。 

SSSSS :プリンタ状態 

PPPPP :インタ フエー ス 

eeee :動作モード 

ssssss :給紙 □/ 用紙サイズ 

n :カセツト番号 


表示メッセージ 

表示内容と処置 

SSSSS ppppp e e 

カセットカクニン n ssssss 

セットされていない給紙カセットがあると、表示され 
ます。給紙カセットをセットしてください。 

SSSSS ppppp e e 

トレイカクニン ssssss 

給紙トレイを装着時に、給紙トレイ搬送部が引き抜か 
れている場合に表示されます。正しくセットしてくだ 
さい。 

SSSSS ppppp e e 

MP カクニン ssssss 

• MP カセットがセットされてないと、表示されます。 

MP カセットをセットしてください。 

• 給紙トレイが正しく取り付けられていない状態で電 
源を投入した場合に表示されます。この場合、プリ 
ンタの電源を切り、給紙トレイを正しく取り付けて 
ください。 

SSSSS ppppp e e 

トナー □—(*) ssssss 

トナーの残量が少なくなると表示されます。新しいプ 
ロセスカートリッジをセットレてください。 

純正品以外のトナーを使用していると、「*」が表示さ 
れます。 

SSSSS ppppp e e 

トナーコウカン ssssss 

純正品以外のトナーを使用していると表示されます。 
純正のプロセスカートリッジをセットしてください。 

SSSSS ppppp 

テイチヤクキ 

定着器の交換時期になると表示されます。新しい定着 
器をセットレてください。 
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ソフトウェアに関するトラブルシューティング 


プリンタを使用しているときに発生する問題のうち、ソフトウエアに関するものに 
ついて、現象と対処方法を説明します。 


セットアップ時のトラブルシューティング 

プリンタをセットアップするときに発生する問題と、その対処方法について説明し 
ます。 

ポートの選択ダイアログに rPrintianavi Network 
Port 」 が表示されない 
《現象》 

プリンタを TCP / IP の LAN 環境に直接接続して使用したいが、プリンタドライパのイ 
ンストール中に選択するポートの一覧に 、 「Printianavi Network Port 」 が表示され 
ない0 

《対処》 

次の操作で Printianavi ネットワークポートモニタがインストールされているか確認し、 
結果に応じて対処します。 

[マイコンピュータ]—[コントロールパネル]—[アプリケー シヨ 
ンの 追加と削除]をクリックし、「 Printianavi ネットワークソフト ウエ 
ア2」_ [追加と削除]をクリックする 

f I 「変更」を選択して[次へ]をクリックする 

〇 「 Printianavi ネットワークポートモニタ」が F になっているか確認する 

. 「 Printianavi ネットワークポートモニタ」が「のとき 
変更ダイアログで 「 Printianavi ネットワークポートモニタ」を17にし、インストー 
ルとポートの作成を行います。 

席参照 インストール方法については、『オンラインマニュアル』「第14章ネッ 
トワークソフトウエアのインストールとネットワークポートの追加」参 
照 

- 「 Printianavi ネットワークポートモニタ」が表示されたとき 
仮のポート （ LPT 1 など）でプリンタドライパをインストール後、プリンタのプロ 
パティからポートを追力！]します。 

( fa ポートの追加方法については、『オンラインマニュアル』「第8章日常 
の操作」の「プリンタの接続方法を変更するとき（印刷先ポートの追加と 
変更）」参照 


困つたとキ J は 
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■ プリンタドライバのインストール中に警告ダイアロ 
グが表示された 

プリンタドライパのインス!ル中に、警告ダイアログが表示されることがありま 
す。ここでは、注意が必要な5つの現象（メッセージ）について説明します。 

《現象 1》 

「 Windows の CD - ROM を揷入してください」というメッセージが表示された。 

《対処》 

製造元とモデルの選択ダイアログで[ディスク使用]をクリックせずに一覧からプ 
リンタを選択してインストールしようとすると表示されるメッセージです。 

インス!ルをキャンセルして、再度、プリンタ添付の CD - ROM からプリンタドラ 
イパをインストールし直すことをお勧めします。 

席参照 『オンラインマニュアル』「第5章ネットワーウを利用せずにプリンタを 
接続する」、「第6章ネットワークを利用してプリンタを接続する」参照 

《現象 2》 

[パージョンの競合]というメッセージが表示された。 

《対処》 

現在インス I ルされているものより古いパージョンのプリンタドライパ、あるい 
はプリンタドライパが使用する共通のモジュールをインストールしようとしたとき 
に表示されるメッセージです。 

[はい]をクリックして、現在のファイルをそのまま使うようにしてください。 

《現象 3》 

「プリンタが接続されているサーパには適切なプリンタドライパがインストールさ 
れていません」というメッセージが表示された。 

《対処》 

クライアントの OS ( Windows ) 用のプリンタドライパが、サーパ側に追加（または 
代替）インストールされていない状態で、ウライアントからサーパ共有プリンタの 
ドライパをネツトワークインストールしようとしたときに表示されるメッセージで 
す。 


クライアントの 0 S により、次の操作をしてください。 

• ウライアントが Windows 95/98/ Me / NT 4.0 のとき 

① 添付の CD - ROM をウライアントにセットして、 [0 K ] をウリックします。 

② プリンタの製造元とモデルを選択するダイアログでは[ディスク使用]をク 
リックし、 CD - ROM にあるプリンタドライパのフォルダ名を指定してインス 
I —ルを行ってください。 
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• ウライアントが Windows 2000 / XP/Windows Server 2003のとき 

[キャンセル]をクリックして、ネットワークインストールを中止します。ポー 
卜変更による方法でインス I ルし直してください。 

續参照 『オンラインマニュアル』「第7章プリンタ共有の設定」「クライアン 
卜側の設定」の「ポート変更による方法」参照 

厂ボィ IF 1 

サーパが Windows NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003で Windows 95 
/98/ Me / NT 4.0 のクライアントが複数台あるときは、追カロ（または代替）ドラ 
イパをインストールしておくと便利です。 

席参照 『オンラインマニュアル』「第7章プリンタ共有の設定」の「サーパ 

側の設定」参照 


《現象4》 

「管理者権限がないため、 メッ セージ連携サービスを停止状態とします」という メッ 
セージか'表示された。 

《対処》 

Windows NT 4.0 をサーパとし 、 Windows 2000 / XP/Windows Server 2003クラ 
イアントの環境や 、 Windows NT かクライアントの環境で管理者以外で□グオンし 
て、メッセージ連携サービスを登録しようとすると表示されるメッセージです。 
[ OK ] をクリックし、ネットワークインストールを行ってください。 

.Windows NT 4.0 のとき 

プリンタドライパをインス I ル後、管理者権限を持つユーザ名でログオンし、 
[ Printianavi ] ダイア□グからメッセージ連携サービスを開始してください。 

• Windows 2000 / XP/Windows Server 2003のとき 

[オプション]ダイア□ヴからメッセージ連携サービスを開始してください。こ 
のとき、管理者権限を持つユーザ名とパスワードを入力してください。 

《現象5》 

Norton Internet Security で「低危険度」の警吿メッセージが表示された。 

《対処》 

ダイアログを閉じてインス!ルを継続してください。プリンタドライパのインス 
トールに問題はありません。 

C 参照 運用中に Norton Internet Security の警告メッセージが表示された場合の対 
処方法は「印刷時やプリンタドライパの設定変更時に Norton Internet 
Security の警告画面が表示される」 （153 ページ）参照 
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■ IP アドレスを設定したら通信ができなくなった 
《現象》 

IP アドレス設定ユーティリティ2を使用して、プリンタに IP アドレスを設定したら、 
通信ができなくなくなった。 

《対処》 

IP アドレスを設定したときの値が正しくないと、通信は行えません。プリンタのオペ 
レータパネルを操作して LAN 設定を初期化し、設定し直してください。 

LAN 設定の初期化は、次の操作で行います。 

r )オ ペレータパネルの「メニュ ー 」スイッチを押し、プリンタをメニュー 
モードにする 

Q 「►」スイッチを押し、「シヨキセッテイ」と表示する 
^ 「▼」スイッチを押し、 「 ip アドレスセッテイ」と表示する 
G 「►」スイッチを3回押し、「カン 1 J / シヨキカ」と表示する 
U 「▼」スイッチを押し、 「 LAN シヨキカ」と表示する 
0 「▼」スイッチを押し、「ジッコウ」と表示する 
❼ 「設定」スイッチを押す 

「シヨキカシマス」の表示に続いて、「オンライン」と表示されれば、初期化は 
完了です。 

■ IP アドレス設定ューティリティ2でプリンタを検索で 
きなぃ 

《現象》 

IP アドレス設定ユーティリティ2を使用してプリンタの設定を行う際に、ネットワー 
ウ上のプリンタの検索を行ってもプリンタが検出されない。 

《対処》 

Norton Internet Security などのファイアウォールソフトがインストールされている 
場合や 、 Windows XP,Windows Server 2003のインターネット接続ファイアウォー 
ル機能が有効にな っている場合は、プリンタが検索されません。 

ソフトのファイアウォール機能を無効にする、またはプリンタのオペレータパネル 
から直接プリンタの IP アドレスを設定してください。 
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Printianavi ネットワークポートモニタや Printianavi ネッ 
トワークマネージャでプリンタを検索できなぃ 
《現象》 

Printianavi ネットワークポートモニタや Printianavi ネットワークマネージャを使用し 
てプリンタの設定を行う際に、ネットワーク上のプリンタの検索を行ってもプリン 
夕が検出されない。 

《対処》 

Norton Internet Security などのファイアウォールソフトがインストールされている 
場合や、 Windows XP/Windows Server 2003 のインターネット接続ファイアウォー 
ル機能が有効にな っている場合は、プリンタが検索されません。 

ソフトのファイアウォール機能を無効にする、またはプリンタの IP アドレスを直接入 
力してください。 

運用時のトラブルシューティング 

プリンタを運用中に発生する問題と、その対処方法について説明します。 

印刷できなぃ 
《現象》 

テスト印刷ができない、あるいはどのアプリケーションからも印刷できない。 

《対処1》 

プリンタの状態およびケーブル接続を確認します。 

次の 4 点を確認してください。 

• プリンタの電源が入っていますか。 

•パラレルケープル、 USB ケーブル、または LAN ケーブルが正しく接続されていま 
すか。 

• プリンタが エラー 状態になっていませんか。 

プリンタが エラー 状態になっているときは、エラーの原因を取り除き、印刷可能 
状態に戻してください。 

• プリンタ切替器を使用していませんか。 

プリンタとの通信が異常となったり、プリンタ故障の原因となったりする恐れが 
ありますので、プリンタ切替器は使用しないでください。 
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《対処 2》 

プリンタを LAN ケーブルで接続している場合は、 LAN の設定を確認します。 

設定の一覧を印刷し、次の点を確認してください。 

故参照 設定の一覧の印刷方法は、『オンラインマニュアル』「第3章プリンタ本 
体の設置」の「設定の一覧を印刷する」参照 

Printianavi ネットワークポートモニタを使用、または LPR 印刷のとき 
次の4点を確認してください。 

.LAN ステー タスの設定内容は正しいですか。 

LAN ステータスでは丄 AN の接続状態が2進数で表じされます。以下に、 LAN ステー 
タスの見かたを示します。 

2進法表示 

a : リンク.ステータス0=無効/1=有効 
bbbb : プリンタデータ転送能力 

L 10 Base - T 半二重 （0= 無効/1=有効） 

— 10 Base - T 全二重（0=無効/1=有効） 

— 100 Base - TX 半二重 （0= 無効/1=有効） 

-1 00 Base - TX 全二重 （0= 無効/1=有効） 

cccc : リンクパ-トナデータ転送能力 

L 10 Base - T 半二重 （0= 無効/1=有効） 

— 1 0 Base - T 全二重 （0= 無効/1=有効） 

— 100 Base - TX 半二重 （0= 無効/1=有効） 

-1 0 OBase - TX 全二重 （0 二無効/1=有効） 

dd : データ転送速度 

L データレート (0=10 Hbps /1=100 Mbps ) 

一 全二重/半二重 （0= 半二重/1=全二重） 

a : リンクステータスが0=無効の場合、「--」と表示 

* cccc : HUB によって異なり、 「 AUTO 時の状態」または「000」 

となる場合があります。 

• TCP / IP 設定は「有効」になっていますか。 

「無効」の場合は、プリンタのオペレータパネルの操作で「有効」に変更してく 
ださい。 
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TCP / IP 状態コードは「0」（正常）になっていますか。 
「0」以外のときは、それぞれ次の操作を行ってください。 


「1」のとき 

IP アドレスやサブネットマスクの設定に誤りがあります。設 
定内容を確認してください。 

「2」のとき 

DHCP により TCP / IP 構成情報を取得中です。再度、設定の一 
覧を印刷してください。 

「3」のとき 

DHCP による TCP / IP 構成情報の取得で異常が発生しています。 
DHCP サーパの設定を見直すか、プリンタのオペレータパネ 
ルや、 IP アドレス設定ユーティリティ2の操作で DHCP 自動取 
得を「解除」し、正しい IP アドレスやサブネットマスクを設 
定し直してください。 

「4」のとき 

DHCP で IP アドレスの継続使用が拒否されました。 

DHCP サーパの設定を見直すか、プリンタのオペレータパネ 
ルや、 IP アドレス設定ユーティリティ2の操作で DHCP 自動取 
得を「解除」し、正しい IP アドレスやサブネットマスクを設 
定し直してください。 

「5」のとき 

DHCP で継続使用の要求がタイムアウトとなりました。 
プリンタのオペレータパネルの操作で DHCP 自動取得を「解 
除」し、正しい IP アドレスやサブネットマスクを設定し直し 
てください。 

「6」のとき 

獲得した IP アドレスが、他のホストで使用されています。 
DHCP サーバの設定を見直してください。 

「9」のとき 

ゲートウェイの設定に誤りがあります。設定内容が正しいか 
確認してください。 


• IP アドレスは正しく設定されていますか。 


ィ I ド ！~-^ 

本製品は CIDR (Classless Inter-Domain Routing ) をサポートしていません。 
IP アドレスのクラスに合ったサブネットマスクを設定してください。 

浴参照 IP アドレスおよび TCP / IP 設定の方法については、『オンラインマニュ 
アル』「第6章ネットワークを利用してプリンタを接続する」「接続と 
インストールの手順」の 「 IP アドレスの設定」参照 


• Ethernet タイプを設定変更した場合、いったん電源を切断し、再び投入していま 
すか。 

プリンタのオペレータパネルの操作で「初期設定」 「 LAN 設定」の Ethernet タイ 
プを変更した場合は、必ずプリンタの電源を切断し、再投入してください。 

〈く対処3》 

プリンタドライパの設定を確認します。 

サーパ共有プリンタに印刷を行っている場合は、サーパ側の設定も同様に確認しま 
す。 

プリンタドライパの設定ダイアログを開き、次の点を確認してください。 
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• 印刷先ポートに接続されていないポートが指定されていないか 
• 別の場所に設置されたプリンタが指定されていないか 

席参照 『オンラインマニュアル』「第10章プリンタドライパの機能と利用方法」 
の「プリンタドライパで設定できる内容」参照 

お使いの OS によって、印刷先ポートを確認するダイアログが異なります。 

• Windows 95/98/ Me のとき 

[プリンタのプロパティ]の[詳細]ダイアログ 


•Windows NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003のとき 
[プリンタのプ□パティ]の[ポート]ダイア□ヴ 

プリンタを LAN ケープルで接続している場合は、次の点も確認してください。 

.「Printianavi Network Port 」 で接続のとき 
印刷した設定の一覧と、 IP アドレス、 IPP の設定およぴポート番号の設定が一致し 
ているか、確認してください。 

それぞれ次のダイア□ヴで確認できます。 


IP アドレス（注） 

[ポートの設定] 

ポート番号 

[オプション] 

ポート番号がプリンタの印刷ポート番号と同じか確認して 
ください。設定が異なっている場合は、一致させてくださ 

い。 


注:ホスト名を指定している場合は、そのホスト名が使用する IP アドレスで確認し 
てください。 

また、接続モードが IPP の場合は、次の設定も確認してください。 


プリンタの URL 

[ポ_卜の設定] 

設定の一覧と同じが確認してください。値が'空白になってい 
る場合は、「プリンタの IP アドレス / ipp 」 と設定してください。 

プロキシ設定 

[プロキシ設定] 

プロキシサーパの設定についてはネットワーク管理者に問い 
合わせてください。 


- 「LPR Port 」 で接続のとき 
次の2点を確認してください。 

-[ポート]ダイア□ヴの[ポートの構成]をクリックし、 IP アドレスが同じか確 
認してください。設定が異なっている場合は、一致させてください。 

-[ポート]ダイア□グの「双方向サポートを有効にする」を厂にし、双方向通信 
を無効にしてください。 

《対処 4》 

スプーラ上でプリンタまたはドキュメントが停止状態になっていないか、次の手順 
で確認します。 
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Q [プリンタ]フォルダを開く 

• Windows 95/98/ Me / NT 4.0/2 000のとき 
[スタート]-[設定]-[プリンタ]の順に選択する 

• Windows XP/Windows Server 2003のとき 
[スタート]-[プリンタと FAX ] の順に選択する 

[プリンタ]フォルダから該当するプリンタをダブルクリックする 

表示されるウィンドウのタイトルバーや状態に「停止中」または「_ 
時停止」と表示されていないか確認する 

停止状態のときは、[プリンタ]メニューおよび[ドキュメント]メニューの 
「一時停止」を r にします。 

《対処 5》 

双方向通信をサポートした他のプリンタドライパ （ XL - 2000 W 、 XJ シリーズなど） 
がインストールされていないか、確認してください。 

双方向通信をサポートするプリンタの印刷先を同じプリンタポート ( LPT 1 : ) に指 
定したまま使用すると、印刷が行えない場合があります。 

実際に接続していないプリンタの印刷先ポートは、 「 FILE :」 に変更してください。 

《対処 6》 

双方向通信機能をサポートしないプリンタポートを使用していないか確認してくだ 
さい。また 、 Windows 95/98/ Me でプリンタポート ( LPT 1 : ) から印刷している 
ときは、ポートのドライパに問題はないか確認してください。 

次の手順で確認します。 

(' ![プリンタのプロパティ]で[詳細]ダイアログを表示する 

r '； [スプールの設定]をクリックして「このプリンタで双方向印刷をサ 
ポートする」と「このプリンタの双方向印刷をサボートしない」のそ 
れぞれの設定でテスト印刷を行う 

「このプリンタの双方向印刷をサポートしない」でのみ印刷できる場合は、ご使 
用のパソコンのプリンタポートが双方向通信機能をサポートしていないか、ポー 
トドライパに問題があることが考えられます。 

ECP プリンタポートが設定されているときは、次の手順でプリンタポートを変更し 
てください。 

• Windows 95のとき 

① [スタート]—[設定]—[コント□-ルパネル]の順に選択し、[システ 
ム]をダプルクリックします。 

② [デバイスマネージャ] をクリックし、「ポート （ COM & LPT ) 」のプリ 
ンタポート （ LPT 1) 」をダブルクリックします。 

③ [ドライパ]—[ドライパの更新]の順にクリックします。「一覧からドラ 
イパを選ぶ」を選択し、[次へ]をクリックします。 
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④「すべてのハードウエアを表示」を選択し、製造元の一覧から「スタンダー 
ドポート」を選択し、モデルの一覧から「プリンタポート」をダブルクリツ 
クして、ダイアログの指示に従って操作します。 

Windows 95でプリンタポートを変更しても問題が解決しない場合は、 
Windows 95の修正モジュール等を適用し、プリンタポートのドライパフアイ 
ル 「 LPT . VXD 」 を更新してください。 


• Windows 98のとき 

① [スタート]—[設定]-[コント□—ルパネル]の順に選択し、[システ 
ム]をダブルクリックします。 

② [デパイスマネージャ]をクリックし、「ポート （ COM / LPT ) 」の「プリ 
ンタポート （ LPT 1) 」をダブルクリックします。 

③ [ドライパ]—[ドライパの更新]の順にクリックします。 

ウィザードの最初のダイアログでは[次へ]をクリックします。 

④ 「特定の場所にあるすベてのドライパの一覧を作成し、インストールするド 
ライパを選択する」を選択して[次へ]をクリッウします。 

⑤ 「すべてのハードウェアを表示」を選択し、製造元の一覧から「（標準ポー 
卜）」を選択し、モデルの一覧から「プリンタポート」を選択して[次へ] 
をクリックします。 

以降はダイアログの指示に従って操作してください。 

.Windows Me のとき 

① [スタート]—[設定]-[コントロールパネル]の順に選択し、[システ 
ム]をダブルクリックします。 

② [デパイスマネージャ]をクリックし、「ポート （ COM と LPT )] の[プ 
リンタポート （ LPT 1) 」をダブルクリックします。 

③ [ドライパ]—[ドライパの更新]の順にクリッウします。 

ウィザードの最初のダイアログで「ドライパの場所を指定する（詳しい知識の 

ある方向け）」を選択し、[次へ]をクリックします。 

④ 「特定の場所にあるすベてのドライパの一覧を作成し、インストールするド 
ライパを選択する」を選択して[次へ]をクリッウします。 

⑤ 「すべてのハードウェアを表示」を選択し、製造元の一覧から r (標準ポー 
卜）」を選択し、モデルの一覧から「プリンタポート」を選択して、[次へ] 
をクリツクします。 

以降はダイアログの指示に従って操作してください。 
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《対処 7》 

IPP 印刷時に双方向通信のサポートが有効になっているか確認してください。 

プロキシサーバを経由した IPP 印刷では、プロキシサーパの種類によっては、片方向 
通信での印刷が正常に行えない場合があります。双方向通信機能を有効にして印刷 
を行ってください。 

双方向通信機能を有効にしても印刷できない場合は、プロキシサーパの設定が正し 
いか確認してください。 

《対処 8》 

給紙トレイにセットレた長尺紙が推奨用紙か確認してください。 

幅 297 mm 以外の長尺紙がセットされている場合は印刷できません。長尺紙に印刷す 
る場合は、幅が 297 mm のものをご用意ください。 

《対処 9》 

プリントサーパ上に Norton Internet Security などのファイアウォールソフトがイン 
ストールされている、または Windows XP/Windows Server 2003のインターネッ 
卜接続ファイアウォール機能が有効になっていませんか。 

ファイアウォール機能が有効になっている場合、クライアントからの印刷ができま 
せん。 

ソフトのファイアウォール機能を無効にするか、ソフト側の設定で通信を許可する 
対象機器に次の機器をすべて登録してください。 

-プリントサーパ 
-印刷を実行するパソコン 
-ステータスの表示先に指定するパソコン 
-プリンタ 

■ 印刷できなぃ、または別のプリンタに出力される 
《現象》 

Printianavi Network Port で LAN に接続したプリンタに印刷を行ったが、応答なしエ 
ラーとなり印刷できない、または別のプリンタに出力される。 

《対処》 

次の手順でポートの設定を確認してください。 

Windows を起動する 

Windows NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003の場合は、管理者権限で口 
グオンします。 

[スタート]—[プログラム]— [ Printianavi ]— [ネットワークソフ 
トウェア 2] — [ Printianavi ネットワークポート管理]の順に選択する 
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変更するポートを選択し、[ポートの構成]をクリックする 


ド I 


Windows NT 4.0 で Spooler サービスの「デスクトップとの対話をサービスに許 
可」のチェックを r にしている場合、以下のメッセージが表示されます。 


令 




と定 3 れてい 财 こめ、 

ホ•-卜の a 加やホ*-卜の構成を行う方法について! 3、オンライン7二; I ?■ル S ご#照くだ3い。 



[0 K ] をクリックしてメッセージを閉じ、 Printianavi ネットワークポート管理 
を終了してください。その後、 Spooler サービスの「デスクトップとの対話をサー 
ビスに許可」のチェックを口にし、必要な操作を行った後、再度ポートの構成 
を行ってください。 

广参照 Spooler サービスの設定方法については「ポートが追加できない」の< 
対処 >(151ページ)参照 


[ポートの設定]ダイアログで[参照]をクリックする 

プリンタの一覧で、選択されているプリンタが正しいか確認する 

選択されているプリンタのモデル名や MAC アドレスが別のプリンタのものでない 
か確認してください。別のプリンタに接続されている場合や選択されているプリ 
ンタがなく、「設定した IP アドレスまたはホスト名に対応したプリンタ装置が見つ 
かりませんでした。プリンタ装置の電源を確認するか、または設定した IP アドレス 
またはホスト名の確認をしてください。」というメッセージが左下に表示されて 
いる場合は、正しい接続先のプリンタを選択し [0K] をクリックしてください。 
一覧に正しい接続先のプリンタが見つからない場合は、次の内容を確認してくだ 
さい。 

• プリンタの電源やネットワークケーブルが正しく接続されているか 
-プリンタに IP アドレスが正しく設定されているか 

• ルータを経由した先にプリンタが接続されている場合は、プリンタの検索範囲 
の設定にルータの先のネットワーウアドレスが追加されているか 

0 ポートの設定画面で、 「 DHCP 設定プリンタの IP アドレスを自動認識す 
る」の設定を確認する 

プリンタの IP アドレスを DHCP で動的に割り当てている場合は、プリンタが取得す 
る IP アドレスがいつも同じとは限らないため、本機能のチェックは必ず17にしてく 
ださい。 

チェックを r にすると常に ip アドレスが一致したプリンタに接続するため印刷先が 
そのつど変わったり、見つからない場合は応答なしになります。 

本機能のチェックを r にするときは、 ip アドレスを固定で割り当てている場合のみ 
にしてください。通常は、チェックを17にしたままでも通信先のプリンタの設定 
によって自動判別するのでチェックを厂にする必要はありません。 
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Printianavi のメッセージが表示されない 
《現象》 

印刷は行えるが、印刷を行ったパソコンに Printianavi のメッセージが表示されない。 

《対処》 

[プリンタのプ□パティ]を開き、次の点を確認してください。 

浴参照 『オンラインマニュアル』「第10章プリンタドライパの機能と利用方法」 

の「プリンタドライパで設定できる内容」参照 

• Printianavi に対応していないプリンタドライパを使用していませんか。 

OS 添付のプリンタドライパやエミュレーションモード （ESC/P) で印刷している 
場合は、 Printianavi 機能は使用できません。 

また、古い機種用の Printia XL ドライパでは、新しいプリンタや Printianavi 機能に 
対応していないことがあります。 

添付の CD-ROM に収められたプリンタドライパを使用してください。 

.LPR Port 印刷ではありませんか。 

Windows 95/98/Me は[詳細]ダイア□ヴ 、 Windows NT4.0/2000/XP/ 
Windows Server 2003は[ポート]ダイアログで印刷先のポートが LPR Port の 
場合は、 Printianavi 機能は使用できません。 

• メッセージ連携サービスは、サーパとクライアントの両方で開始されていますか。 

[オプション]ダイア□グからメッセージ連携サービスを開始してください。 

• Printianavi のメッセージを表示する設定になっていますか。 

[Printianavi] ダイアログの「印刷中のステータス表示」「ステータスを最前面に 
する」「印刷の終了を通知する」の設定を確認してください。 

欲参照詳繊法、プリンタドライパのヘルプ参照 


• ステータスとメッセージの通知先の設定を別のパソコンに指定していませんか。 
[Printianavi] ダイアログで[オプション]をクリッウすると表示されるダイアロ 
ヴの「ステータスの表示先」に、「コンピュータを指定」で指定したパソコンに 
メッセージが表示されている場合は、「このコンピュータ」に変更してください。 

• 双方向通信機能をサボートする設定になっていますか。 

- Windows 95/98/Me のとき 

[詳細]ダイアログの[スプールの設定]をクリックします。「このプリンタ 
で双方向通信機能をサポートする」を選択します。 

- Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき 

[ポート]ダイアログの「双方向サポートを有効にする」を卩にします。 


困つたとキ J は 
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• ネットワークインストールしたプリンタの印刷先を□一カルポートに変更してい 
ませんか。 

サーバ共有プリンタに印刷するためにネットワークインストールしたプリンタド 
ライパの印刷先ポートを□ーカルポートに変更すると、双方向通信機能が動作し 
ないため、 Printianavi 機能が使用できなくなります。 

印刷先を□—カルポートに変更するときは、新たに□一カルプリンタとしてプリ 
ンタドライバをインストールし直してください。 

- Windows NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003で区切リベージを指定して 
いませんか。 

本製品では Windows NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003の区切リベージ 
ファイル (*. sep ) の印刷をサポートしていません。また、 Printianavi 機能が正常 
に動作しなくなりますので、お使いにならないでください。 

サーバ共有プリンタに印刷を行っている場合は、次の点を確認してください。 


サーバの OS が Windows 95/98/ Me / NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003以 
外ではありませんか。 

Printianavi は Windows 95/98/ Me / NT 4.0/2000/ XP/Windows Server 2003対 
応です。また、クライアントが Printianavi 対応でも、 Printianavi に対応していない 
サーバの共有プリンタに印刷の際は、 Printianavi 機能はお使いになれませんのでご 
了承ください。 


Windows NT 4.0 のサーバから Windows 2000/ XP/Windows Server 2003のク 
ライアントにプリンタドライバをネットワークインス I -ールしていませんか。 
この場合[ポート]ダイアログの「双方向サポートを有効にする」のチェックが 
グレイアウトされ、 Printianavi 機能が正常に動作しません。 

プリンタドライバを削除し、インストールし直してください。 

必参照 『オンラインマニュアル』「第8章日常の操作」の「プリンタドライパの 
削除」参照 

洛参照 『オンラインマニュアル』「第7章プリンタ共有の設定 」 「Windows 

2000/ XP/Windows Server 2003のとき」の「ポート変更による方法」 
参照 

Windows NT 4.0の Spooler サービスの設定で、「デスクトップとの対話をサービ 
スに許可」を I "! こしていないか確認してください。 

この場合、印刷中のステータスや、エラーメッセージ、プリンタ状態表示、プリ 
ンタ状態を設定値に反映するなどの機能が正常に行われません。 

Spooler サービスの「デスクトップとの対話をサービスに許可」を卩にすると正常 
に機能します。 
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① [スタート]-[設定]-[コント□—ルパネル]の順に選択し、「サービス」をダブル 
クリックする 

② [サービス]ダイアログで、 「 Spooler 」 を選択し、[スタートアップ]をクリッ 
クする 

③ 「システムアカウント」を選択し、「デスクトップとの対話をサービスに許 
可」を F にし、[〇 K ] をクリックする 

④ [停止]をクリックし、 Spooler サービスを停止する 

⑤ [開始]をクリックし、 Spooler サービスを開始する 

⑥ [閉じる]をクリックする 

• クライアント上に Norton Internet Security などのファイアウォールソフトがイ 
ンストールされている、または Windows XP/Windows Server 2003のインター 
ネット接続ファイアウォール機能が有効になっていませんか。 

ファイアウォール機能が有効になっている場合、 Printianavi のメッセージがプリ 
ントサーバ上に表示されます。 

ソフトのファイアウォール機能を無効にするか、ソフト側の設定で通信を許可す 
る対象機器に次の機器をすべて登録してください。 

-プリント サーバ 
-印刷を実行するパソコン 
-ステータスの 表示先に指定するパソコン 
-プリンタ 

■ プリンタの状態の表示や反映が行えなぃ 
《現象》 

プリンタドライパの設定ダイアログから「プリンタ状態表示」が行えない。また、 
「プリンタ状態を設定値に反映する」で情報の取得に失敗してしまう。 

《対処》 

印刷中の状態表示や印刷完了通知など Printianavi のメッセージ通知も正常に行われな 
い場合は、 「 Printianavi のメッセージが表示されない」を参照してください。 

浴参照 『オンラインマニュアル』「第17章困ったときは」「運用時のトラブルシュー 
ティング」の 「 Printianavi のメッセージが表示されない」参照 

「プリンタ状態表示」および「プリンタ状態を設定値に反映する」でのみ問題が発 
生する場合は、次の点を確認してください。 

• プリンタのモデルが異なるプリンタドライパを使用していませんか。 

プリンタドライパはプリンタモデルにあったものを使用してください。 


困つたとキ J は 
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プリンタドライパを更新せずに Printianavi ネットワークポートモニタのみ新しいも 
のをインストールていませんか (Windows 2000 / XP/Windows Server 200 3) 
席參照 『オンラインマニュアル』「第17章困ったときは」「ソフトウェアに関す 
る留意事項」の「旧パージョン ■ レペルとの混在運用について」および 
『オンラインマニュアル』「第8章日常の操作」の「プリンタドライパの 
削除」参照 

Windows NT 4.0の Spooler サービスの設定で、「デスクトップとの対話をサービ 
スに許可」を□にしていないか確認してください。 

この場合、印刷中のステータスや、エラーメッセージ、プリンタ状態表示、プリ 
ンタ状態を設定値に反映するなどの機能が正常に行われません。 

Spooler サービスの「デスクトップとの対話をサービスに許可」を P にすると正常 
に機能します。 

①[スタート]-[設定]-[コントロールパネル]の順に選択し、「サービス」をダプルク 
リックする 


② [サービス]ダイア□グで、 「 Spooler 」 を選択し、[スタートアップ]をクリック 
する 

③ 「システムアカウント」を選択し、「デスクトップとの対話をサービスに許可」 
を P にし、 [ OK ] をクリックする 

④ [停止]をクリックし、 Spooler サービスを停止する 

⑤ [開始]をクリックし、 Spooler サービスを開始する 

⑥ [閉じる]をクリックする 

■ 印刷結果がプリンタドライバの設定と違う 
《現象》 

アプリケーションから印刷を行ったが、印刷結果がプリンタドライパで設定した内 
容と違っている。 

《対処》 

アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷に関する設定（プリンタ 
ドライパの設定を含む）を保存します。 

このため、アプリケーションソフト側から変更するまで、保存してある設定値で印 
刷されることがあります。また、アプリケーション側で部数や用紙サイズなどを設 
定するものもあります。 

このような場合は、[プリンタのプ□パティ ] (Windows 95/98/ Me ) や[印刷設 
定 ] (Windows 2000 / XP/Windows Server 200 3) 、[ドキュメントの既定値] 
(Windows NT 4.0) で設定を変更しても反映されません。 

印刷する文書を開いたアプリケーシヨン側でプリンタ設定のプ□パティを開いて、 
設定を変更してください。 
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參參照 『オンラインマニュアル』「第10章プリンタドライバの機能と利用方法」 
の「プリンタドライバで設定できる内容」参照 

■ 給紙トレイから印刷後、 エラー または警告が表示さ 
れる 
《現象》 

給紙トレイから印刷後、用紙サイズ不一致のエラーメッセージが表示される。この 
とき、オペレータパネルには「サイズカクニン」と表示される。 

《対処》 

給紙トレイにセットされている用紙が、プリンタドライパで指定した用紙サイズと 
一致しているか確認してください。プリンタドライパでの指定と実際にセットされ 
ている用紙が合っていないと、印刷後にエラーが表示されます。 

給紙トレイから印刷するときは、プリンタドライパで指定したサイズの用紙がセッ 
卜されていることを確認してください。 

Printia LASER Internet Service が正しく動作しない、 
または エラー 表示される 

Printia LASER Internet Service が起動時または起動中に、次のような状態になって 
しまラ。 

《現象1》 

Printia LASER Internet Service のウインドウが表示されない、またはウインドウの 
一部が表示されない。 

《対処》 

次の点を確認してください。 

• プリンタに電源が入っていますか。 

. LAN ケープルは正しく接続されていますか。 

- Web ブラウザに入力した URL は正しいですか。 

Printia LASER Internet Service を表示するときの URL は 「 http ://」 十「プリン 
夕の IP アドレス」または 「 http ://」 +「ホスト名十ドメイン名」を指定します。 
プリンタの URL に指定した IPP プリンタ名 （ 「/」以降）は指定しないでください。 

また、設定の一覧を印刷し、次の点も確認してください。 

-プリンタに IP アドレスが正しく設定されていますか。 

URL に「ホスト名+ドメイン名」を指定した場合は DNS サーパの設定も正しいか 
確認してください。 

• TCP / IP 設定は「有効」になっていますか。 

「無効」の場合は、プリンタのオペレータパネルの操作で「有効」に変更してく 
ださい。 
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• Netscape 6 .x を「通常使うブラウザ」に設定している環境で、 Printianavi ネット 
ワーウマネージャから[ブラウザで状態を表示]機能を使用すると、次の現象が 
発生することがあります。 

-「ブラウザの起動に失敗しました」とメッセージが表示される 

Printia LASER Internet Service の動作に問題はありません。メッセージダイア 
□ヴを閉じてください。 

- Internet Explorer が起動していると、 Printia LASER Internet Service が表示さ 
れない 


Internet Explorer を閉じてから、再度[ブラウザで状態を表示]を実行してくだ 
さい。 

《現象 2》 

設定が反映されない、または[設定]が表示されない。 

《対処》 

次の点を確認してください。 

• サポート外の Web ブラウザを使用していませんか 
Netscape 4.0 以上または Internet Explorer 4.0以上の製品版ブラウザをお使いく 
ださい。 

• Web ブラウザが JavaScript の使用を禁止する設定になっていませんか 

• [設定]をクリックする前に他の情報（ページ）を表示していませんか 

設定は各情報（ページ）ごとに行ってください。また、設定中に他の情報（ページ） 
に切り替えると切り替え前の設定値は反映されませんのでご注意ください。 

《現象 3》 

設定中にエラーが表示された、または設定後の表示が「プリンタリセット中...」のま 
まになる。 

《対処》 

エラーメッセージが表示されている場合は、メッセージの内容に従って対処してく 
ださい。 

設定後の表示が「プリンタリセット中...」のままの場合は、プリンタリセット中にプ 
リンタの電源が切断されるなどで通信が行えなくなったことが考えられます。 

プリンタの電源やネットワーウ接続を確認後、一度 Web ブラウザを終了し、キャッ 
シュをクリアしてから再度表示しなおしてください。 
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■ 消耗品の交換を通知する E メールが送信されなぃ 
《現象》 

消耗品の交換時期になっても、 E メールが送信されない。 

《対処1》 

DHCP 環境で運用している場合、電源投入直後はプリンタが IP アドレスを取得できな 
いことがあります。この場合、電源投入直後に検出した交換情報は通知できません。 
再送待ち時間後 （30 分）に発信されます。 

《対処 2》 

E メールの設定が正しいか確認してください。送信元アドレス、送信先アドレスは、 
@以下を含むアドレスすべてを指定する必要があります。 

■ USB インタフェースのときにプリンタが検出されな 

し、 

《現象》 

USB インタフェースでプリンタドライパをインス I ルする場合に、新しいハード 
ウェアが検出されない 。 (Windows 98/ Me / 2000 / XP/Windows Server 200 3) 

《対処》 

次の点を確認してください。 

• プリンタの電源は入っていますか 
プリンタの電源を入れてください。 

C 参照 「電源を入れる」 （23 ページ)、「電源を切る」 （38 ページ)参照 

•Windows 95/3.1 から Windows 98/ Me にアップグレードしましたか 
Windows 95/3.1 から Windows 98/ Me にアップグレードしたパソコンでは動作 
保証できません。 

Windows 98/ Me をクリーンインストールしたパソコンを使用してください。 

席参照 『オンラインマニュアル』「第5章ネットワークを利用せずにプリンタ 
を接続する」の RJSB による接続とインストール」参照 

• パソコンは USB に対応していますか 

デパイス マネー ジャで USB コントローラ が表示されるか確認してください。 

屬参照 『オンラインマニュアル』「第5章ネットワークを利用せずにプリンタ 
を接続する」の 「 USB による接続とインストール」参照 

• USB ケーブルの規格は合っていますか 
USB 1.1 に準拠したケープルを使用してください。 

必參照 『オンラインマニュアル』「付録」の 「 USB インタ フェー ス仕様とコネク 
タピン配列」、「プリンタケーブル」参照 
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• USB ケーブルは正しく接続されていますか 
USB ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

席參照 『オンラインマニュアル』「第5章ネットワークを利用せずにプリンタ 
を接続する」の 「 USB による接続とインストール」参照 

ポートが追加できない 
《現象1》 

Windows NT 4.0 で、 CD - ROM の「ネットワークでプリンタを使う」からインストー 
ルを行い、ポートを追加しようとすると、ダイアログでメッセージ表示され、ポー 
卜が追加されない。 

《現象 2》 

Windows NT 4.0 で、 Printianavi ネットワークポート管理からポートを追加しよう 
としたらメッセージが表示され、ポートが追加されない。 

《対処》 

WindowsNT 4.0 の Spoole 「サービスの設定で「デスクトップとの対話をサービスに許 
可」を厂にしていると上記のエラーメッセージが表示され、ポートが追加できませ 
ん。以下の手順に従い、設定を17にし、再度ポートの追力□を行ってください。 

①[スタート]-[設定]-[コントロールパネル]の順に選択し、「サービス」をダプルク 
リックする 


② [サービス]ダイアログで、 「 Spooler 」 を選択し、[スタートアップ]をクリック 
する 

③ 「システムアカウント」を選択し、「デスクトップとの対話をサービスに許可」 
を17にし、 [0 K ] をクリックする 

ポートの追加およびポートを構成した後に、 Spooler サービスの設定を元に戻す 
場合は、「デスクトップとの対話をサービスに許可」を厂にしてください。 


④ [停止]をクリックし、 Spooler サービスを停止する 

⑤ [開始]をクリックし、 Spooler サービスを開始する 

⑥ [閉じる]をクリックする 

沙参照 『オンラインマニュアル』「第8章日常の操作」の「ネットワークポート 
の追加」参照 
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■ 印刷が開始されるまでに時間がかかる 
《現象》 

最初の1ページ目が印刷されるまでに数10秒から1分以上かかる。 

《対処》 

Norton Internet Security などのファイアウォールソフトがインストールされている 
か、 Windows XP/Windows Server 2003のインターネット接続ファイアウォール 
機能が有効になっていると、印刷が開始されるまでに時間がかかることがあります。 
ソフトのファイアウォール機能を無効にするか、ソフト側の設定で通信を許可する 
対象機器に次の機器をすべて登録してください。 

-プリントサーパ 
-印刷を実行するパソコン 
-ステー タスの表示先に指定するパソコン 
-プリンタ 

または、プリントサーパの「双方向サポートを有効にする」のチェックを厂にして 
ください。この場合、 Printianavi のメッセージは表示されなくなります d 

■ 印刷時やプリンタドライバの設定変更時に Norton 
Internet Security の警告画面が表示される 
《現象》 

Norton Internet Security をご使用の環境で、以下の現象が発生する場合があります。 

• プリンタドライバのインス!-ール時 
Norton Internet Security の警吿画面が表示される 

• 印刷した場合 

-Norton Internet Security の警告画面が表示される 
-印刷が行えない、または印刷が開始されるまでに時間ががかる 

-プリントサーバ経由で、印刷またはステータス表示を他のコンピュータに表示さ 
せた場合 

-ステータス表示画面がら、印刷中止、再開ページ指定ができない 
-「ステータスの表示先」にプリントサーパ以外を指定しても、プリントサーパに 
ステータスが表示される 

-「プリンタ状態表示」または「プリンタ状態を設定値に反映する」機能を使用し 
た場合 

Norton Internet Security の警告画面が表示される 


困つたとキ J は 
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第 3 章困ったときは 


• 「メッセージ連携サービス」ダイアログを開いた場合 
-Norton Internet Security の警告画面が表示される 

-「メッセージ連携サービス」が「停止」状態になる（この場合、「メッセージ連 
携サービス」を「開始」に変更できません。） 

《対処》 

プリントサーパ、印刷を実行したコンピュータ、 ステー タスの表示先に指定す るコ 
ンピュータで 、 Norton Internet Security の「ファイアウォール」の設定を選択し、 
「ホームネットワー々」の信頼ゾーンに次の機器の IP アドレスをすべて登録してくだ 
さい。 

-プリントサーパ 
-印刷を実行するコンピュータ 
-ステー タスの表示先に指定するコンピュータ 
-プリンタ 
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ここでは、プリンタを使用する際に補助的に 
必要になることがらについて説明します。 


プリンタの基本仕様 . 156 

インタフェース仕様 . 159 

オプション品一覧 . 162 

サプライ品一覧 . 164 

用紙関係 . 166 

プリンタドライバの入手方法 . 169 

プリンタドライバのパージョンを確認する方法 ••• 170 
アフターサービスについて . 171 









付録 


プリンタの基本仕様 


以下に、ス1_-5770/5370の各仕様を示します。 


型名 

XL -5770 

XL -5370 

印刷方式 

電子写真方式 

印刷速度 

(コピー動作による 
連続印刷時） 

単位：ページ/分 

普通紙 

片面 両面 

A 4 30.6ページ/分2 1.4 ページ/分 
A 3 17.4 ページ/分 12.2 ページ/分 
A 5 30.6ページ/分2 1.4 ページ/分 
B 4 19.5ページ/分 13.6 ページ/分 
B 5 30.6ページ/分2 1.4 ページ/分 
不定形用紙％ 

2.7 〜 29.7 ページ/分 — 

普通紙 

片面 両面 

A 4 25.4 ページ/分 17.8 ページ/分 
A 3 15.6 ページ/分 10.9 ページ/分 
A 5 25.4 ページ/分 15.7 ページ/分 
B 4 17.1ページ/分12.0ページ/分 
B 5 25.4ページ/分17.8ページ/分 
不定形用紙 

2.7 〜 24.7 ページ/分一 

• 両面印刷にすると印刷速度は遅<なります。 

• 厚紙モードにすると印刷速度は遅くなります。 

•不定形用紙の場合は、用紙サイズによって、印刷速度が異なります。 

ウォームアップ時間 

電源投入時：約25秒 
節電復帰時：12秒以下 

エンジン解像度 

600 dpi /1200 dpi 

データ処理解像度 

300 dpi x 300 dpi 

600 dpi x 600 dpi 

1200 dpi XI 200 dpi 

スムー ジング処理 

Super FEIT( 1200dpi 以外)、 True 1200 DPI 
^FEIT=Fujitsu Enhanced Image Technology 
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用紙種類 

• MP カセット/給紙トレイ（オプション） 

普通紙、厚紙（重量 90 g / rrf 〜 135 g / rrf ) 、 OHP 、 ラベル、はがき 
•給紙カセット（標準） 

普通紙、厚紙（重量 90 g / rrf 〜 135 g / rrf ) 、 OHP 、 ラペル 
• 拡張給紙ユニット(オプション） 

普通紙、厚紙（重量 90 g / rrf 〜 135 g / rrf ) 

用紙サイズ 

• MP カセット 

A 3、 B 4、 B 5、 A 4、 A 5、 リーガル、レター、ユーザ定義サイズ（長さ 
420 mm まで）、官製はがき 
-給紙トレイ(オプション） 

A 3、 B 4、 B 5、 A 4、 A 5、 リーガル、レター、ユーザ定義サイズ（幅 
100〜 297 mm 、 長さ 148 mm 〜 420 mm ) 、長尺紙（幅 297 mm 固定、長さ 420. 
1 mm — 900.0 mm ) 官製はがき 
•給紙カセット（標準）/拡張給紙ユニット（オプション） 

A 3、 B 4、 B 5、 A 4、 A 5、 リーガル、レター 

給紙方式” 

給紙カセットによる自動給紙 

(収容枚数250枚、拡張給紙ユニット使用時最大1500枚） 

MP カセットによる自動給紙 
(収容枚数150枚（はがき60枚）） 

給紙トレイによる自動給紙 
(収容枚数100枚（はがき50枚）） 

両面印刷 
(オプション） 

A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 レター、リーガル 
注:普通紙 (60 g / nf 〜 90 g / m 2 ) のみ 

排紙方法” 

フェースダウンスタッカ（スタック枚数250枚） 

使用環境条件 

温度 10° C 〜 32 °C 

湿度1596〜 8596 RH (ただし結露しないこと） 

電源 • 電源周波数 

AC 100 V ±1096、50/60 Hz 

消費電力 

動作時1100 W 以下、節電時" 1 20 W 以下 
平均消費電力： 650 W 以下（片面連続印刷時） 

電源オフ時： 0 V \ T 6 

突入電流 

最大突入電流10 0 A 以下（電源 ON 時突入時間： 10 m 秒以下） 

騷音 

動作時 53 dB ( A )、 待機時 34 dB ( A ) (フルオプション 56 dB ( A )) 

外形寸法 

幅 505 mm 、 奥行き 376(592) mm 、 高さ 324 mm 
() :カセット延長時 

質量 

約 19.5 kg (消耗品、オプションを除く） 

インタフェース 

IEEE P 1284双方向パラレルポート 

USB 1.1 準拠 USB インタフェース 

100 Base - TX /10 Base-T LAN ポート 

プリンタシーケンス 

XL プリンタドライパ、 ESC/P 

文字 • 書体 

ESC / P 用： ANK 、 明朝体、ゴシック体 

耐用期間' 3 

5年 (8 時間/日)または60万べージ印刷 ( A 4 サイズ横送り)のいずれが早い方 
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*1 :収容枚数は 64 g / m 2 にて換算 
*2 :データ処理解像度 

. XL プリンタドライパ:1200 dpi / 600 dpi / 300 dpK ス—パ— FEIT : 2400 dpiX 
600 dpi 相当） 

• ESC / P : 300 dpi (スーパー FEIT : 2400 dpi X 600 dpi 相当） 

*3 : 

• 耐用期圊は、プリンタの設置環境 • 使用頻度により大幅に変動します。 

•累積使用時間は、24時間運用の場合も同一です。 

• A 4 より大きく長い用紙を使用する場合は、耐用期間が60万ページより短くなり 
ます。 


•耐用期間中でも次の部品は磨耗するため、交換することをお勧めします。部品 
の交換は、ハードウェア修理相談センターにご連絡ください。なお、交換は有 
償です。 


定期交換部品 

交換目安 

定着器 

10万べージ （ A 4 サイズ横送り） 

用紙搬送□ールキット 

20万枚印刷 （ A 4 サイズ横送り） 

転写口ール 

20万枚印刷 （ A 4 サイズ横送り） 


* A 4 サイズ横送り/片面印刷時1枚=1ページ 
ホ A 4 サイズ横送り/両面印刷時1枚=2ページ 


*4 :節電モードになってか65分間は 20 W 、 5分以降は約 10 W となります。 

*5 :用紙幅、用紙長の組み合わせにより印刷速度は変わります。定着器を保護す 
るため、用紙幅の狭い用紙に印刷する場合には、印刷速度は低下します。 

*6 :電源プラグがコンセントに差し込まれていても、電源スイッチが OFF の場合、 
電力の消費はありません。 
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パソコンとのインタ フェー スは、パラレルインタ フェー スおよび USB インタ フェー 
スを採用しています。 

•パラレルインタフヱース仕様とコネクタピン配列 

• 基本仕様 

IEEE P 1284 に準拠した双方向パラレルインタフェース 
. インタフェースコネクタ 

プリンタ側： 36極コネクタ(メス）アンフェノール 57-40360 相当品 
ケーブル側： 36極コネクタ(オス）アンフ I ノール 57-30360 相当品 

-ケーブル 

最長 1.5 m 以下のケープルを使用してください。 

(雑音対策にはツイストペア線を使用し、シールドされていること。） 

• 信号レペル 

LOW : 0 .0 V 〜 +0.4 V HIGH :十 2.4 V 〜十 5.0 V 

• データ転送方式 
8ビットパラレル 

-コネクタピン配列 



インタフェースコネクタ （ 36 ピン ) 



159 












付録 


ピン番号 

信号名称 

発信元 

1 

* Strobe 

パソコン | 

2 

Data 1 

パソコン 

3 

Data 2 

パソコン 

4 

Data 3 

パソコン 

5 

Data 4 

パソコン 

6 

Data 5 

パソコン 

7 

Data 6 

パソコン 

8 

Data 7 

パソコン 

9 

Data 8 

パソコン 

10 

氺 Ack 

プリンタ 

11 

Busy 

プリンタ 

12 

Perror 

プリンタ 

13 

Select 

プリンタ 

14 

氺 AutoFd 

パソコン 

15 

— 


16 

SG 

— 

17 

FG 


18 

+5 Vsignal 

プリンタ 

19 

-RET 

— 

20 

-RET 

— 

21 

-RET 


22 

-RET 


23 

-RET 


24 

-RET 


25 

-RET 


26 

-RET 

— 

27 

-RET 


28 

-RET 


29 

-RET 


30 

-RET 


31 

*lnit 

パソコン 

32 

氺 Fault 

プリンタ 

33 

-RET 


34 

— 


35 

— 


36 

氺 Selectln 

パソコン 


注）“*”は、負論理信号であることを示します。 
-RET 信号は、すべて SG に接続されています。 
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• USB インタフヱース仕様とコネクタピン配列 

• 基本仕様 

US 巳仕様の Revision 1.1 準拠 

. インタフェースコネクタ 
プリンタ側： B レセプタクル（メス） 

ケーブル側：アップストリームポート 

-ケーブル 

XL - CB 山2または、 5 m 以下の US 巳仕様 RevisionU 以上に適合したケープル（雑 
音対策にはツイストペア線を使用し、シールドされていること。） 

-伝送モード 

フルスピード（最大1 2 Mbps ) 

■ 電力制御 

セルフパワーデパイス 


• USB ピン配列 



3 4 


ピン番号 

信号名称 

機能 

1 

vbus 

電源 （+5 v ) 

2 

D - 

データ転送用 

3 

D + 

データ転送用 

4 

GND 

信号グランド 
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オプション品 


•給紙トレイ 


品名 

型名 

内容 

給紙トレイ 

XL - FT 10 W 1 

1段目のマルチユニットにセットして使用します。 
用紙の種類やサイズを頻繁に変更する場合、および 
長尺紙に印刷する場合は、給紙トレイをご使用くだ 
さい。 

なお、給紙トレイと MP カセットを同時に取り付け 
ることはできません。 


•拡張給紙ユニット 


品名 

型名 

内容 

拡張給紙ユニット -A 

XL - EF 25 W 1 

3段目、4段目の給紙ユニットとして使用で 
きます。 

( LB 315 給紙カセット （ A 3 ユニパーサル 
250枚）添付） 

拡張給紙ユニット-巳 

XL - EF 55 W 1 

3段目、4段目の給紙ユニットとして使用で 
きます。 

( LB 315 給紙カセット （ A 3 ユニパーサル 
550枚)添付) 


#両面ユニット 


品名 

型名 

内容 

両面ユニット 

XL - DUPW 1 

両面印刷用のユニットです。 


•プリンタ RAM モジュール 


品名 

型名 

内容 

プリンタ RAM モジュール -64 MB 

XL - EM 64 M 5 

RAM を 64 MB 搭載したメモリ 
モジュールです。 

プリンタ RAM モジュール - 1 28 MB 

XL - EM 128 M 5 

RAM を1 28 MB 搭載したメモリ 
モジュールです。 
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•プリンタ LAN アダプタ 


品名 

型名 

内容 

プリンタ LAN アダプタ 

FM - LNA 110 

1 0 OBASE - TX /1 OBASE-T に対応した 
LAN アダプタです 。 NetWare 3.1 x 丄 
IntranetWare 、 NetWa 「 e 5 に対応してい 

ます。 


•プリンタケーブル 

• パラレルインタフェースケープル 


品名 

型名 

備考 

プリンタケープル 

FMV - CBL 712 

FMV シリーズ、各社 AT 互換機に接続でき 
ます。 

プリンタケープル 

FMS - CBL 711 

PRIMERGY GRANPOWER 5000シリー 

ズに接続できます。 


- USB ケーブル 


品名 

型名 

備考 

プリンタ USB ケープル 

XL - CBLU 2 

USB に対応し 、 Windows 98/ Me / 
2000 / XP/Windows Server 2003が 
動作するパソコンに接続できます。 

本プリンタとの接続時は USB 1 . 1で動作 
します。 
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サプライ品一: 


サプライ用品の商品番号を次の表に示します。 

これらの品物については、本製品をお買い求めの販売店へご相談ください。 

PPC 用紙および普通紙を使用することができますが、より良い印刷品質が得られる 
よう、下記の推奨用紙のご使用をお勧めします。 


△注意 


故障プロセスカートリツジは、本製品専用品を取り付けてく 
ださい。専用品以外のプロセスカートリツジを取り付け 
ると、プロセスカートリツジおよびプリンタ本体の故障 
の原因となる恐れがあります。 


商品名 

商品番号 

備考 

普通紙推奨用紙 
オフィス用紙 W 

A 3 

0411650 

500枚 X 3 冊で1ケース 

B 4 

0411620 

500枚 X 5冊で1ケース 

A 4 ( Y ) 

0411612 

B 5 ( Y ) 

0411645 

A 5 ( Y ) 

0411635 

再生オフィス用紙 

EC 100 

(10096再生紙） 

A 3 

0414315 

500枚 X 3 冊で1ケース 

B 4 

0414325 

500枚 X 5冊で1ケース 

A 4 

0414335 

B 5 

0414345 

モノクロ LBP 用長尺用紙 

0421020 

プリンタドライパで「用紙種類」を 
「厚紙」に設定してください。 

プ□セスカートリッジ LB 315 A 

0805110 

A 4 用紙で有効画像面積に対して画像 
面積比率が5%以下のときに、印刷寿 
命は約6,000枚です（印刷の内容によ 
り、 多少の差があります）。 

プ□セスカートリッジ LB 315 B 

0805120 

A 4 用紙で有効画像面積に対して画像 
面積比率が596以下のときに、印刷寿 
命は約10,000枚です（印刷の内容に 
より、多少の差があります）。 
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商品名 

商品番号 

備考 

LB 315 給紙カセット ( MP ) 

0805310 

サイズ： A 3 〜 A 5、 官製はがき、不定 
形 

枚数：150枚（推奨用紙） 

本体の MP カセツトと同一品です。 

LB 315 給紙カセット 
( A 3 ユニバーサル） 

0805320 

サイズ： A 3 〜 A 5 
枚数： 250枚（推奨用紙） 

本体および拡張給紙ユニツト - A ( XL - 
EF 25 W 1) 添付のカセツトと同一品で 
す。 

LB 315 給紙カセット 
( A 3 ユニバーサル） 

0805330 

サイズ： A 3 〜 A 5 

枚数： 550枚（推奨用紙） 

拡張給紙ユニツト B ( XL - EF 55 W 1) 添 
付のカセツトと同一品です。 

レーザプリンタ置台 

0530580 

デスクサイド専用置台 
外形寸法 

600 ( W ) X 61 0( D ) x 440( H)mm 



•プロセスカートリッジは、純正品をご使用ください。リサイクル品や他社製 
サプライ品を使用されますと、印字品質の低下、故障および装置破損の原因 
となることがあります。 


• 10096再生紙に印刷した場合、シワやカールが発生する場合があります。 

• 用紙の種類やサイズを頻繁に変更する場合は、オプションの給紙トレイをご 
使用ください。 
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縦方向印刷 


横方向印刷 


用紙関係 


本プリンタは、給紙カセットと給紙トレイを使い分けることによって、いろいろな 
用紙を使うことができます。以下に、それぞれの給紙方法と用紙サイズとの対応を 
爪し汞"5"。 

•印刷方向 

• A 3、 B 4、 リーガル、長尺紙サイズの用紙の場合 


縦方向印刷 横方向印刷 

• A 4、 A 5、 B 5、 レター、はがきサイズの用紙の場合 


〇用紙排出方向 


aoCQv 


介用紙排出方向 
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〇 〇 


〇 〇 

-> 

- U 3 
■ 〇 
- 〇 


ABCD •••• 


左とじの場合 


上とじの場合 


用紙方向、印刷の向きに関する設定は、プリンタドライパで設定できます。 

多参照 『オンラインマニュアル』「第10章プリンタドライパの機能と利用 
方法」参照 

籲印刷可能領域 

本プリンタで印刷できる、各用紙サイズの印刷可能領域は次のとおりです。 

[印刷方向：縦] [印刷方向：横] 


縦方向印刷 横方向印刷 

とじ穴のある A 4サイズの用紙を使用する場合は、「印刷方向」の指定に合わせ 
てとじ穴の位置が正しくなるようにセツトします。 


• ユーザ定義サイズの用紙の場合 




巳寸法 




B 寸法 


(単位: mm ) 


Printia XL ドライパ使用時 
a 1= a 2=5 mm 、 b 1= b 2=5 mm 



A 用紙排出方向 


• aomv 


〇用紙排出方向 


5 A 寸法 


I 91 L ^< 寸法 
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用紙方向 

用紙サイズ 

A 3 

B 4 

A 4 

B 5 

A 5 

リーガル 

レター 

はがき 

縦方向 

A 寸法 

410 

354 

287 

247 

200 

346 

270 

138 

B 寸法 

287 

247 

200 

172 

138 

206 

206 

90 

横方向 

A 寸法 

287 

247 

200 

172 

138 

206 

206 

90 

巳寸法 

410 

354 

287 

247 

200 

346 

270 

138 


• ESC / P モード使用時 

a 1二 a 2=8.5 mm または 22 mm (はがき:1 0 mm) 、 b 1 = b 2=5 mm 


用紙方向 

用紙サイズ 

A 3 

B 4 

A 4 

B 5 

A 5 

リーガル 

レター 

はがき 

縦方向 

A 

寸法 

8.5 mm 時 

399.5 

343.5 

276.5 

236.5 

189.5 

335 

259 

128 

22 mm 時 

386 

330 

263 

223 

176 

321.5 

245.5 

128 

B 

寸法 


287 

247 

200 

172 

138 

206 

206 

90 

横方向 

A 

寸法 

8.5 mm 時 

276.5 

236.5 

189.5 

161.5 

127.5 

195 

195 

78.5 

22 mm 時 

263 

223 

176 

148 

114 

182 

182 

78.5 

B 

寸法 


410 

345 

287 

247 

200 

345 

269 

138 
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付録 


プリンタドライバの入手方法 


最新版のプリンタドライパは、インターネットの 「 FMWORLD . NET 」 からダウン□— 
ドすることができます。 「 FMW 0 RLD . NET 」 ではサポートサービスなどに関するさ 
まざまな情報も提供しています。 

下記に示した URL よりプリンタドライパをダウン□—ドしてください。 
FMW 0 RLD.NET URL : http :// www . fmworld . net / 

- . 

.「 FMW 0 RLD . NET 」 をご利用になる際は、 Web ブラウザおよびインターネッ 
卜に接続できる環境が必要です。 

-添付の CD - ROM には、製品出荷時での最新版ドライパが収められおり、 
「 FMWORLD . NET 」 からダウン□-ドできるものと同一の可能性がありま 
す。お使いのプリンタドライパのパージョンを確認してからダウン□ー ドを 
行ってください。 

• 本製品に添付されているプリンタドライパは、 MetaFrame に対応していませ 
ん。 MetaFrame に対応したプリンタドライパを入手したい場合は 
「 FMWORLD . NET 」 よりダウン □- ドしてください。 
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付録 


プリンタドライバのバージョンを確認する方法 


プリンタドライパのパージョンは、以下の方法で確認できます。 

•Windows 95/98/Me/NT4.0/2000 の場合 

〇 [スタート]-[設定]-[プリンタ]の順に選択する 
Q 使用するプリンタアイコンをクリックする 

プリンタのプロパティを表示する 

- Windows 95/98/Me 

[ファイル]メニュ ーー [プロパティ]をクリックする 

• Windows NT 40 

[ファイル]メニューー[ドキュメントの既定値]をクリックする 

• Windows 2000 

[ファイル]メニュ-[印刷設定]をクリックする 

「印刷オプション」タブを表示し、[バージョン]をクリックする 

•Windows XP/Windows Server 2003の場合 

Q [スタート]—[プリンタと FAX ] を選択する 

使用するプリンタアイコンをクリックする 

' [ファイル]メニュ-[印刷設定]の順に選択する 

〇 「印刷オプション」タブを表示し、[パージョン]ボタンをクリック 
する 
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付録 


フタ ー サービスについて 


• お買い求めの際に販売店でお渡しする保証書は、大切に保管してください。 

• 保証書は日本国内のみで有効です。 

•無償保証期間は、お買い上げ日より6ヶ月です。詳細は保証書をご覧ください。 

•保守部品の供給期圊は、このプリンタの製造中止後6年です。ご了承ください。 

•分解、改造などを行わないでください。無償保証の期間内でも無償修理が受けら 
れないことがあります。 


プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ用品をお使いください。純正の 
サプライ用品以外の用品をお使いになったことによる製品の誤動作および故障に 
関しましては、当社は一切責任を負いかねますのでご了承ください。 


故障の際は下記にご連絡ください。 

『八ードウエア修理相談センター』 

フリーダイヤル： 0120 -422-297 
受付時間：平日9:00〜17:00 
(土曜•日曜 • 祝日および当社指定の休日を除く) 


プリンタのご使用に関する技術的なご相談は、下記にご連絡ください。 
『富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口』 

フリーダイヤル： 0120 -950-222 
受付時間：平日9:00〜17:00 
(土曜.日曜.祝日およびメンテナンス日を除く） 


•使用済みプロセスカートリツジの回収サービス 


富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みプロセスカートリッジを無償 
で回収しております。 

下記の『エコ受付センター』にご連絡をいただければ、回収便にて引き取りにうか 
がいます。お客様のご理解とご協力をお願いいたします。 

『エコ受付センター』 

フリーダイヤル: 0120 -30-0693 
平日8:40〜12:00および13:00〜17:30 
(土曜•日曜•祝日 • 年末年始を除く） 



171 




付録 


•修理装置の返却準備〜お客様へ〜 

「ハードウエア修理相談センター」に連絡した結果、修理装置の返却が必要と判断 
された場合は、輸送時のトラブル防止のため、以下の手順で準備いただきますよう 
お願い申し上げます。 

P 設定の一覧を印刷する 

オペレータパネルで次の操作を行い、設定を復元するために必要な情報を印刷し 
ます。 


① 印刷可能状態 

I 「メニュー」スイッチ押下 



1「設定」スイッチ押下 


③_ 印刷終了 

システムインサツ 
►セツテイノインサツ 


Q 拡張給紙ュニットを取り外す 

席参照 『オンラインマニュアル』「第4章オプションの装着」の「拡張給紙ユニッ 
卜を取り外す」参照 


△注意 


けが •必ず2人で行ってください。 

•プリンタの電源スイッチを切り、ケーブル類（電 
源 コード、 パラレルケープル、 USB ケープル、 
LAN ケープル）を外してから行ってください。 
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索引 


A 

Acrobat Reader のインストール... 

C 

CD-ROM のご紹介 . 

E 

EP モード設定 . 

H 

HEX ダンプ印刷 . 

し 

LAN 

ーケーブルコネクタ . 

LAN ステータス . 

M 

MP カセット . 

一で使用できる用紙 . 

一に A5 サイズの用紙をセットする 
一にはがきをセットする . 

〇 

OHP フィルム . 

U 

USB 

ーケーブルコネクタ . 

US 巳インタフェース 

—仕様 . 

あ 

アフターサービス . 

い 

移動 

プリンタを移動するとき . 

印刷品質が低下したとき . 


引 


ラ 

ウォームアップ時間 . 154 

え 

液晶ディスプレイ . 6，52 

—の表示内容 . 54 

エコ受付センター . 171 

エラーメッセージ . 122 

エラーランプ . 6, 52 

お 

オプション . 39 

一取り付け上のご注意 . 43 

オペレータパネル . 3，52 

一からの設定 . 57 

一のエラーメッセージ . 122 

オンラインスイツチ . 7，53 

オンラインマニュアル .ii 

—の使いかた .vii 

—の見かた .vi 

オンラインランプ . 7，53 

力' 

回収サービス 

使用済みプロセスカートリッジの回収サービス • ■ • • 73 

拡張給紙ユニット . 39，162 

紙づまり 


カセット付近でつまった用紙を取り除く • 102 
給紙トレイでつまった用紙を取り除く •■•104 
定着器付近でつまった用紙を取り除く ... 106 


—になったとき . 100 

—のおもな原因 . 102 

カフ _ 紙 . 90 

官製はがき . 92 

き 

給紙カセット . 3 

一で使用できる用紙 . 88 

給紙カセツトで使用できない用紙 . 94 
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索引 


給紙トレイ . 

一で使用できる用紙... 
一に用紙をセツトする. 
給紙方法と用紙のサイズ. 

け 

警告メッセージ . 


構成 

オンラインマニュアルの構成 

取扱説明書の構成 . 

故障かなと思ったとき . 

コネクタピン配列 . 

さ 

サイズ 

給紙方法と用紙のサイズ••… 
サイズ表示 . 


シールドガラス . 

仕様 

インタフエース仕様 . 

基本仕様 . 

使用済みプ□セスカートリッジ 

一の 回収 サービス . 

上部カバー . 

す 

スイッチ 

設定スイッチ . 

排出スイッチ . 

メニュースイッチ . 

リ セッ ト スイッチ . 

寸法 

プリンタの寸法 . 

せ 

清掃 

プリンタの清掃 . 

接続 

電源コードの接続 . 


設置上のお願い . 10 

設定スイッチ . 6, 52 

設定の一覧を印刷する . 36 

た 

耐用期間 . 157 

ち 

中止 

印刷を中止する . 49 

長尺紙での印刷方法 . 90 

通風 □. 3, 4 

て 

定_ . 5 

データランプ . 6，52 

電源 

— ; & 入れ •§. 23 

一を切る . 38 

電源コード 

—コネクタ . 4 

一の接続 . 23 

電源スイッチ . 3 

一をオンにする . 24 


と 

トラブルシューテインヴ 
ソフトウェアに関するトラプルシューテインヴ .. 133 


取扱説明書 

— の構成 .iii 

は 

排紙トレイ . 3, 5 

排紙 SB. 3 

排出スイッチ . 6, 52 

背_ハ*- . 5 

はがき 

MP カセットにはがきをセットする . 29 

官製はがき . 92 

パラレルインタフェース 

—仕様 . 159 


2 8 6 8 
6 8 9 8 


32 


IV⑴2 


39 


6 


9 

5 


88 


3 


9 


5 5 


7 


5 


2 2 2 3 2 

5 5 5 5 1 

6 6 6 7 


5 3 
7 2 
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索引 


パラレルケープルコネクタ . 4 

ふ 

普通紙 . 90 

プリンタ LAN アダプタ . 42,163 

プリンタ RAM モジュール . 40,162 

プリンタケープル . 42,163 

プリンタドライパ 

一の入手方法 . 169 

プレブリント紙 . 90 

プ□セスカートリッジ . 5 

使用済みプロセスカートリッジの回収サービス ... 73 

—交換時のお願い . 71 

—の交換 . 70 

一の取り扱いと保管 . 74 

一の取り付け . 20 

一の取り外し . 72 

ほ 

保守メニュー . 67 

め 

メッセージー覧 . 122 

メニュースイツチ . 6, 52 

メニューモード . 57 

—の項目一覧 . 60 

よ 

用紙 

MP カセットに A5 サイズの用紙をセットする——31 

MP カセットに用紙をセットする . 26 

給紙カセットに用紙をセットする . 26 

給紙トレイに用紙をセットする . 96 

使用できない用紙 . 93 

使用できる用紙 . 88 

—をセットする . 26 

一の保管上のご注意 . 95 

用紙関係 . 166 

ら 

ランプ 

エラー ランプ . 6, 52 

オンラインランプ . 7, 53 


データランプ . 6，52 

リンクランプ . 6，52 

U 

リセツトスイツチ . 7，53 

両面印刷で使用できない用紙 . 94 

両面ユニット . 40，162 

リンクランプ . 6，52 
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